令 和 人 年度 


一 般 選 抜 学生 募集 要項 


この 「 学 生 募 集 要 項 ] を ダウ ン ロ ー ド ・ 印 刷 し , 一 般 選 抜 の 内 容 , 出願 方 法 や 
締切 日 (時 間 ) 等 を し っ か り 確 認 し た うえ で , 必要 な 手続 を 行っ て くだ さい 。 
また , 本 冊子 は 入学 手続 まで 保管 くだ さい 。 


ぐ 最 新 情報 確認 の お 願い > 
新型 コロ ロナ ウイ ルス 感 染 症 の 流行 状況 に 応じ て , や む を 得 ず , 試験 
日 時 や 選抜 方 法 等 を 変更 する 可能 性 が あり ます 。 
変更 する 場合 は , 下記 の 本 学 受験 生 応援 サイ ト NU START GUIDE 
で 随時 公表 し ます の で , 出願 や 受験 の 際 は 必ず 最新 の 情報 を 確認 し て 
2 き MA 


く 受 験 者 の 体調 管理 に つい て > 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 防止 の た め , 受験 者 は 試験 7 日 程度 
前 か ら 自 主 的 な 検温 を お 願い し ます 。 1 月 下旬 ご ろ に , 下記 の サイ ト 
で 検温 記録 用 の 「 経 過 観 察 シ ー ト ] を 公表 し ます の で , ご 使用 くだ さい 。 
また , 試験 当日 の マス ク 着 用 , 試験 室 の 換気 の 際 に 体温 調整 が で き 
る 上 着 な どの 持参 に つい て も , 併せ て お 願い し ます 。 





名 古屋 大 学 受験 生 応援 サイ ト 
NU START GUIDE "Https://Www.nagoya-u.ac.JD/admiSsions/ 


本 学 ト ッ プ ペー ジ よ り 1 人 学 条 肉 ] を クリ ッ ク し , ア クセ ス し て くだ さい 。 





く 試 験 当日 の 保護 者 の 付き 添い 等 に つい て > 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 と し て , 保護 者 の 付き 添い や 構内 へ 
の 入場 を 原則 禁止 と し ます 。( 介 助 な ど 必 要 な 場合 を 除く ) 
受験 生 の 安全 確保 の た め , ご 配慮 を お 願い いた し ます 。 














、 入学 機構 | 名 古屋 大 学 





味 如 時 の 諸 連 絡 





災害 や 感染 症 の 流行 な ど に よる 試験 日 程 及 び 選 抜 内 容 の 変更 , 出願 状況 
に よる 試験 会 場 の 変更 な ど , 本 募集 要項 の 内 容 か ら 変 更 する 必要 が 生じ た 
場合 に は , 下記 の 本 学 ホ ー ム ペー ジ 及 び 携 帯電 話 用 ウェ ブサ イト 等 に より 
周知 し ます の で , 出願 前 や 受験 前 は と くに 注意 し て 確認 する よう に し て く 
だ さい 。 


出願 状況 の 案内 





本 学 の 一 般 選 抜 の 出願 状況 の 案内 は , 本 学 ホ ー ム ペー ジ 及 び 携 淀 電話 用 
ウェ ブサ イト に より 次 の 日 時 か ら 行 いま す 。 
令 和 4 年 1 月 27 日 ( 木 ) 9 時 か ら 





〇 本 学 ホ ー ム ペー ジ 
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本 学 ト ッ プ ペー ジ よ り [ 入 学 和 案内 ] を クリ ッ ク し , ア クセ ス し て くだ きい 。 
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ドー 呈 拒 = テ 
名 古屋 大 学 学術 憲章 
名 古屋 大 学 は , 学問 の 府 と し て , 大 学 固有 の 役割 と その 歴史 的 , 社会 的 使命 を 確認 し , 
その 学術 活動 の 基本 理念 を ここ に 定め る 。 


名 古屋 大 学 は , 自由 凍 達 な 学 風 の 下 , 人 間 と 社会 と 自然 に 関す る 研究 と 教育 を 通じ て , 
人 々 の 議 福 に 頁 献 する こと を , その 使 谷 と する 。 とりわけ , 人 間 性 と 科学 の 調和 的 発展 
を 目指 し , 人 文科 学 , 社会 科学 , 自然 科学 を と も に 視野 に 入れ た 高度 な 研究 と 教育 を 実 
践 する 。 こ の た め に , 以下 の 基本 目標 お よび 基本 方 針 に 基づく 諸 施 策 を 実施 し , 基軸 的 
総合 大 学 と し て の 均 務 を 持続 的 に 果たす 。 


1. 研究 と 教育 の 拓本 目標 
(1) 名 古屋 大 学 は , 創造 的 な 研究 活動 に よっ て 真理 を 探 先 し , 世界 屈指 の 知 的 成果 を 
産み 出す 。 


ん だ 勇気 ある 知識 人 を 育て る 。 


e. 社会 的 真 献 の 大 本 目標 

(1) 名 古屋 大 学 は , 先端 的 な 学術 研究 と , 国内 外 で 指導 的 役割 果たし うる 人 材 の 差 
成 と を 通じ て , 人 類 の 福祉 と 文化 の 発展 な ら び に 世界 の 産業 に 頁 献 する 。 

(2) 名 古屋 大 学 は ,. その 立地 する 地域 社会 の 特性 を 生か し , 多面 的 な 学術 研究 活動 を 


通じ て 地域 の 発展 に 真 献 す る 。 
(3) 名 古屋 大 学 は , 国際 交 な 学術 連携 お よび 留学 生 教 育 を 進め , 世界 と て り わ け ア ジア 
諸国 と の 交流 に 頁 献 する 。 


3. 研究 教育 体制 の 本 方 針 

(1) 名 古屋 大 学 は , 人 文 と 社会 と 自然 の 語 現 象 を 俸 賊 的 立場 か ら 研 究 し , 現代 の 諸 課 
題 に 応え , 人 間 性 に 立脚 し た 新しい 価値 観 や 知識 体系 を 創出 する た め の 研 究 体制 を 
整備 し , 充実 させ る 。 

(②) 名 古屋 大 学 は , 世界 の 知 的 伝統 の 中 で 培 わ れ た 知 的 資産 を 正しく 継承 し 発展 させ 
る 教育 体制 を 整備 し , 高度 で 草 新 的 な 教育 活動 を 推進 する 。 

(3) 名 古屋 大 学 は , 活発 な 情報 発信 と 人 的 交流 。 お よび 国内 外 の 諸 機関 と の 連携 に 
よっ て 学術 文化 の 国際 的 拠点 を 形成 する 。 


4. 大 学 運 営 の 基本 方 針 

(1) 名 古屋 大 学 は , 構成 員 の 自律 性 と 自発 性 に 基づく 探 完 を 常に 支援 し , 学問 研 究 の 
自由 を 保障 する 。 

(2) 名 古屋 大 学 は , 構成 員 が , 研究 と 教育 に 関わ る 理念 と 目標 お よび 運営 原則 の 策定 
や 実現 に , それ ぞ れ の 立場 か ら 参 画す る こと を 求め る 。 

(3③) 名 古屋 大 学 は , 構成 員 の 研究 活動 , 教育 実践 な ら び に 管理 運営 に 関し て , 主体 的 
に 点検 と 評価 を 進め る と と も に , 他 者 か ら の 批判 的 評価 を 積極 的 に 求め 開か れ た 
大 学 を 目指 す 。 
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| 名 古屋 大 学 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 
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脅 名 古屋 大 学 の 教育 の 基本 理念 と 育成 する 人 間 像 


名 古屋 大 学 は 「 学 術 憲章 ] (2000 年 制定 ) で , 「 和 名 
古屋 大 学 は , 自由 凍 達 な 学 風 の 下 , 人 間 と 社会 と 自 
然 に 関す る 研究 と 教育 を 通じ て , 人 々 の 幸福 に 真 献 
する こと を , その 使命 と する 。 とりわけ , 人 間 性 と 
科学 の 調和 的 発展 を 目指 し , 人 文科 学 , 社会 科学 , 
自然 科学 を と も に 視野 に 入れ た 高度 な 研究 と 教育 を 
実践 する 」 と , その 使命 を 定め て いま す 。 き さら に 「 学 
術 憲 章 ] で は | 研究 と 教育 の 基本 目標 ]」 と し て ,「1) 
名 古屋 大 学 は , 創造 的 な 研究 活動 に よっ て 真理 を 探 





に と ら わ れる こと の な い 自 由 開 達 な 学 風 の 下 , 多数 
の 進取 の 気性 に 富ん だ リー ダー 人 材 を 育成 し て き て 
いま す 。 名 古屋 大 学 は これ ら の 人 材 や 知 的 成果 を 広 
く 社会 に 提供 する た め の 開 か れ た 大 学 づ くり に 益 め 
て いま す 。 冒頭 で 述べ た よう に ,「 勇 気 あ る 知識 人 」 
を 育成 する 人 間 像 と し て 示し て いま す 。 

「 勇 気 あ る 知識 人 ] と は , 責任 感 を も っ て 社会 に 
真 献 し よう と する 高い 志 と グロ ー バ ル な 視野 を そ な 
え , 幅広 い 教 養 と 高い 専門 性 を 身 に つけ , 人 々 の 幸 





究 し , 世界 屈指 の 知 的 成果 を 産み 出す 。(2) 名 古屋 
大 学 は , 自発 性 を 重視 する 教育 実践 に よっ て , 論理 
的 思考 力 と 想像 力 に 富ん だ 勇気 ある 知識 人 を 育て 
る | と いう 基本 理念 を 掲げ て いま す 。 

この 「 学 術 憲 章 ] に 示さ れる 基本 理念 の 下 で , 名 
古屋 大 学 は 日 本 に お ける 基幹 総合 大 学 の 一 つと し 
て , 創造 的 な 教育 ・ 研 究 活動 を 通じ , 豊か な 文化 の 
構築 と 科学 ・ 技 術 の 発展 に 寄与 し て きま し た 。21 世 
紀 に 入り 6 名 の ノー ベル 賞 受 賞 者 を 琴 出 する な ど 世 
界 届 指 の 研究 成果 を 産み 出す と と も に , 既存 の 権威 


福 や 持続 可能 な 社会 の 発展 を 妨げ る 諸 間 題 の 解決 に 
積極 的 に 寄与 で きる 人 材 を 言い ます 。 こ の よう な 真 
の 勇気 と 知性 を も ち , 未来 を 切り 拓 い て いけ る 人 が , 
名 古屋 大 学 が 育成 し よう と し て いる 人 間 像 な の で す 。 

この 「 勇 気 あ る 知識 人 ] を 支え る 力 と な る の が 
十分 な 知識 ・ 技 能 , 主体 的 な 創造 性 , 立ち 向かう 探 
究 心 で す 。 こ う し た 優れ た 資質 ・ 能 力 を 持っ た 人 を , 
名 古屋 大 学 は , 多面 的 な 学術 研究 活動 と 自発 性 を 重 
視 す る 教育 実践 に よっ て 育成 し て いま す 。 





圏 3 つの 方 針 に 基づく 大 学 教育 の 人 質 の 向上 
名 古屋 大 学 で は , この よう な 教育 を 適切 に 実施 す 
る た め , ① 卒 業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ 
ポリ シー), ②⑫ 教 育 課 程 編 成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ 
ラム ・ ポ リ シ ー), ③ 入 学者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 ( ア 
ドミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー) と いう 3 つの 方 針 を 学士 
課程 及び 大 学院 課程 に お いて 定め , 広く 学内 外 に 向 
け て で 公表 し て いま す 。 

これ ら の 方 針 は , 名 古屋 大 学 の 教職 員 に と っ て は , 
大 学 が めざす 教育 を 実現 する た め の 指 人 針 で あり , つ 
ね に 立ち 戻っ て 教育 の あり 方 を 点検 する た め の 指 標 
で も あり ます 。 名 古屋 大 学 へ の 入学 を 志望 する 者 に 
と っ て は , 入学 後に 期待 で きる 教育 の あり 方 や , 入 
学 ま で に 身 に つけ て お くべ き 素 養 に つい て 知る た め 
の 情報 源 と な り ま す 。 ま た , 名 古屋 大 学 に 在学 する 


学生 に と っ て は , 本 学 で 提供 され て いる 教育 が 何 を 
めざし て いる の か を 普段 か ら 意 識 す る た め の 手 が か 
り と な り ま す 。 さ ら に 卒業 生 や 修 了 生 の 活躍 の 場 と 
な る 社会 に と っ て は , 名 古屋 大 学 が どの よう な 資質 ・ 
能力 を そなえ た 人 材 を 育て て いる の か を 理解 する 拠 
だ ころ な ます 。 

これ ら 3 つの 方 針 は , 相互 に 密接 に 関連 し て こそ , 
その 真価 を 発揮 し ます 。 名 古屋 大 学 で は , 教育 の 基 
本 理念 と 育成 を めざす 人 間 像 を 起点 と し て , 3 つの 
方 針 を 一 体 的 に 定め て いま す 。 そ し て , この よう に 
一 体 的 に 定め られ た 3 つの 方 針 に 照ら し て , 本 学 の 
教育 の あり 方 を 自己 点検 ・ 評 価 し , 教育 の 質 を 向上 
させ て いく 取組 を 積極 的 に 進め て いま す 。 





0 Fe eg の 方 ディ ブロ マ ・ ボ ポリシ つ 


名 古屋 大 学 は , 各 学 部 の 教育 目標 と 基準 に 沿っ た 資質 ・ 能 力 の 卒業 資格 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認 
定 し , 学士 の 学位 を 授け ます 。 名 古屋 大 学 の 学位 は , 真 の 勇気 と 知性 を も ち , 未来 を 切り 拓 い て い 
く | 勇気 ある 知識 人 ] と し て , それ ぞ れ の 学術 分 野 で , 十分 な 知識 ・ 技 能 , 主体 的 な 創造 性 , 立ち 
向かう 探 発 心 が 培 わ れ た こと を 証し ます 。 











名 古屋 大 学 で は , 学部 ・ 学 科 ご と に , 学術 分 野 の 特徴 に 基づき , 社会 か ら の 期待 に 応え る た め に 育成 す 
る 人 間 像 を 教育 目標 と し て 設定 し て お り , それ に 基づく 基準 を 定め て いま す 。 学士 の 学位 は , 各 学 部 ・ 学 
科 の カリ キュ ラム の 履修 を 通し て , その 基準 に 対応 し た 資質 ・ 能 力 を 身 に つけ た 学生 に 対 し て 授与 きれ ま 





す 。 
Lo 7 教育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リン シー) 
叶 
名 古屋 大 学 は , 高度 で 幅広 い 教 養 を 育む た め の 教 養 教育 と , 飽く こと な き 探 完 心 の 滴 養 と 新た な 知 
の 主体 的 創造 に つなが る 専門 教育 と の 二 本 柱 か ら な る 体系 的 な 教育 課程 に より , 学生 を 育て ます 。 
多様 な 授業 形態 の 組み 合わ せ に よる 教育 課程 の 展開 と 自発 的 な 学修 の 促進 を 図り , 学術 分 野 の 特徴 
を 活か し た , 教育 実践 及び 学修 指導 を 適切 に 実施 し ます 。 


\ 有 。 
名 古屋 大 学 で は , 学部 ・ 学 科 ご と に 教育 目標 と し て 設定 し た , 育成 する 人 間 像 に 対応 する 資質 ・ 能 力 を 
毎 う た め に ふさ わし い ゅ 教育 課程 を 編成 し , 実施 し て いま す 。 











入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ ボリ シー) 









名 古屋 大 学 は , 未来 の 「 勇 気 あ る 知識 人 ] を 目指 す 人 を 国内 外 に 求め ます 。 各 学部 ・ 学 科 の 学術 分 
野 の 特徴 に 基づき , 基礎 的 な 学力 と それ を 活用 する 能力 . さ ら に それ を 発展 させ よう と する 意欲 や 
恒 度 を 適正 に 評価 し て 選抜 する 人 入試 を 実施 し ます 。 





名 古屋 大 学 で は | 学術 憲章 ] に 掲げ て いる よう に , 「 勇 気 あ る 知識 人 」 の 育成 を 目指 し て いま す 。「 上 男気 
ある 知識 人 ] と し て 必要 な 資質 ・ 能 力 は , 大 学 教育 で の 学び だ け で 培 わ れる わけ で は あり ませ ん 。 中 等 教 
育 で 身 に 付け た 土台 の 上 に 立っ て こそ , 勇気 ある 知識 人 へ の 成長 が 可能 に な り ま す 。 そ の た め , 名 古屋 大 
学 で は , 基礎 的 な 学力 と それ を 活用 する 能力 . さ ら に それ を 発展 させ よう と する 意欲 や 態度 を 備 を る 人 を 
国内 外 に 求め て いま す 。 

各 学 部 ・ 学 科 の 特徴 に 基づき , 多様 な 評価 方 法 を 適宜 組み 合わ せ た 入 試 を 実施 し , ひと り ひ と り の 学生 
を 選抜 し ます 。 














文学 部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


田 卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 ) 
文学 部 は , 以下 に 示す 資質 ・ 能 力 等 を 備え , 卒業 資格 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認定 し , 学位 を 授与 し ます 。 
文学 部 が 授与 する 学位 は , 言語 ・ 文 化 ・ 歴 史 に 対す る 深い 探 完 心 と 社会 ・ 環 境 へ の 強い 関心 を 持ち , 高 
い 異 文化 理解 力 を 備え た 人 材 で あり , また , 人 文学 的 教養 を 通し て , 国際 社会 ・ 地 域 社会 の 諸 間 題 の 解決 
に 寄与 し うる 人 材 で ある こと , そし て ,「 高 い 異 文化 理解 能力 と 言語 運用 能力 | 文献 や 資料 を 収集 ・ 読 解 ・ 
分 析 す る 能力 」, 「 専 門 分 野 に お ける 基本 的 な 研究 方 法 を 理解 し , 応用 する 力 」, 「 論 証 の 一 貫 し た 文章 構成 
能力 と プレ ゼン テー ショ ン 能 力 」, [現代 社 会 が 直面 する 諸 問 題 に 専門 分 野 の 知見 に 基づき 対応 で きる 能力 」 
を 備え て いる こと を 証し ます 。 


(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) 

文学 部 の 卒業 要件 は , 原則 と し て 4 年 以上 在学 し , 所 定 の 授業 科目 の うち , 全学 教育 科目 を 48 単 位 以 上 , 
専門 科目 を 84 単 位 以 上 , 合計 132 単 位 以 上 を 履修 し , か つ 卒 業 論文 の 試験 に 合格 する こと で す 。 なお, 専門 
科目 の 単位 数 に は 卒業 論文 10 単 位 が 含ま れ ま す 。 


田 教 育 課程 の 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 
文学 部 で は , 「 卒 業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー)] に 掲げ る 資質 や 能力 を 身 に つけ た 人 
材 を 育成 する た め , 以下 の 方 針 に 基づい て カリ キュ ラム を 編成 し ます 。 


① 全学 教育 科目 の 中 の 言語 文化 科目 に よっ て , 「 高 い 異 文化 理解 能力 と 言語 運用 能力 」 の 基礎 を 身 に つけ 
に 志 

② 全学 教育 科目 の 中 の 基礎 セミ ナー に よっ て ,「 文 献 や 資料 を 収集 ・ 読 解 ・ 分 析 す る 能力 ]」 お よび 「 論 
旨 の 一 員 し た 文章 構成 能力 と プレ ゼン テー ショ ン 能 力 ] の 基礎 を 身 に つけ ます 。 

⑬ 全学 教育 科目 の 中 の 文系 基礎 科目 や 文系 教 状 科 目 で , 「 専 門 分 野 に お ける 基本 的 な 研究 方 法 を 理解 し 
応用 する 力 」 の 概略 を 学び ます 。 

④ 専門 科目 の 履修 に よっ て ., 「 専 門 分 野 に お ける 基本 的 な 研究 方 法 を 理解 し , 応用 する 力 」 を 修得 し . 「 文 

上 献 や 資料 を 収集 ・ 読 解 ・ 分 析 す る 能力 ] や 「 論 旨 の 一 貫 し た 文章 構成 能力 と プレ ゼン テー ショ ン 能 力 」」 

「 高 い 異 文化 理解 能力 と 言語 運用 能力 ]」 を 高め ます 。 

これ ら の 能力 に つい て , 小論文 や 筆記 試験 , 口頭 発表 . 討議 へ の 貢献 度 な ど , 各 授業 に お いて 定め る 

方 法 に よっ て 単位 認定 を 行い ます 。 

卒業 論文 を 書き 上 げ る こと に よっ て , これ ら の 能力 が 身 に つい た こと を 確認 し ます 。 

カリ キュ ラム 全体 の 履修 を 通し て , 「 現 代 社会 が 直面 する 諸 問 題 に 専門 分 野 の 知見 に 基づき 対応 で き 

る 能力 」 を 身 に つけ ます 。 


⑨ 


ぐ @ 


較 入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リン シー) 
(1) 入学 者 受入 れ の 方 針 

文学 部 で は , 養成 する 人 材 像 と ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー, カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー を 踏ま え , 「 人 文学 分 
野 の 研究 に 取り 組む の に 必要 な 基礎 的 な 学力 を 備え , 人 間 の 営 為 と し て の 言語 ・ 文 化 ・ 歴 史 に 深い 関心 を 
持ち , 社会 ・ 環 境 な ど 現 代 社会 が 抱え る 諸 間 題 を 考え る こと に 意欲 が ある 人 | を 入学 者 と し て 選抜 し ます 。 


( 2 ) 一 般 選 抜 の 基本 方 針 
アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー に 適合 し た 人 材 を 選抜 する た め , 調査 書 , 大 学 入学 共通 テス ト の 成績 お よび 





文 学 部 
教育 学部 
個別 学力 検査 の 成績 を 総合 的 に 判断 し 選抜 を 行い ます 。「 人 文学 分 野 の 研究 に 取り 組む の に 必要 な 基礎 的 
な 学力 ] は 大 学 入学 共通 テス ト , 個別 学力 検査 で 判定 し ます 。 個別 学力 検 柱 に お いて は , 論理 的 な 思考 
も 人 文学 分 野 の 研究 に 取り 組む の に 必要 な 基礎 的 な 学力 の 一 部 で ある こと か ら , 国語 . 地 歴 , 外国 語 に 加 
えて , 数 学 を 課 し て いま す 。「 人 間 の 営 為 と し て の 言語 ・ 文 化 ・ 歴 史 に 対す る 深い 関心 」 や 「 社 会 ・ 環 境 
な ど 現 代 社会 が 抱え る 諸 問題 を 考え る 意欲 ] に つい て は , 調査 書 を 含め て 総合 的 に 判定 し ます 。 

















教育 学部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


田 卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 

(1) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 ) 
教育 学部 は , 以下 に 示す 資質 ・ 能 力 等 を 備え , 卒業 資格 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認定 し , 学位 を 授与 し 
ます 。 


| 人間 発 達 科 学 の 知見 と 方 法 を 学び , 論理 的 ・ 批 判 的 思考 力 と 判断 力 , 協 働 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 
を 有 し , 省 宗 と 探 先 の 習慣 を 自ら 育む こと が で きる ] 

| 人間 と 社会 の 諸 問題 に 絶え ず 関 心 を よせ , 勇気 と 熱意 を も っ て 向き 合い , 問題 解決 に 協 働 的 に 取り 組 

な こと が で きる 」 

| 社会 的 正義 の 感覚 を 有 し , 人 類 と 社会 の 調和 的 発展 と ウェ ルビ ー イ ング に 真 献 で きる 」 





(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) ※ 令 和 4 年 度 に 変更 予定 

学士 学位 授与 の た め に は , 全学 の | 名 古屋 大 学 の 教育 を 文 え る 3 つの 方 針 ] に 則っ て 開講 され る 「 全 学 
教育 科目 ] (合計 48 単 位 以 上 ) な ら び に , 上 記 の 目的 の た め に 本 学部 で 開講 され る | 教育 学部 専門 科目 」 
(専門 科目 , コー ス 科 目 , 卒業 論文 , 合計 84 単 位 以 上 ) を 履修 する こと が 要件 と な り ま す 。 


田 教 育 課程 の 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リン シー) 
教育 学部 で は , 「 卒 業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー)」 に 掲げ る 資質 や 能力 を 備え た 人 
材 を 育成 する た め に , 以下 の 方 針 に 基づい て カリ キュ ラム (教育 課程 ) を 編成 し ます 。 


① 本 学部 の カリ キュ ラム は , 全学 教育 科目 と 専門 科目 か ら 構 成 さ れ , 専門 科目 は 専門 基礎 科目 , コー ス 科 
目 , 卒業 論文 か ら 構成 され て いま す 。 

② 全 学 教育 科目 に より 「 高 度 で 幅広 い 教 養 ] を 身 に つけ る と と も に , [人 間 と 社会 の 諸 間 題 に 対す る 関心 」 
を 高め . また 「 コ ミュ ニケ ーション 能力 や 論理 的 ・ 批 判 的 思考 力 と 判断 力 ] を 養い ます 。 

③ 専 門 科 目 の 専門 基礎 科目 に より , 「 人 間 発 達 科 学 の 専門 基礎 的 な 知識 と 技能 ] に つい て 幅広 く 学 び , さ 
ま ざ ま な 視点 と 知見 , 基礎 的 な 研究 技法 を 習得 し ます 。 専門 科目 の コー ス 科 目 は , 小 規模 な 開講 形態 ( 講 
義 , 演習 , 実験 演習 , 実習 , 調査 研究 等 ) に より 実施 し , これ ら の 履修 に より , 「 人 間 発 達 科 学 の 専門 
的 な 知識 と 技能 ] を 獲得 し . ま た 「 人 間 と 社会 の 諸 間 題 ] に 対す る 「 省 察 と 探 発 の 精神 , 問題 解決 能力 , 
協 働 性 と り リサーチ ・ マ イン ド 」 を 身 に つけ ます 。 

(④⑧ こ れ ら の 能力 に つい て , 小論文 や 筆記 試験 , 口頭 発表 , 討議 へ の 貢献 度 な ど , 各 授 業 に お いて 定め る 方 
法 に よっ て 単位 認定 を 行い ます 。 

⑤ 卒 業 論文 で は , 指導 教員 の 指導 の も と で , 独自 の 研究 テー マ を 設定 し 特定 の 研究 方 法 に より 探 先 を お こ 
な うと と も に , 上 記 の 能力 が 身 に つい て いる こと を 確認 し ます 。 

⑥ カ リキ ュ ラ ム 全 体 の 履修 を 通し て , 「 社 会 的 正義 の 感覚 を 有 し , 人 類 と 社会 の 調和 的 発展 と ウェ ルビ ー 
イン グ に 真 献 で きる | 能力 を 身 に つけ ます 。 





教育 学部 
法学 部 

















田 入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
(1 ) 入学 者 受入 れ の 方 針 
本 学部 は , 人 間 の 成長 発達 と 教育 を めぐ る さま ざま な 問題 を 研究 の 対象 と する 教育 発達 科学 の 知見 と 方 
法 を 総合 的 に 学ぶ こと に よっ て , 論理 的 ・ 批 判 的 思考 力 と 判断 力 , 協 働 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 を 有 し , 
省 察 と 探 完 の 習慣 を 自ら 育む こと が で き , 人 間 と 社会 の 諸 問 題 に 絶え ず 関 心 を よせ , 勇気 と 熱意 を も っ て 
向き 合い , 問題 解決 に 協 働 的 に 取り 組む こと の で きる 人 材 , さら に は , 社会 的 正義 の 感覚 を 有 し 人 類 と 社 
会 の 調和 的 発展 と ウェ ルビ ー イ ング に 真 献 で きる 人 材 の 育成 を 目的 と し て いま す 。 
上 記 の 目的 を 理解 し た うえ で 本 学部 へ の 進学 を 志望 する 者 に は , 次 の よう な 能力 や 資質 が 求め られ ます 。 


1 ) 人 間 発 達 科 学 を 学ぶ た め の 基 礎 的 学力 

2 ) 人 間 の 成長 発達 と 教育 を めぐ る 多様 な 事象 と 問題 に 対す る 関心 と 問題 意識 

3 ) 人 間 と 社会 の 諸 間 題 に 対し て 深い 関心 を も ち , 教育 と 発達 お よび 社会 的 正義 の 視点 か ら 探 先 し , 間 
題 解決 を 志向 し , 人 類 と 社会 の 調和 的 発展 に 真 献 し よう と いう 意欲 と 熱意 


(2 ) 一 般 選 抜 の 基本 方 針 
人 間 発 達 科 学 を 学ぶ た め の 基 礎 的 学力 を 評価 する た め , 大 学 入 学 共通 テス ト と 個別 学力 検査 (国語 , 数 学 , 
外国 語 ) に より 選抜 を 実施 し ます 。 


法学 部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


較 卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1 ) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 ) 
法学 部 は , 以下 の 資質 ・ 能 力 等 を 備え , 卒業 要件 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認定 し , 学士 の 学位 を 授与 し ます 。 


(1) グロ ー バ ル 化 社会 に 通用 する 法律 学 ・ 政 治 学 の 総合 的 な 知識 を , 論理 的 に 体系 づけ て 修得 する 。 

(2) 大 局 的 見 地 に 立っ て も の ご と を 総合 的 に 判断 し , 的 確 な 価値 判断 ・ 意 思 決 定 を 行う 能力 を 身 に つけ る 。 

(3) 現代 社会 の きま ざま な 問題 に 積極 的 に 関わ り , 専門 分 野 の 知見 に 基づい て その 解決 に 寄与 する 能力 を 
身 に つけ る 。 


(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) ※ 令 和 4 年 度 に 変更 予定 
法学 部 で は , 全学 教育 科目 を 「 専 門 系 」 (基礎 ミナ ー, 文系 基礎 科目 ) と 「 非 専門 系 ] (その 他 ) と に 
分 類 し , 全学 教育 「 専 門 系 ] 科目 12 一 14 単 位 , 同 「 非 専門 系 ] 科目 36 単 位 , 法学 部 | 専門 科目 ] 82 一 84 単 位 
(関連 専門 科目 と し て , 他 学 部 の 専門 科目 を 20 単 位 まで 含め る こと が で きま す ), 合わ せ て 132 単 位 の 修得 
を 通じ て , 教育 目標 に 掲げ る 人 材 で ある と 証 さ れる 者 に , 卒業 を 認定 し , 学士 (法学 ) の 学位 を 授け ます 。 


田 教 育 課程 の 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リン シー) 
法学 部 は , 教育 目標 に 掲げ た 資質 ・ 能 力 を 学生 が 身 に つけ る こと が で きる よう , 以下 の 方 針 に 基づい て 教 
育 を 実施 し ます 。 


く 教 育 課 程 の 編成 の 方 針 > 
1) 学生 が , グロ ー バ ル 化 社会 に 通用 する 法律 学 ・ 政 治 学 の 総合 的 な 知識 を , 論理 的 に 体系 づけ て 修得 す 
る た め に , 1 年 次 に は , 専門 的 な 学修 の 土 全 と し て , 政治 学 ・ 法 律 学 の 各 専 門 領域 に 通 底 すべ き 導 入 的 ・ 
基礎 的 な 科目 群 と , 我が国 の 法 体系 の 根底 を 成す 基本 的 な 専門 科目 | 憲法 TI] | 民法] を 配置 し , 2 
年 次 以降 , 政治 ・ 公 法 領 域 , 民 刑事 法 領域 , 基礎 法 ・ 社 会 法 領域 の それ ぞ れ に お いて , 各 分 野 の 基礎 的 
な 科目 か ら 発展 的 な 科目 まで , 多様 な 科目 を , 国際 的 な 視野 の 提供 に も 重き を 置い て 段階 的 ・ 体 系 的 に 








法学 部 
隔 し ます 。 

(2) 学生 が , 大 局 的 見 地 に 立っ て も の ご と を 総合 的 に 判断 し , 的 確 な 価値 判断 ・ 意 思 決 定 を 行う 能力 を 身 
に つけ る た め に , 全学 教育 科目 は , 専門 系 科目 (基礎 セミ ナー, 文系 基礎 科目 ) 以外 の 非 専 門 系 科目 ( 理 
系 基礎 科目 , 各種 教養 科目 , 健康 ・ ス ポー ツ 科 学 , 言語 文化 科目 等 ) を も 幅広 く 履 修 し な けれ ば な ら な 
いこ と と し , それ に よっ て 各 専 門 科目 の 複 眼 的 な 学修 を 促進 し て いま す 。 文系 基礎 科目 の うち の 「 日 本 
国 憲法 」「 法 学 」 「 政 治 学 」 は 履修 し て も 卒業 単位 に 算入 き れ な いこ と と し て いる の も , 同じ 理由 に よる 
も の で す 。 

(3) 学生 が , 現代 社会 の さま ざま な 問題 に 積極 的 に 関わ り , 専門 分 野 の 知見 に 基づい て その 解決 に 寄与 す 
る 能力 を 身 に つけ る た め に , 演習 科目 に よる 少 人 数 教育 を 重視 し て いま す 。 1 年 次 に は , 全学 教育 科目 
「 基 礎 セ ミナ ー」| を 配置 し , 2 年 次 以降 , | 演習 I] | 演習 II] | 演習 IITI」 を 順次 配置 する ほか , 4 年 次 
に は , 「 卒 業 論文 ] を 配置 し ます 。 こ れ ら の 履修 に よっ て , 各 担 当 教員 の 専門 分 野 の アク チュ アリ ティ ー 
に 触れ , 具体 的 な 課題 へ の アプ ロー チ と その 解決 に 向け て の 探 完 を 実践 する 学び が 積ま れる こと を 促進 
し て ゆま すず す 。 








く 教育 ・ 学 習 方 法 の 方 針 > 

学生 が , 学年 進行 に 沿っ て , 視野 を 広げ , 基礎 を 固め , 発展 的 に 学ぶ プロ セス を 履 み , それ に よっ て 前 記 
資質 ・ 能 力 等 を 段階 的 に 穫 うこ と が で きる よう , 各 専門 領域 に お いて , 多様 な 内 容 ・ 形 明 の 授業 科目 を 体系 
的 に 配置 し ます 。 全 て の 授業 科目 に つい て , その 概要 , 到達 目標 , 成績 評価 方 法 , 各回 の テー マ 等 を 明記 し 
に シラ バス を 示し ます 。 ウ ェ ブ シス テム を 利用 する な ど し て , 教科 書 ・ 参 考 書 ・ 参 考 資 料 授業 時 間 外 学習 
の 指示 , 質問 へ の 対応 方 法 等 を 提示 し, 学習 を 支援 し ます 。 


ぐ 学 習 成果 の 評価 の 方 針 > 

成績 評価 に 当たっ て は , 各 授 業 科 目 の シ ラバ ス に 示さ れ た , 筆記 試験 , レポ ー ト , 口頭 発表 その 他 の 方 法 
に よっ て 前 記 資 質 ・ 能 力 等 を 確認 し , 単位 認定 を 行い ます 。 講義 科目 に お いて は , 主 に , 法律 学 ・ 政 治 学 等 
の 総合 的 な 知識 を , 論理 的 に 体系 づけ て 修得 し て いる こと ., 大 局 的 見 地 に 立っ て も の ご と を 総合 的 に 判断 し , 
的 確 な 価値 判断 ・ 意 思 決 定 を 行う 能力 を 身 に つけ て いる こと を , 厳格 に 判定 し ます 。 演習 科 目 に お いて は , 
主 に , 現代 社会 の さま ざま な 問題 に 積極 的 に 関わ り , 専門 分 野 の 知見 に 基づい て その 解決 に 寄与 する 能力 を 
身 に つけ て いる こと を , 厳格 に 判定 し ます 。 


田 入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リン シー) 
(1) 入学 者 受入 れ の 方 針 

法学 部 は , 社会 の ルー ル の 学 と し て の 法律 学 ・ 政 治 学 を 学ぶ こと を 通じ て , 大 局 的 見 地 に 立っ て 的 確 な 
価値 判断 ・ 意 思 決 定 を 行い グロ ー バ ル 化 社会 の さま ざま な 間 題 の 解決 に 向け て 積極 的 に 寄与 し , 未来 を 
切り 拓 い て いく こと を 目指 し , か つ , その た め に 必要 と な る 資質 や 能力 を 備え た 人 を , 国内 外 に 求め ます 。 


(2 ) 一 般 選 抜 の 基本 方 針 

幅広 い 基 礎 学 力 を 大 学 入学 共通 テス ト (5 また は 6 教科 8 科目 , 900 点 ) に より 評価 する と と も に , こ 
まで に 身 に つけ た 基礎 学力 を 活用 する 能力 を 個別 学力 検査 (3 科目 , 600 点 ) に より 評価 し ます 。 個別 学 
力 検査 で は , と り わ け 法 律 学 を 学ぶ 上 で 重要 と な る 論理 的 思考 を 発展 させ る た め に 必要 な 学力 を 数 学 (200 
点 ) に より , また , グロ ー バ ル 化 社会 の さま ざま な 間 題 の 解決 に 向け て 積極 的 に 寄与 する た め に 必要 な 意 
欲 や 能力 を , 外国 語 (200 点 ) お よび 高等 学校 の 地理 歴史 , 公民 の 学習 を 前 捉 と する 小論文 (200 点 ) に よ 
り 評 価 し ます 。 














経済 学部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


較 卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 ) 
経済 学部 は , 以下 に 示す 資質 ・ 能 力 等 を 備え , 卒業 資格 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認定 し , 学位 を 授与 し ます 。 


経済 学 ・ 経 営 学 の 知識 を 有 し , ビジ ネス 活動 を 行う 上 で の コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 と 協調 性 , 将来 の 
リー ダー と し て の 資質 を 備え て いる 」 

| 経済 学 ・ 経 営 学 の 知見 を 駆使 し て , 現代 の 企業 や 経済 社会 が 直面 する 諸 課 題 を 把握 ・ 分 析 し , 課題 解 
決 に 取り 組む こと が で きる 」 

[現代 の グロ ー バ ル に 活動 を 行う 企業 や 経済 社会 に お いて , 合理 的 で 実践 的 な 意思 決定 を 主体 性 を も っ 
て 行え る ] 





| 現代 の 企業 活動 に お いて 必要 不可 欠 な 専門 知識 を 備え , 文献 ・ 資 料 か ら 必要 な デー タ や エビ デン ス を 
収集 し , それ に 基づい た 分 析 的 な レポ ー ト を 作成 ・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン す る 能力 を 有する 」 


(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) ※ 令 和 4 年 度 に 変更 予定 

卒業 論文 を 含み , 全学 基礎 科目 , 文系 基礎 科目 , 理系 基礎 科目 , 文系 教養 科目 , 理系 教養 科目 , 全学 教 
養 科 目 , 専門 基礎 科目 , 専門 科目 , 関連 専門 科目 に つい て 所 定 の 単位 (全学 教育 科目 48 単 位 , 専門 基礎 科 
目 28 単 位 . 専門 科目 ・ 関 連 専 門 科目 56 単 位 以上 ) を 修得 し た 者 に 対し て , (1) の 教育 目標 が 求め る 資質 
や 能力 が 育成 され た も の と 総合 的 に 判断 し , 学士 の 学位 を 授け ます 。 


田 教 育 課程 の 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リン シー) 
経済 学部 は , 「 卒 業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー)」 に 掲げ る 資質 や 能力 を 身 に つけ た 人 
材 を 育成 する た め , 以下 の 方 針 に 基づい て カリ キュ ラム を 編成 し ます 。 


1) 全学 教育 科目 で 幅広 い 教 養 を 修得 する , 

(2②) 専門 基礎 科目 で 各 専 門 分 野 の 基礎 知識 を 確実 に 修得 する , 

(3) 専門 科目 (卒論 研究 を 含む ) と 関連 専門 科目 で 基礎 知識 を 応用 する 能力 を 育成 する , 
と いう 三 つ の 基本 方 針 を 打ち 立て て , 経済 学 ・ 経 営 学 に お いて 必要 と され る 幅広 い 教養 を 学び , それ 
を 基礎 と し て 学術 の 理論 お よび 応用 を 習得 し ます 。 


上 記 の カリ キュ ラム 編成 の も と , それ ぞ れ の 科目 区 分 の 中 に , 講義 ・ 演 習 な どの 多様 な 形態 の 授業 を 配 時 
し , 学年 進行 に そっ て , 基礎 力 , 応用 力 , 課題 解決 能力 が 段階 的 に 滴 養 され る よう に 教育 ・ 学 習 方 法 の 方 針 
を 定め て いま す 。 

上 記 の 学習 に よる 成果 の 評価 に つい て は , 「 全 学 教育 科目 ] 「 専 門 基礎 科目 ] [専門 科目 ] で は , 筆記 試験 ・ 
レポ ー ト ・ 口 頭 発表 な ど , 各 授業 に お いて シラ バス で 定め る 方 法 に より , 上 記 で 掲げ た 能力 が 身 に つい た こ 
と を 確認 し , 単位 認定 を 行い ます 。 ま た , 「 卒 業 論文 ] に 取り 組む こと に よっ て 「 現 代 の 企業 や 経済 社会 が 
直面 する 諾 課題 を 理解 ・ 分 析 し , 問題 解決 に 取り 組む こと が で きる 」 力 を 身 に つけ ます 。 

カリ キュ ラム 全体 の 履修 を 通し て , 「 経 済 学 ・ 経 営 学 の 知見 を 駆使 し て , 現代 の 企業 や 経済 社会 が 直面 す 
る 諸 課 題 を 理解 ・ 分 析 し , 問題 解決 に 取り 組む こと が で きる 能力 ] を 身 に つけ ます 。 


田 入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
(1) 入学 者 受入 れ の 方 針 

経済 学 ・ 経 営 学 の 専門 的 な 知識 を 学ぶ た め の 基 礎 的 な 学力 を 備え , ダイ ナミ ッ ク に 変化 する 現代 の 経済 
社会 へ の 鋭い 関心 を 持っ て , 経済 活動 に 関わ る 諸 問題 を 理論 的 ・ 実 証 的 に 探 完 する こと が で きる 学生 の 人 
学 を 求め ます 。 





経済 学 間 
情報 学 
(2 ) 一 般 選 抜 の 基本 方 針 

経済 学 ・ 経 営 学 の 専門 的 な 知識 を 学び , 経済 活動 に 関わ る 諸 問 題 を 理論 的 ・ 実 証 的 に 探 先 する た め の 基 
礎 的 な 学力 を 備え た 者 を , 大 学 入 学 共通 テス ト と 国語 ・ 数 学 ・ 外 国語 の 3 教科 の 個別 学力 検査 に よ り 選抜 
し ます 。 

















情報 学部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 
田 卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 
情報 学部 は , 以下 の 基準 に そっ た 学力 及び 資質 ・ 能 力 等 の 卒業 資格 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認定 し , 学 
位 を 授け ます 。 
情報 学部 の 学位 は 細分 化し た 学問 諸 分 野 を 統合 し て いく ハブ の 役割 を 果たす と 期待 され る 「 情 報 学 ] 
の 教育 と 研究 を 通し て , 次 の よう な 資質 ・ 能 力 等 が 培 わ れ た こと を 証し ます 。 


1 ) 情報 学 の 知見 を 駆使 し て , 取り 組む べき 課題 を 発見 し , それ を 解決 で きる 
2 ) 情報 学 の 知見 を 駆使 し た , 組織 マネ ジメント や 制度 設計 に つい て 理解 し て いる 
3 ) 情報 社会 の 基盤 と な る 仕組 みや シス テム の 構想 ・ 設 計 に つい て 理解 し て いる 


(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) ※ 令 和 4 年 度 に 変更 予定 

情報 学部 に お いて は , 全学 教育 科目 は , 全学 基礎 科目 , 文系 基礎 科目 , 文系 教養 科目 , 理系 基礎 科目 
理系 教養 科目 , 全学 教養 科目 か ら 各 学 科 が 定め る 履修 要件 に より 44 単 位 以上 修得 し ます 。 専門 系 科目 は 専 
門 基礎 科目 , 専門 科目 , 関連 専門 科目 , 卒業 研究 か ら な り ま す 。 専 門 基礎 科目 か ら 30 一 34 単 位 , 専門 科目 
か ら 38 一 50 単 位 , 関連 専門 科目 か ら 2 一 10 単 位 の 合計 84 単 位 以上 を 修得 し ます 。 専門 科目 に は , 卒業 研究 
6 単位 が 含ま れ ま す 。 卒業 要 件 は , 原則 と し て 4 年 以上 在学 し , 合計 128 単 位 以上 を 修得 し . か つ 卒 業 研究 
の 審査 に 合格 する こと で す 。 


圏 教育 課程 の 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リン シー) 
情報 学部 で は , 「 卒 業 認定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー)」 で 掲げ た 資質 を 共通 し て 滴 養 する 
た め に , 想定 され る 社会 で の 活躍 場面 に 応じ た , より 専門 的 な 知識 ・ 技 能 ・ 三 度 を 獲得 する こと を 可能 と す 
る 専門 教育 の 課程 を 次 の 科目 に より 編成 し ます 。 
1 ) 全学 教育 科目 
「 基 礎 セ ミナ ー, 言語 文化 , 健康 ・ ス ポー ツ 科 学 , 文系 基礎 科目 , 文系 教養 科目 , 理系 基礎 科目 , 理系 
教養 科目 , 全学 教養 科目 」 
2 ) 専門 基礎 科目 
|「 スタ ー ト アッ プ 科 目 群 」 
情報 科学 技術 の 基礎 と な る 科目 群 」 
「 自 然 や 社会 を シス テム と し て 理解 する 基礎 と な る 科目 群 」 
| 論理 的 に 課題 を 発見 ・ 解 決する た め の 基 礎 と な る 科目 群 」 
3 ) 学部 共通 の 専門 科目 
[社会 と の イン タラ クシ ョ ン の た め の 科 目 群 」 
「 情 報 俺 理 と 浅 | | アカ デミ ッ ク ・ イ ング リッ シュ 」、 | アカデミック ・ ラ イデ ティ ンダ 」、 | マネ ダメ ント 」 等 
学科 ご と の 専門 科目 
関連 専門 科目 
卒業 研究 
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情報 学習 
情報 学部 で は , 共通 的 な 資質 と 高度 な 専門 性 を 兼ね 備え た 融合 的 人 材 を 育成 する た め , 全学 教育 科目 , 学 
部 に 共通 の 科目 (専門 基礎 科目 , お よび , 学部 共通 の 専門 科目 ), 学科 ご と の 専門 科目 , 関連 専門 科目 , 卒業 
研究 で 教育 課程 を 編成 し ます 。 一 定 の 専門 性 を 身 に つけ た 上 で , さら に 専門 性 を 超え た 知識 ・ 技 能 ・ 態 度 を 
光 養 する た め , 学部 共通 科目 を , 1 一 2 年 生 だ け で な くく 3 一 4 年 生 に 対し て も 配置 し ます 。 

それ ぞ れ の 科目 区 分 の 中 に , 講義 , 演習 , 実習 な どの 多様 な 形態 の 授業 を 配置 し , 学年 進行 に そっ て , 基 
礎 力 , 応用 力 , 課題 解決 能力 が 段階 的 に 滴 養 され ます 。 

「 全 学 教育 科目 ] [専門 基礎 科目 ] [専門 科目 ] 「 関 連 専門 科目 ] で は , レポ ー ト , 筆記 試験 , 口頭 発表 な ど , 
各 授業 に お いて シラ バス で 定め る 方 法 に より , 単位 認定 を 行い ます 。 

これ ら 適 切 に 配置 され た 科目 を 修得 し , 「 卒 業 論文 ] に 取り 組む こと に よっ て , 卒業 認定 ・ 学 位 授 与 の 方 
針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) で 掲げ た 3 つの 資質 ・ 能 力 等 を 兼ね 備え た 人 材 を 育成 し ます 。 








較 入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 

(1 ) 入学 者 受入 れ の 方 針 
情報 学部 は , 情報 学 の 各 分 野 の 研究 者 に な りう る 人 材 の みな ら ず , 情報 学 を 駆使 し て , 新しい 価値 の 創 
出 , 課題 の 発見 と 解決 , 情報 社会 の 基盤 的 仕組 み の 構想 ・ 設 計 等 が で きる 人 材 . ある い は , 企業 や 政府 機 
関 ・ 国 際 機 関 等 の 組織 を 情報 の 観点 か ら マ ネジ メン ト で きる 人 材 , 情報 学 に 通じ た 科学 諸 分 野 の 研究 者 に 
な りう る 人 材 を 養成 する こと を 目標 と し て いま す 。 そ の た め , この よう な 人 材 育成 の 基盤 と な る 次 の よう 
な 資質 を 持っ た 多様 な 学生 を , 幅広 く 対象 と し て 入学 者 選抜 を 実施 し ます 。 


ア 幅広 い 情 報 学 の 知識 と スキ ル を 身 に つけ る た め に 必要 な , 十分 な 基礎 的 学力 を 有 し て いる こと 。( 学 


部 共通 ) 
イ 情報 の 観点 か ら 世 界 を 理解 し , 情報 技術 を 駆使 し て 諸 科 学 を 革新 し よう と する 意欲 を 有する こと 。 
( 主 に 自然 情報 学科 ) 


ウ 社会 の 抱え る 問題 と 未来 の 社会 像 に つい て 問題 意識 を も ち , 情報 学 を 用 いて 問題 を 解決 し 価値 を 創 
造 し よう と する 意欲 を 有する こと 。( 主 に 人 間 ・ 社 会 情報 学科 ) 
エ 社会 と 調和 し , 社会 に 価値 を も た ら す 情報 技術 を 創造 し よう と する 意欲 を 有する こと 。( 主 に コン 
ピュ ー タ 科学 科 ) 
自然 情報 学科 , 人 間 ・ 社 会 情報 学科 , コン ピュ ー タ 科学 科 へ の 多様 な 資質 と 興味 を 持っ た 学生 を 獲得 す 
る た め に 学科 ご と に 選抜 し ます 。 


(2 ) 一 般 選抜 の 基本 方 針 

情報 学部 の 一 般 選 抜 に よる 募集 人 員 は 113 名 で す 。 入 学者 選抜 に つい て は , 大 学 入学 共通 テス ト 及 び 本 学 
が 実施 する 個別 学力 検査 等 に より , 情報 学部 が 文理 融合 を 特色 と する 学部 で ある こと か ら , 大 学 入学 共通 
テス ト に お いて は , 幅広 い 知識 と 能力 を 担保 する た め に , 国語 , 地 歴 ・ 公 民 , 数 学 , 理科 外国 語 か ら 5 
教 和 また は 6 教科 に つい て 7 科目 また は 8 科目 を 課 し て いま す 。 ま た ., 個別 学力 検査 等 で は , 全学 科 に 共 
通し て 外国 語 を 課す と と も に , 各 学 科 に お いて は 人 材 養 成 を する 上 で 基礎 と な る 理解 力 や 素養 を 判断 で き 
る 科目 を 課 し て いま す 。 


自然 情報 学科 

生 定 の 分 野 の サイ エン ス に 深い 関心 を 抱き , 情報 学 を 用 いて それ を さら に 一 歩 進 め た いと 願う 学生 
を 求め て お り , この よう な , ある 意味 で 「 和 鍛 っ た | サイ エン ス 志 向 の 学生 を 受け 入れ る た め , 個別 学 
力 検査 に お いて 理科 4 科目 か ら 1 科目 選択 と し ます 。 入学 後 の 自然 情報 学 入 の カリ キュ ラム を 通じ て 
広く 学ば せる こと に より , こう し た 学生 の 関心 を 他 分 野 そ し て 社会 へ と より 広げ て いく こと を 目指 し 
て ゆま す 。 





情報 学 
理学 部 
人 間 ・ 社 会 情報 学科 
社会 と それ を 構成 する 人 間 に 関 心 を も つ 学 生 を 求め て いま す 。 人 間 ・ 社 会 情報 学科 は 社会 情報 系 と 
心理 ・ 認 知 科学 系 か ら な り た っ て いま す 。 情報 科学 技術 を 人 文 社会 学 や 心理 ・ 認 知 科学 に 適用 する こ 
と か ら , 情報 学 に 理解 の ある 文系 学生 と 人 文 社会 学 に 興味 を 持つ 理系 学生 の 双方 を 受け 入れ る た め , 
個別 学力 検査 に お いて 地理 歴史 と 数 学 の 選択 と し て いま す 。 

















コン ピュ ー タ 科学 科 

情報 技術 の 創造 に よる 社会 貢献 と いう テク ノロ ジー 志向 の 学生 を 求め , 技術 創造 力 の 向上 を 目指 す 
教育 を 行う た め に , 理科 全般 へ の 関心 を も つ 学 生 を 対象 と する こと が 有効 で ある と 考え て いま す 。 し 
た が っ て , 個別 学力 検査 に お いて , 物理 を 含む 理科 4 科目 の うち 2 科目 を 指定 し ます 。 物理 を 必須 と 
する の は , 物理 が 高校 理科 の 科目 の うち で は , コン ピュ ー タ 科学 科 の 教育 内 容 に 最も 親近 性 が 高い こ 
と 等 を 考慮 し て いま す 。 


理学 部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


田 卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 ) 
理学 部 は , 以下 に 示す 資質 ・ 能 力 等 を 備え , 卒業 資格 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認定 し , 学位 を 授与 し ま 
す 。 


・ 自 然 の 理 を 解き 明か そう と する 擦 完 心 と 独創 的 で 柔軟 な 思考 を 有する 
・ 基礎 科 学 の 研究 を と お し て , 科学 的 素養 を 身 に 付け , 社会 の 様々 な 分 野 で 真 献 す る こと が で きる 


(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) ※ 令 和 4 年 度 に 変更 予定 

学位 を 取得 する た め に は , 入学 後 , 本 学部 に 4 年 以上 在学 し , 履修 要件 と し て 定め た 所 定 の 単位 (数 理 
学科 138 単 位 . 物理 学科 132.5 単 位 . 化学 科 131.5 単 位 , 生命 理学 科 132.5 単 位 . 地球 惑星 科学 科 133 単 位 ) 以 
上 を 修得 する こと が 必要 で す 。 


田 教 育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 
理学 部 は , 自然 へ の 探 完 心 を 滴 養 し 独創 的 で 柔軟 な 思考 力 を 育成 する た め に , 年 次 進行 に 治っ て 下記 の 方 
針 を 定め て いま す 。 


(1) 初 年 次 教育 は , 基礎 を 学び な が ら 自 分 の 進み た い 学 科 を 選ぶ 期間 を 設定 し て いま す 。 

(2) 全学 教育 科目 と 1 年 次 に 配置 され て いる 専門 基礎 科目 を 受講 する こと に より , 数 学 や 理科 の 基礎 科目 
は も ちろ ん , 物事 に 対す る 考え 方 や 議論 の 方 法 そ の も の を 学ぶ 専門 リテラ シー, 人 文 社会 系 の 教養 科目 , 
外国 語 な ど , 高度 知識 人 に 相応 し い 教養 を 身 に つけ ます 。 

(3) 1 年 終了 時 に , 希望 や 成績 な ど に よっ て 各 学 科 へ の 配属 が 決定 され る 学科 分 属 制度 を 採用 し て いま す 。 
この 制度 は , 理学 部 の 大 き な 特 長 で , 総合 的 な 視座 か ら 研 究 や 社会 を リー ド で きる 人 材 を 育成 し よう と 
する 考え に 基づい て いま す 。 

(4) 2 年 次 以降 は , 各 学 科 に 分 か れ て , 専門 基礎 科目 や 専門 科目 に より , 基礎 か ら 専 門 的 な 講義 まで を 体 
系 的 に 受講 し ます 。 演習 を 取り 入れ , 実験 系 で は 多く の 時 間 を 実習 に あて て 重点 的 な 指導 を 行っ て いま 
す 。 い ずれ の 学科 で も 最新 の 研究 成果 を 取り 入れ た 教育 を 行っ て いま す 。 加 えて , 他 学 科 の 講義 も 履修 
で き , 自然 科学 の 基礎 知識 を 一 層 広 げ る こと が で きま す 。 

(5) 4 年 次 に は , さら に 専門 的 な 講義 を 実施 する と と も に , 各 人 研究 室 に 配属 され て , これ まで 3 年 間 の 菩 








理学 部 











医学 部 (医学 科 ) 





積 を 実際 の 研究 現場 で 活用 し , 自主 的 な 学習 と 研究 に よる 卒業 研究 に 取り 組み ます 。 
(6⑥) 各 科 目 の 学習 成果 は , 定期 試験 レポ ー ト , セミ ナー 発表 な ど , シラ バス で 定め る 方 法 に より 評価 し 
ます 。 


これ ら の カリ キュ ラム に 適切 に 配置 され た 科目 を 修得 し , 卒業 研究 に 取り 組む こと に より , 教育 目標 
に 掲げ た 資質 ・ 能 力 を 兼ね 備え た 人 材 を 育成 し ます 。 


較 入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
(1) 入学 者 受入 れ の 方 針 
自然 界 を 叶 く 真理 の 探 先 に 挑む た め , 総合 的 な 基礎 学力 に 加え て 理学 の 諸 分 野 に お ける 幅広 い 教 養 と 深 
い 知 識 を 持ち , チャ レン ジ 精 神 と 知 的 好奇 心 に 満ち あふ れ た , 瑞 々 し い 創造 力 を も つ 人 を 求め て いま す 。 


(2 ) 一 般 選 抜 の 基本 方 針 

一 般 選 抜 で は , 大 学 和 人 学 共 通 テ スト に より 総合 的 な 基礎 学力 を 測り , 個別 学力 検査 で は | 数学 ] [理科] 
「 外 国語 ] 及び 「 国 語 ] を 課す こと に より , 理学 の 諸 分 野 に お ける 教養 の 幅広 さと 知識 の 深 さ に 加え て , 
読解 力 , 表現 力 , 論理 的 思考 力 を 測り ます 。 


卒 業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1) 学位 授与 の 方 針 お よび 育成 する 人 材 像 (教育 目標) 
名 古屋 大 学 医学 部 の 理念 に 則り , 以下 の よう な 資質 ・ 能 力 (学修 成果 ) を 身 に つけ た 人 材 を 育成 し ます 。 


1. 新しい 医学 ・ 医 療 の 開拓 
豊か な 想像 力 を 発揮 し , 未知 の 領域 に 常に 挑戦 し 続け な が ら , 革新 的 な 医学 ・ 医 療 を 創造 する 研究 者 
に な る た め の 基 本 的 な 姿勢 を 身 に つけ る 
2. 異 文化 理解 力 と 国際 性 
物事 を 多面 的 に 捉え , 多様 で ある こと を 受容 し , 国際 的 な 視点 を 持つ 
3. 科学 的 か つ 論 理 的 な 知識 
臨床 ・ 研 究 の 実践 に 必要 な , 科学 的 根拠 に 基づい た 基礎 ・ 了 臨床 ・ 社 会 医学 の 知識 を 身 に つけ る 
4. 飽く な き 好 奇 心 
知 的 好奇 心 に 素直 で あり , 新しい こと を 吸収 する 
5. 東海 地域 で の 基盤 
愛知 ・ 岐 阜 ・ 三 重 ・ 静 岡 を 中 心 と する 東海 地方 を 基盤 と し , 日 本 や 世界 の 医療 を 担っ て いく と いう 意 
識 を 持つ 
6 。 プ ロフ ュ ッ ショ ナリ ズム 
人 の 命 に 関わ る と いう 医師 の 職 貢 を 自覚 し , 豊か な 人 間 性 と 高い 倫理 性 を 持つ 
7. 愚者 中 心 で 安全 な 医療 
患者 の 苦痛 や 不安 に 寄り 添い , 心理 ・ 社 会 的 背景 を 踏ま を な が ら 愚 者 と 共に 意思 決定 を 行い , 安全 で 
患者 中 心 の 医療 を 提供 する 医師 に な る た め の 基 本 的 な 姿勢 を 身 に つけ る 
8. 卓越 し た 技術 
己 の 持つ 強み を 生か し て 優れ た 技術 を 磨き , それ を 遺 憎 無 く 発揮 する た め の 基 盤 を 作る 
9. チー ム ワ ー ク 
自分 に で きる こと と で き な い こと を 適切 に 判断 し , 高い コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 と 協調 性 , お よび 











医学 部 (医学 科 ) 
リー ダー シッ プ を 身 に つけ る 

10。 ーー み 球 学 0 沈み シ ー 
医学 ・ 医 療 に 関わ る デー タ を 適切 に 分 析 ・ 統 合 ・ 評 価 で きる た め の 知 識 ・ 技 能 を 身 に つけ る 








(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) ※ 令 和 4 年 度 に 変更 予定 

全学 教育 科目 を は じ め , 基礎 医学 , 社会 医学 及び 了 臨床 医学 か ら な る 専門 科目 , 臨床 実習 に つい て 所 定 の 
単位 (全学 教育 科目 51 単 位 , 基礎 医学 , 社会 医学 及び 了 臨床 医学 か ら な る 専門 科目 99 単 位 , 臨床 実習 63 単 位 
の 計 213 単 位 ) 以上 を 修得 し た 者 に 対し て , この よう な 資質 や 能力 が 育成 され た も の と 総合 的 に 判断 し , 
学士 の 学位 を 授け ます 。 


圏 教育 課程 の 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リン シー) 

ぐ 教 育 課程 の 編成 , 教育 内 容 お よび 教育 の 実施 方 法 に 関す る 方 人 針 > 

1) 教養 ある 知識 人 を 育成 する た め に , 全学 教育 と し て 開講 きれ て いる 教養 教育 を 縦断 的 カリ キュ ラム と 
し て 編成 し ます 。 

2) 論理 的 な 科学 者 を 杖 成 する た め に , 国際 的 に 活躍 する 医学 研究 者 が 基礎 医学 ・ 社 会 医学 ・ 臨 床 医学 の 
講義 ・ 実 習 を 行い ます 。 

3) 研究 医 を 育成 する た め に , 半年 間 に わ た る 基礎 医学 モミ ナー を と お し て 所 属 研 究 室 で リサーチ マイ ン 
ド を 養い ます 。 

4) 異 文化 理解 力 の ある 国際 人 を 養成 する た め に , 世界 最高 の 教育 水準 に ある 海外 大 学 医学 部 と の 単位 互 
換 プ ログ ラム を 実施 し ます 。 

5) 倫理 性 や 人 間 性 を 滴 養 する た め に , 医学 入門 や 社会 医学 の 講義 ・ 実 習 , 行動 科学 に 関す る 授業 や 了 葵 床 
実習 を 実施 し ます 。 

6) 知 的 好奇 心 に 溢れ た 医療 人 を 育成 する た め に , 教育 課程 に PB し チュ ー ト リア ル を は じ め と する アク 
チ ティブ ヴ ラー ラング を 組み 和信 師 ま す 。 

7) 臨床 現場 で 実践 的 に 働け る 医療 人 を 養成 する た め に , 模擬 患者 や シミ ュ レ ー タ ー な ど に よる シミ ュ 
レー ショ ン 教 育 を 積極 的 に 導入 し ます 。 

8) 豊富 な 知識 と 優れ た 技術 , そし て 患者 中 心 の 視点 を 持っ た 耳 床 医 を 育成 する た め に , 名 古屋 大 学 医学 
部 附属 病院 及び 地域 の 連携 病院 で の 診療 参加 型 了 臨床 実 習 を 充実 化し ます 。 

9) 多 職種 と 協 働 で きる 際 床 医 を 養成 する た め に , 患者 安全 文化 の 浸 穫 し た 名 古屋 大 学 医学 部 附属 病院 に 
お ける 了 臨床 実習 を 行い , 愚者 安全 を 考え る 機会 を 作り ます 。 

10) 医学 ・ 医 療 に 関連 か る デー タ を 適切 に 分 析 ・ 統 合 ・ 評 価 で きる 能力 を 身 に つけ る た め に , 情報 学 や デー 
タ 科 学 に 関す る 講義 や 実習 を 積極 的 に 実施 し ます 。 





ぐ 学 修 成果 を 評価 する 方 法 に 関す る 方 針 > 
1) 知識 領域 の 評価 に つい て は , 筆記 試験 や 多 選 択 肢 問題 形式 の 試験 (医療 系 大 学問 共用 試験 CBT を 含む ) 
に よっ て 評価 を 行い ます 。 
(②) 技能 ・ 最 度 領域 の 評価 に つい て は , 医療 糸 大 学 間 共 用 試験 OSCE な どの 実技 試験 を 実施 する ほか , 観 
察 評価 に よる 評価 も 実施 し ます 。 


較 入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リ シ ー) 
(1) 入学 者 受入 れ の 方 針 
豊か な 人 間 性 , 高い 倫理 性 , 科学 的 論理 性 を 備え , 創造 力 に 富む 医師 ・ 医 学研 究 者 へ と 成長 する た め に 
必要 な 能力 と 資質 を 備え た 学生 を 求め て いま す 。 そ の た め に , 幅広 い 教養 及び 十分 な 基礎 学力 の みな ら 
ず , 知 的 好奇 心 や 科学 的 探 完 心 を も っ て 新た な 分 野 を 開拓 する よう な 意欲 を 持ち , 物事 を 多面 的 に 捉え 深 








医学 部 (医学 科 ) 
医学 部 (保健 学科 ) 
い 洞 察 力 を 持っ て 発展 させ る こと が で きる 思考 力 を 有 し , 人 間 に 対 する 共感 や 高い 協調 性 と いっ た 医学 に 
携わる 者 と し て の 適性 を 兼ね そなえ た 人 学者 を 選抜 し ます 。 

















(2 ) 一 般 選 抜 の 基本 方 針 

大 学 入 学 共通 テス ト に より 基礎 学力 の 評価 を 行う 。 さ ら に 前 期日 程 に お いて は , 個別 学力 検査 に より 幅広 
い 教 養 と 知識 に つい て , 面接 に より 将来 の 医師 , 医学 研究 者 と し て の 適性 に つい て 評価 し ます 。 一 方 , 後期 
日 程 に お いて は 面接 試験 に て 県 内 の 地域 医療 を 担う 意欲 を も っ た 人 物 を 重視 し た 選抜 を 行い ます 。 


医学 部 (保健 学科 ) の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


較 卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1) 育成 する 人 材 像 (教育 目標) 

医学 部 保健 学科 は , 以下 に 示す 資質 ・ 能 力 等 を 備え , 卒業 資格 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認定 し , 学位 を 
援 与 し ます 。 


「 保 健 医療 に お ける 専門 的 な 知識 や 技能 を 有 し , 主体 的 な 創造 性 お よび 立ち 向かう 探求 心 を 兼ね 備え る ] 
「 科 学 的 論理 性 , 倫理 性 , 人 間 性 に 富み , 豊か な 想像 力 と 使命 感 を 持っ て 保健 医療 を 推進 する こと が で 
きる ] 


(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) 

教育 目標 と 基準 に 沿っ た 資質 ・ 能 力 を 満た し た 者 に 卒業 を 認め , 学士 の 学位 を 授け ます 。 卒業 に は , 全 
学 教育 科目 を 36 単 位 以 上 ( 全 専 攻 共 通 ) に 加え 全 専 攻 と も 卒業 研究 (4 単位) を 含み , 看護 学 専攻 91 単 位 , 
放射 線 技術 科学 専攻 98 単 位 , 検査 技術 科学 専攻 99 単 位 , 理学 療法 学 専攻 88 単 位 , 作業 療法 学 専攻 93 単 位 以 
上 の 専門 系 科目 を 修得 する 必要 が あり ます 。 





田 教 育 課程 の 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リン シー) 
保健 学科 は 「 科 学 的 論理 性 と 倫理 性 ・ 人 間 性 に 富み , 豊か な 想像 力 ・ 独 創 性 と 使命 感 を も っ て 保健 医療 を 
推進 する 人 の 育成 」 を 学部 教育 の 基本 方 針 と し て いま す 。 将来 の 保健 医療 を 担う リー ダー と な りう る 人 材 の 
育成 を めざし , 看護 学 ・ 放 射線 技術 科学 ・ 検 査 技術 科学 ・ 理 学 療法 学 ・ 作 業 療法 学 の 5 専攻 を 設け て いま す 。 
医学 部 の 教育 日 標 を 達成 する た め に , 以下 の よう な 教育 課程 を 用 意 し て いま す 。 


(1) 1 年 次 に は , 主として 全学 教育 科目 と 専門 (基礎 ) 科目 の 一 部 を 学び ます 。 全 学 教育 科目 で は , 幅広 
い 学 問 体系 の 知識 を 獲得 し , 総合 的 な 分 析 ・ 把 握力 ・ 誰 理性 に 裏付け され た 基礎 的 な 主体 性 や 探 完 心 を , 
また 豊か な 人 間 性 を 育み ます 。 ま た , 専門 基礎 科目 と し て , 解剖 学 ・ 生 理学 や 生命 倫理 学 な どの 5 専攻 
共通 基礎 科目 を 通し て 専門 技術 に 不可 欠 な 保健 医療 の 幅広 い 知識 を 習得 し , 科学 的 論理 性 や 主体 的 な 創 
造 性 の 基礎 を 育成 し ます 。 

(2) 2 年 次 以降 は , 各 専 門 の 段階 的 な 講義 ・ 演 習 ・ 実 習 の 教育 カリ キュ ラム を 設け , 各 領域 の 専門 科目 で 
高度 な 専門 知識 や 技能 の 取得 に 加え , 幅広 い 視 野 と 高い 倫理 性 を 身 に つけ ます 。 

(3) 3 年 次 お よび 4 年 次 に は , 医療 福祉 機関 や 地域 に お いて 了 臨地 ・ 了 臨床 実習 を 行い これ まで 習得 し た 知 
識 の 実践 的 活用 方 法 お よび 保健 医療 の 実際 を 学び ます 。 また ., 使命 感 を も つ 保 健 医 療 人 と の 関わ りか ら , 
保健 医療 へ の 使命 感 や 立ち 向かう 探究 心 を 育成 し ます 。 

あわ せ て , 各 人 研究 室 に 配属 の うえ で 卒業 研究 に 取り 組み , 科学 的 論理 性 , 豊か な 想像 力 に よる 間 題 発見 ・ 

解決 能力 を 身 に つけ ます 。 





医学 部 (保健 学科 ) 
エエ. 学 部 
学習 成果 の 評価 の 方 針 > 
(1) 「 全 学 教育 科目 ] [専門 基礎 科目 ] 「 専 門 科目 ] [関連 専門 科目 ] で は , レポ ー ト , 筆記 試験 , 目標 へ の 
到達 度 な ど 各 授業 に お いて , シラ バス で 定め る 方 法 に よっ て , 単位 認定 を 行い ます 。 
(2) これ ら の 適切 に 配置 され た 科目 を 修得 し , 「 了 臨地 ・ 了 臨床 実習 ] お よび 「 卒 業 論文 ] に 取り 組む こと に 
よっ て , DP で 掲げ た 資質 ・ 能 力 等 を 兼ね 備え た 人 材 を 育成 し ます 。 




















較 入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リン シー) 
(1) 入学 者 受入 れ の 方 針 
保健 学科 で は , 未来 の 「 勇 気 あ る 知識 人 ] を 目指 す 人 を 国内 外 に 求め ます 。 保健 学科 の 学術 分 野 の 特徴 
に 基づき , 基礎 的 な 学力 と それ を 活用 する 能力 . さらに それ を 発展 きせ よう と する 意欲 や 敬 度 を 適正 に 評 
価 し て 選抜 する 人 入試 を 実施 し ます 。 人 学者 が 次 の よう な 資質 を 有する こと を 期待 し ます 。 


. 生命 へ の 長 敬 の 念 , 弱者 へ の 思い や り 
. 科学 的 探 完 心 と 積極 的 意欲 並び に 行動 力 
. 多様 な 価値 観 を 受け 入れ る 宮 容 さ 

. ボラ ンティア 精神 と フロ ンティア 精神 
. 穏やか な 情緒 と 協調 性 


QO1 中 CO ト も や O ビビ 


(2 ) 一 般 選 抜 の 基本 方 針 

前 期日 程 に より 選抜 し ます 。 大 学 入学 共通 テス ト で は , 国語 (配点 200 点 )・ 地 理 歴史 も し く は 公民 (100 
点 )・ 数 学 (200 点 ) ・ 理 科 (200 点 )・ 外 国語 (200 点 ) に より , 基礎 的 な 学力 を 評価 し ます 。 個別 学力 検査 
で は , 国語 (配点 150 点 )・ 数 学 (500 点 )・ 理 科 (500 点 )・ 外 国語 (500 点 ) に より , 理解 力 ・ 論 理 的 思考 
力 な ど を 通し て 間 題 解決 の 思考 力 を 有する こと を 評価 し , これ ら を 総合 的 に 判断 し ます 。 


工学 部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 
較 卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1) 育成 する 人 材 像 (教育 目標 
工学 部 は 以下 に 示す 資質 ・ 能 力 等 を 備え , 卒業 資格 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認定 し , 学位 を 授与 し ま 
す 。 
工学 部 が 授与 する 学位 は , 工学 を 拓く た め の 専門 領域 の 知識 や 技術 を 身 に つけ る と と も に , 幅広 い 視 野 


と 応用 力 ・ 思 考 力 を 有 し , 科学 に 対す る 強い 興味 を も っ て , 豊か な 未来 社会 の 創出 に 頁 献 で きる 人 材 で あ 
る こと を 証し ます 。 


(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) ※ 令 和 4 年 度 に 変更 予定 
各 学 科 の 教育 課程 に 沿っ て , 十分 な 教養 と 専門 知識 ・ 技 術 を 修得 し , 卒業 判定 に 合格 する こと が 必要 で 
。 卒業 要件 単位 数 は , 全学 教育 科目 が 44 一 48 単 位 , 専門 系 科目 が 卒業 研究 を 含め 84 一 89 単 位 で , 合計 
132 一 135 単 位 で す 。 


田 教 育 課程 の 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リン シー) 
く 教育 課 程 の 編成 及び 教育 ・ 学 修 方 法 の 方 針 > 
1) 科学 的 な 基礎 知識 と 工学 基礎 を 充実 きせ ます 。 
(②) 人 文 ・ 社 会 科学 等 の 関連 する 学問 分 野 に つい て の 幅広 い 視 野 を 確立 させ ます 。 





工学 部 


農学 部 

















(3) 基礎 知識 を 柔軟 に 適用 する 豊か な 応用 力 を 養成 し ます 。 

(4) 将来 の 創造 性 に つなが る 基礎 学力 と 技術 ・ 研 究 の あり 方 に 対す る 基本 的 な 素養 を 養成 し ます 。 

5) 十分 な 基礎 知識 を 教授 し た 後 , 多様 な 専門 分 野 の 選択 肢 を 提供 し , 必要 な 専門 性 を 養い ます (Late 

Specialization) 。 

これ ら の 教育 方 針 に そっ て , 全学 教育 科目 の 基礎 の も と , 学科 ご と に 教育 プロ グラ ム を 編成 し て いま す 。 
専門 系 科目 を 専門 基礎 科目 , 専門 科目 , 関連 専門 科目 に 区 分 し , それ ぞ れ の 科目 区 分 の 中 に , 講義 , 演習 
実習 , 実験 な どの 多様 な 形態 の 授業 を 配置 し , 学年 進行 に そっ て , 基礎 力 , 応用 力 , 創造 力 ・ 総 合力 が 段階 
的 に 滴 養 され る よう 配慮 し て いま す 。 

学部 教育 カリ キュ ラム は 卒業 後 , 大 学院 に 進学 し きら に 高度 な 学問 分 野 の 修得 と 研究 を 行う 学生 の た め に 
必要 な 基本 的 な 内 容 を 網羅 する と と も に , 大 学院 の 教育 カリ キュ ラム と の 密 接 な 関係 を も つよ うに 配慮 し て 
いま す (3+8+3 下 教 育 シ ステ ム )。 


ぐ 学 修 成果 の 評価 の 方 針 > 
(1) 「 全 学 教育 科目 [専門 基礎 科目 ] [専門 科目 ] | 関連 専門 科目 ] で は , レポ ー ト , 筆記 試験 , 口頭 発表 
な ど 各 授業 に お いて , シラ バス で 定め る 方 法 に よっ て , 単位 認定 を 行い ます 。 
(2) これ ら の 適切 に 配置 され た 科目 を 修得 し , 「 卒 業 研究 ] に 取り 組む こと に よっ て , 卒業 認定 ・ 学 位 授 
与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) で 掲げ た 資質 ・ 能 力 等 を 兼ね 備え た 人 材 を 育成 し ます 。 


較 入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リン シー) 

(1) 入学 者 受入 れ の 方 針 

自然 科学 に 対す る 強い 興味 と . 人 間 や 社会 に 対す る 幅広 い 関心 を も ち , 工学 を 学ぶ た め の 基 礎 学 力 と 素 
養 を も 持っ た 意欲 の ある 人 を 求め て いま す 。 
(2 ) 一 般 選 抜 の 基本 方 針 

入学 者 受入 れ の 方 針 に し た が っ て , 特に , 工学 を 学ぶ た め の 基 礎 学力 と 素養 を 持っ た 意欲 の ある 人 材 を 
選抜 し ます 。 具 体 的 に は , 大 学 入 学 共通 テス ト , 個別 学力 検査 , 調査 書 に より , 各 学 科 に お いて 基礎 的 な 
学力 を 評価 し , 選抜 し ます 。 


農学 部 の 教育 を 支え る 3 つの 方 針 


田 卒業 認定 ・ 学 位 授与 の 方 針 (ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー) 
(1) 到 成 する 人 材 像 (教育 目標 
農学 部 は , 以下 に 示す 資質 ・ 能 力 等 を 備え , 卒業 資格 を 満た し た 者 に , 卒業 を 認定 し , 学位 を 授与 し ます 。 


「 農 学 領域 に お ける 科学 的 知識 と 基礎 的 技術 お よび 豊か な 教養 を 有 し , 自発 的 , 継続 的 に 学ぶ こと が で 


きる 」 
「 生 物 に 対す る 深い 理解 と 論理 的 思考 力 に 裏付け られ た 総合 的 判断 力 を も っ て , 将来 を 切り 拓 い て いく 
こと が で きる ] 


(2 ) 卒業 , 修了 判定 時 に 課 し て いる 基準 (必要 要件 ) ※ 令 和 4 年 度 に 変更 予定 
全学 教育 科目 , 学部 専門 基礎 科目 , 卒業 論文 研究 を 含む 学部 専門 科目 に つい て 所 定 の 単位 を 修得 し た 者 
に 対し て , 農学 の 学術 分 野 に お ける 資質 や 能力 が 育成 され た も の と 総合 的 に 判断 し , 学士 の 学位 を 授け ま 
。 浴 業 に 必要 な 単位 数 は , 全学 教育 科目 49 単 位 , 専門 基礎 科目 42 単 位 , 専門 科目 45 単 位 の 計 136 単 位 で す 。 





農学 部 


田 教 育 課程 編成 ・ 実 施 の 方 針 (カリ キュ ラム ・ ポ リ シ ー) 
農学 部 は , “ 食 ・ 環 境 ・ 健 康 " に 関し て 多様 な 視点 か ら 問題 を 発見 ・ 解 決 で きる 力 を 養う と と も に , 大 学 
院 教育 と の 連携 や 社会 か ら の 要請 に 応え る た め に , 以下 の 教育 プロ グラ ム を 実施 し て いま す 。 











(1) 基礎 学力 の 養成 : 1 ・2 年 次 で は , あら ゆる 学問 分 野 の 基礎 と な る 全学 教育 科目 を 履修 し て , 基礎 学 
力 を 養成 し ます 。 

(②) 農学 領域 に お ける 基礎 知識 と 関連 する 技術 の 習得 : 1・2 年 次 で は , 3 学科 に 共通 し て 必要 な 生物 系 ・ 
化学 系 ・ 数 物 系 の 基礎 科目 , “ 食 ・ 環 境 ・ 健 康 " に 関わ る 課題 認識 の た め の 基 人 礎 科目 「 生 命 農学 序説 」, 
情報 教育 科目 | 情報 リテラ シー 入門] な ど を 履修 し て , 基礎 知識 を 習得 し ます 。 

(3) 自発 的 , 継続 的 に 学ぶ 能力 の 習得 : 科学 ・ 技 術 ・ 社 会 に 対す る 視野 を 広げ る と と も に , 今後 の 学修 の 
方 向 性 や 取り 組み 方 を 考え ます (生命 農学 序説 ] 「 生 命 と 技術 の 倫理 ] な ど )。 ま た , 科学 英語 の 読解 
能力 . プレゼ ン テ ー シ ョ ン 能 力 , 課題 解決 能力 の 向上 を 目指 し ます (農学 セミ ナー」 な ど )。 

(4) 課題 を 見 出し , 学ん だ 知識 や 技術 を 応用 し て 解決 する 能力 の 習得 : 3 ・4 年 次 で は , 様々 な 学問 領域 
に つなが る 専門 科目 の 講義 と 実験 実習 , また 専門 横断 的 科目 (フー ド シ ス テム 論 ] な ど ) や 各種 資格 
の 取得 に 必要 な 科目 を 履修 し , 生物 の も つづ 機能 の 多面 的 な 利用 と 技術 開発 に 関す る 方 法論 や 専門 知識 
を 学び ます 。 

(5) グロ ー バ ル な 視野 を も っ て 行動 し , 社会 に 貢献 で きる 人 材 の 養成 : 各 学科 の 実習 , 研修 講義 を 通じ 
て 農学 領域 に お ける 国内 外 の 諸 間 題 を 発見 ・ 解 析 ・ 探 求 す る 能力 を 養い ます (| 海外 実地 研修 ] な ど )。 

(6) 卒業 論文 研究 : 4 年 次 を 各 専 門 分 野 に 対応 し た 専門 教育 の 期間 と 位置 付け , 学生 が 研究 室 に 所 属 し て , 
学生 が 主体 と な っ て 卒業 研究 に 取り 組み , 最 先端 研究 の 一 端 を 担う こと で , 高度 な 専門 知識 と 課題 解 
決 方 法 を 習得 し ます 。 


(1) 一 ⑭) の 「 全 学 教育 科目 ] [専門 基礎 科目 [専門 科目 ] [関連 専門 科目 ] で は , 主 に 定期 試験 や レポ ー 
ト 課題 で 評価 し ます 。(5) グロ ー バ ル な 視野 を も っ て 行動 し , 社会 に 貢献 で きる 人 材 を 養成 する 科目 で は , 
主 に 口頭 発表 や 平常 点 で 評価 し ます 。 

各 科 目 の 学習 成果 は , 全学 統一 の 成績 評価 基 進 に 準拠 し て 評価 し , シラ バス で 定め る 方 法 に よっ て , 単位 
認定 を 行い ます 。 

これ ら の 適切 に 配置 され た 科目 を 修得 し , [卒業 論文 ] に 取り 組む こと に よっ て , ディ プロ マ ・ ポ リ シ ー 
で 掲げ た 資質 ・ 能 力 等 を 兼ね 備え た 人 材 を 育成 し ます 。 


較 入学 者 受入 れ ・ 選 抜 の 方 針 (アド ミッ ショ ン ・ ポ リン シー) 
(1 ) 入学 者 受入 れ の 方 針 

「 食 ・ 環 境 ・ 健 康 ] に 関わ る 学問 を 探 先 する た め に 必要 な 基礎 的 学力 を 有 し , それ ぞ れ の 専門 分 野 で 指 
導 者 や 専門 家 と し て 知識 と 技術 を 社会 に 役立て よう と いう 志 を も つ 人 材 を 求め て いま す 。 


(2 ) 一 般 選抜 の 基本 方 針 

一 般 選 抜 に お いて は , 理科 に や や 重点 を 置き , 大 学 入学 共通 テス ト (5 教科 7 科目 ) と と も に , 国語 ・ 
数 学 ・ 理 科 ・ 外 国語 の 個別 学力 検査 を 課 し ます 。 基礎 知 識 ・ 理 解 力 ・ 論 理 的 思考 力 ・ 応 用 力 な ど を 総合 的 
に 評価 し , 選抜 し ます 。 


一 般 選 抜 は , 分 離 分 割方 式 に よる 前 期日 程 (全学 部 ), 後期 日 程 (医学 部 医学 科 ) で 試験 を 実施 し , 次 の 
定員 で 募集 し ます 。 


ER 募集 人 員 その 他 の 入試 
だ と 立 K 。 2 た ポ [ 人生 学 定 和 ) 
学部 学科 等 人 入学 定 員 前 期 日 程 後期 日 程 (学校 推薦 型 選抜 ) 





て で 








て で 





gE | EE | 的 | 吾 
て ママ 
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電気 電子 情報 工学 科 


環境 土木 工学 プロ グラ ム 4 
建築 学 プロ グラ ム 4 


























【 注 】 1. 入学 定員 に は ,「 私 費 外国 人 留 学生 入試 ] お よび 「 国 際 プ ログ ラム 和 群 学部 学生 入試 ] の 募集 人 員 (若干 名 ) 
を 含み ます 。 
2. 文学 部 の その 他 入 試 (学校 推薦 型 選抜 ) に つい て は , 出願 の 受付 が 終了 し て いま す 。 
3. その 他 の 人 入試 (学校 推薦 型 選抜 ) に お いて 入学 手続 者 が 募集 人 員 に 達し な い 場合 に は , その 欠員 分 は | 一 
彼 選 抜 ] の 募集 人 員 に 加え ます 。 


I 出願 手続 か ら 入 学 ま で の 日 程 


開 後 期 日 各 


イン ター ネッ ト 出 願 登 録 期間 お よび 人 入学 検定 料 払込 期間 
令 和 4 年 1 月 17 日 (月 ) 10 時 一 2 月 3 日 ( 木 ) 16 時 


Y 1 Y 


出 願 期 間 
令 和 4 年 1 月 24 日 (月 ) 一 2 月 4 日 ( 金 ) 16 時 郵送 必着 (持参 不可 ) 


個別 学力 検査 等 
2 月 25 日 ( 金 ) 
2 月 26 日 ( 土 ) 
2 月 27 日 (日 ) ※ 医 学部 医学 科 の み 


1 






































合格 者 発表 Il 学 査 等 
月 9 日 ( 水 ) 15 時 月 0 


入学 手 続 ー - 
si He 2 
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| 追加 合格 者 の 決定 ”。 | 
ーー 3 月 28H ( 朋 )-31H (本 ) 
| 合格 通知 書 の 交付 お よび 入学 手続 


入学 (4 月 ) 
* 一般 選抜 (前 期日 程 ) の 追試 験 に 関す る こと は , 55 ペ ー ジ 以降 を 参照 くだ さい 。 


由 入学 者 選抜 


1. 出願 資格 
本 学 の 一 般 選 抜 に 出願 する こと が で きる 者 は , 次 の 各 号 の いずれ か に 該当 する 者 で , 令 和 4 年度 大 学 入 
学 共通 テス ト で 本 学 が 指定 し た 教科 ・ 科 目 (22ー24 ペ ー ジ 「 想 -2. 大 学 入学 共通 テス ト の 受験 を 要する 
教科 ・ 科 目 」 参照 ) を 受験 し た 者 と し ます 。 
1 高等 学校 又は 中 等 教育 学校 を 卒業 し た 者 及び 令 和 4 年 3 月 卒業 見 込み の 者 
2 通常 の 課程 に よる 12 年 の 学校 教育 を 修了 し た 者 及び 令 和 4 年 3 月 修了 見 込み の 者 
3 学校 教育 法 施行 規則 第 150 条 の 規定 に より , 高 侍 学 校 を 卒業 し た 者 と 同等 以上 の 学力 が ある と 認め ら 
れる 者 及び 令 和 4 年 3 月 31 日 まで に これ に 該当 する 見 込み の 者 
これ ら の 者 は , 次 の と お り で す 。 
ア 外国 に お いて 学校 教育 に お ける 12 年 の 課程 を 修了 し た 者 及び 令 和 4 年 3 月 31 日 まで に 修了 見 込み 
の 者 , 又は これ に 人 準ずる 者 で 文部 科学 大 臣 の 指定 し た も の 
イ 文部 科学 大 臣 が 高等 学校 の 課程 と 同等 の 課程 を 有する も の と し て 認定 し た 在外 教育 施設 の 当該 課 
程 を 修了 し た 者 及び 今 和 4 年 3 月 31 日 まで に 修了 見 込み の 者 
ウ 専修 学校 の 高等 課程 (修業 年 限 が 3 年 以上 で ある こと その 他 の 文部 科学 大 臣 が 定め る 基準 を 満た 
す も の に 限る 。) で 文部 科学 大 臣 が 別に 指定 する も の を 文部 科学 大 臣 が 定め る 日 以後 に 修了 し た 者 
及び 令 和 4 年 3 月 31 日 まで に 修了 見 込み の 者 
エ 文部 科学 大 臣 の 指定 し た 者 
オ 高等 学校 卒業 程度 認定 試験 規則 (平成 17 年 文部 科学 省令 第 1 号 ) に よる 高等 学校 卒業 程度 認定 試 
験 に 合格 し た 者 ( 旧 規 定 に よる 大 学 入学 資格 検定 に 合格 し た 者 を 含む 。) 及び 令 和 4 年 3 月 31 日 ま 
で に 合格 見 込み の 者 で , 令 和 4 年 3 月 31 日 まで に 18 歳 に 達する 者 
カ 本 学 に お いて , 個別 の 人 入学 資格 審査 に より , 高等 学校 を 卒業 し た 者 と 同等 以上 の 学力 が ある と 誰 
め た 者 で , 令 和 4 年 3 月 31 日 まで に 18 歳 に 達する 者 
【 注 】 上 記 出 願 資格 3 の カ に より 出願 する 者 は , 個別 の 入学 資格 審査 が 必要 と な り ま す 。 令 和 4 年 度 大 
学 入学 共通 テス ト 出 願 の 際 , 他 大 学 の 入学 資格 審査 を 受け た 者 で , その 人 後 , 本 学 に 志 皇 変更 する 者 
に つい て は , 下記 の 申請 期間 に 申請 し て くだ さい 。 な お , 審査 対象 , 申請 手続 等 の 詳細 に つい て は , 
以下 で 確認 し て くだ さい 。 
間際 PD ー https://Wwwnagoya-u.aCJD/admissions/ 
本 学 ト ッ プ ペー ジ よ り [入学 案内 ] を クリ ッ ク し , アク セス し て くだ さい 。 


く 申 請 期 間 > 令 和 4 年 1 月 17 日 (月 ) 一 1 月 21 日 ( 金 )17 時 必着 








| 後期 日 程 (医学 部 医学 科 ) の 出願 要件 ! 
| 後期 日 程 (医学 部 医学 科 ) に 出願 する こと が で きる 者 は , 上 記 の 出願 資格 を 有 し , か つ , 以下 の 要件 | 
| の いずれ か を 満た す 者 と し ます 。 ' 
| 1. 入学 志願 者 の 出身 高等 学校 叉 は 中 等 教育 学校 が 愛知 県 内 で ある こと 

2. 入学 志願 者 の 保護 者 の 現住 所 が 出願 時 に 愛知 県 内 で ある こと 


2. 大 学 入学 共通 テス ト の 受験 を 要する 教科 ・ 科 目 

一 般 選 抜 に 出願 する こと が で きる 者 は , 「 令 和 4 年 度 大 学 入学 共通 テス ト 」 の 教科 ・ 科 目 の うち , 各 学 
部 (学科 ) が 指定 し た 下記 の 教科 ・ 科 目 を 受験 し た 者 に 限り ます 。 一 つ で も 受験 し な か っ た 場合 に は , 出 
願 で きま せん 。 受験 を 要する 教科 ・ 科 目 は , 志願 する 学部 (学科 ) に より 異な っ て いま す の で 十分 に 注意 
し て くだ さい 。 本 学 で は , 大 学 入学 共通 テス ト の 成績 の 複数 年 度 利用 は 行い ませ ん 。 

出願 前 に は , 志願 者 自身 で 志願 する 学部 (学科 ) の 受験 科目 を 下 表 で チェ ッ ク し , 本 学 の 出願 資格 を 満 
た し て いる こと を 必ず 確認 し た うえ で , 出願 する よう に し て くだ さい 。 

後期 日 程 (医学 部 医学 科 ) に つい て は , 出願 資格 お よび 21 ペ ー ジ の 出願 要件 も 確認 し て くだ さい 。 











大 学 入学 共通 テス ト の 受験 を 要する 教科 ・ 科 目 確認 表 











田 文 学部 , 法学 部 , 経済 学部 , 情報 学部 (人 間 ・ 社 会 情報 学科 ) 
[ 5 教科 8 科目 又は 6 教科 8 科目 ] 
確認 欄 





世界 史 B, 日 本 史 B, 地理 B, | 倫理, 政治 ・ 経 済 | か ら 2 


数 学 I ・ 数 学 A 
数 学 ・ 数 学 B, 等 記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 

















物理 基礎 , 化学 基礎 , 生物 基礎 , 地学 基礎 か ら 2 注 2) 














語 , フラ ンス 庄 , 中 国語 , 韓国 語 か ら 1 注 3) 


圏 教育 学部 [5 教科 7 一 8 科目 又は 6 教科 7 一 8 科目 ] 





世界 史 B, 日 本 史 B, 地理 B, | 倫理 , 政治 ・ 経 済 !I か ら 1 又は 2 
注 5) 





物理 基礎 ,. 化学 基礎 , 生物 基礎 , 地学 基礎 , 物理 , 化学 , 生物, 地学 
か ら 1 又は 2 (た だ し , 基礎 を 付 し た 科目 x 2 科目 で 1 と する 。) 
数 学 I ・ 数 学 A 

数 学 I ・ 数 学 B, 和仁 記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 
英語 ., ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 , 韓国 語 か ら 1 注 3) 





























圏 情報 学部 (自然 情報 学科 ), 農学 部 [5 教科 7 科目 ] 


国語 
世界 史 B, 日 本 喝 B, 地理 B,「 倫 理 . 政治 ・ 経 済 ] か ら 1 注 4) 
数 学 I・ 数 学 A 
数 学 ・ 数 学 B, 等 記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 




















物理 , 化学 , 生物 , 地学 か ら 2 











ツ 語 , フラ ンス 庄 , 中 国 諾 , 韓国 語 か ら 1 注 3) 





一 情報 学部 (コン ピュ ー タ 科学 科 ) [5 教科 7 科目 ] 
確認 欄 


国語 
世界 史 B, 日 本 史 B, 地理 B, [倫理 , 政治 ・ 経 済 ] か ら 1 注 4) 
数 学 [ ・ 数 学 A 
数 学 I・ 数 学 B, 簿記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 
物理 

化学 , 生物 , 地学 か ら 1 
英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 , 韓国 語 か ら 1 注 3) 



































圏 理学 部 [ 5 教科 7 科目 ] 
確認 欄 
国語 
世界 史 B, 日 本 史 B, 地理 B, [倫理 . 政治 ・ 経 済 ] か ら 1 注 4 ) 
数 学 I ・ 数 学 A 
数 学 I・ 数 学 B, 答 記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 
物理 , 化学 , 生物 , 地学 か ら 2 

(た だ し , 物理 , 化学 の いずれ か を 含む こと 。) 
英語 ., ドイ ツ 語 ., フラ ンス 語 , 中 国語 , 韓国 語 か ら 1 注 3) 
































圏 医学 部 (医学 科 , 保健 学科 ) [ 5 教科 7 科目 ] 


国語 
世界 史 B, 日 本 史 B, 地理 B, [倫理 , 政治 ・ 経 済 | か ら 1 注 4) 
数 学 I ・ 数 学 A 
数 学 ・ 数 学 B, 簿記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 




















物理 , 化学 , 生物 か ら 2 














ツ 語 , フラ ンス 庄 , 中 国 諾 , 韓国 語 か ら 1 注 3) 


圏 工学 肖 [ 5 教科 7 科目 ] 





世界 史 B, 日 本 史 B, 地理 B, [倫理 , 政治 ・ 経 済 ] か ら 1 注 4) 
数 学 [ ・ 数 学 A 
数 学 L・ 数 学 B, 短 記 ・ 会 計 , 情報 関係 基礎 か ら 1 注 1) 
物理 
化学 
請 | 英語 , ドイ ツ 語 , フラ ンス 語 , 中 国語 , 韓国 語 か ら 1 注 3) 
































注 1 ) 「 数 学 ] に お いて , 「 午 記 ・ 会 計 ]」 及び 「 情 報 関係 基礎 ] を 受験 で きる 者 は , 高等 学校 又は 中 等 教育 学校 
の 普通 科 ・ 理 数 科 系 を 除く 学科 に お いて , これ ら の 科目 を 履修 し た 者 及び 文部 科学 大 臣 の 指定 を 受け た 専 
修学 校 の 高等 課程 の 修了 (見 込み ) 者 に 限り ます 。 

な お , 「 情 報 関係 基礎 ] を 履修 し た 者 に は , 普通 教科 [情報 ] と し て 開講 きれ た 科目 (社会 と 情報 ・ 情 
報 の 科学 等 ) を 履修 し た 者 は 該当 し ませ ん 。 

注 2 ) | 理科 ] に お いて , 基礎 を 付 し た 4 科目 の うち か ら 2 科 目 と 基礎 を 付 し て いな い 4 科目 の うち か ら 1 科目 
を 選択 し た 場合 に は , 基礎 を 付 し た 2 科目 の 成績 を 用 いま す 。( た だ し , 教育 学部 に つい て は , 注 5) を 
参照 の こと ) 

な お , 基礎 を 付 し た 科目 を 2 科目 と も 選択 せ ず に , 基礎 を 付 し て いな い 科 目 か ら 1 科目 を 選択 し た 場 
合 も 出願 を 認め る こと と し , 基礎 を 付 し て いな い 1 科目 (2 科目 選択 し た 場合 は , 第 1 解答 科目 ) の 成 
績 を 用 いま す 。( た だ し , 教育 学部 に つい て は , 注 5) を 参照 の こと ) 

[理科 ] に お ける 基礎 を 付 し た 科目 と は 物理 基礎 , 化学 基礎 , 生物 基礎 , 地学 基礎 を 示し ます 。 

[理科 ] に お ける 基礎 を 付 し て いな い 科 目 と は 物理 , 化学 , 生物 , 地学 を 示し ます 。 

注 3 ) | 外国 語 | の 「 英 語 ] を 選択 し た 場合 に は , リス ニン グ テ ス ト を 全学 部 で 課 し ます 。 

注 4 ) 「 地 理 歴 史 ] 及び 「 公 民 ] に お いて , 指定 し た 教科 ・ 科 目 数 を 超え て 受験 し た 場合 に は 第 1 解答 科目 の 
成績 を 用 いま す 。 

な お , 第 1 解答 科目 が 指定 し た 科目 で な い 場 合 に は , 出願 する こと が で きま せん 。 

注 5) 教育 学部 に お ける 「 地 理 歴史 ] 及び | 公民 ] と 「 理 科 ] の 選択 に つい て は , 以下 の と お り と し ます 。 た 
だ し , 「 理 科 ] に お いて 基礎 を 付 し た 科目 x 2 科目 で 1 (科目 ) と し て 扱い ます 。 

[理科 ] は 同一 名 称 を 付 し た 科目 の 組み 合わ せ (| 物理 基礎 , 化学 基礎 ] と | 物理 |] な ど ) は で きま せん 。 
この 組み 合わ せ で 受験 し た 場合 は , 基礎 を 付 し た 科目 と 基礎 を 付 し て いな い 科目 の うち か ら 高 得点 の 1 
科目 の み を 有効 と し ます 。 

「 地理 歴 史 ] 及び 「 公 民 ] と 「 理 科 ] を それ ぞ れ 2 科目 受験 し , いずれ も 有効 な 場合 は , 「 地 理 歴史 ] 及 
び 「 公 民 」 の 第 1 解答 科目 に 加え て , 以下 に 示す 2 科目 の 計 3 科目 を 採用 し ます 。 

・「 理 科 ] に お いて 基礎 を 付 し た 科目 を 受験 し た 場合 は , 「 理 科 ] の 2 科目 と , | 地理 歴史 ] 及び 「 公 民 ] 

の 第 2 解答 科目 の うち か ら 高 得点 の 2 科目 を 採用 し ます 。 

・「 理 科 ] に お いて 基礎 を 付 し た 科目 を 受験 し な か っ た 場合 は , 理科 の 第 1 解答 科目 に 加え て , 「 理 科 」 

と 「 地 理 歴史 ] 及び 「 公 民 ] の 第 2 解答 科目 の うち か ら 高 得点 の 1 科目 を 採用 し ます 。 














3. 併願 に 関す る 留意 事項 


(1) 本 学 学部 間 の 併願 
本 学 で は , | 前期 日程 ] で 試験 を 実施 する 全学 部 と 「 後 期日 程 ] で 試験 を 実施 する 医学 部 医学 科 と 
の 併願 を 認め ます 。 


(2) 他 大 学 と の 併願 
本 学 の 「 前 期日 程 ] に 出願 する 者 は , 他 の 国 公立 大 学 ・ 学 部 (※ 独 自 日 程 で 入学 者 選抜 試験 を 行う 
公立 大 学 ・ 学 部 を 除く 。 以 下 同 じ ) の 「 前 期日 程 ] に は 出願 する こと が で きま せん 。 また, 本 学 の 
「 後 期日 程 ] に 出願 する 場合 も 他 の 国 公立 大 学 ・ 学 部 の 後期 日 程 ] に は 出願 する こと が で きま せん 。 
※ 公 立 大 学 協会 ホー ムペ ー ジ (http://www.kodaikyo.org/nyushi) 参照 


(3) 学校 推薦 型 選抜 及び 一 般 選 抜 に お ける 併願 受験 の 「 合 格 者 ] の 取扱 い 
① 本 学 及び 他 の 国 公立 大 学 ・ 学 部 の 学校 推薦 型 選抜 の 合格 者 は , 当該 大 学 の 定め る 手続 に より 入学 辞 
退 の 許可 を 得 て い る 場合 を 除き , 本 学 の 一 般 選抜 を 受験 し て も , その 合格 者 と は な り ま せん 。 
②「 前 期日 程 の 試験 に 合格 し , 当該 大 学 の 定め る 期日 まで に 入学 手続 を 行っ た 者 は , | 後期 日程 又 
は 「 中 期日 程 ] の 試験 を 受験 し て も , その 合格 者 と は な り ま せん 。 





4. 受験 上 の 配慮 を 必要 と する 者 の 出願 


障害 の ある 者 等 で , 受験 上 の 配慮 を 必要 と する 者 は , 出願 に 先立ち ., あら か じ め 以 下 の 申請 を し て く 
だ さい 。 


(1) 申請 の 提出 期限 
令 和 3 年 12 月 17 日 ( 金 ) ま で 


※ 提 出 期限 以降 に , 不慮 の 事故 等 で 申請 が 必要 と な っ た 場合 は . で きる だ け 早 く 入 学 試験 事務 室 
へ 連絡 し て くだ さい 。 


(2) 申請 方 法 
以下 の 3 点 の 書類 を 郵送 で 提出 し て くだ さい 。 な お , 必要 に 応じ て , 本 学 に お いて 志願 者 また は そ 
の 立場 を 代弁 し 得る 出身 学校 関係 者 と の 面談 等 を 行い ます 。 
① 出 願 予 定 の 試験 区 分 , 志願 学部 ・ 学 科 (専攻 ), 障害 等 の 状況 , 受験 上 の 配慮 を 希望 する 事項 等 に 
志願 者 本 人 の 氏名 , 郵便 番号 , 住所 , 電話 番号 を 記載 し た も の (様式 は 自由 , 用 紙 は A 4 サイ ズ ) 
② 障 害 等 に 関す る 医師 の 診断 書 , 障害 者 手帳 等 (写し で も か まい ませ ん ) 
③ 出 身 学校 関係 者 の 添 書 (学校 に お ける 修学 状況 及び 学習 上 の 配慮 状況 等 を 記載 し た も の で , 様式 は 
自由 , 用 紙 は A 4 サイズ) 


※① と ③ に つい て は , 本 学 の 受験 生 応援 サイ ト NU START GUIDE (https://www.nagoya-u.acjp/ 
admissions/) か ら 様式 を ダウ ン ロ ー ド し て 使用 する こと も で きま す 。 


な お , 大 学 入学 共通 テス ト の 受験 に 際 し て 受験 上 の 配慮 を 受け る 者 は , 大 学 入試 セン ター か ら 交 付 
され る 「 受 験 上 の 配慮 事項 決定 通知 書 ] の 写し を 添付 し て 申請 くだ さい 。 


(3) 申請 先 ・ 相 談 先 [問い合わせ 先 ], 裏表 紙 を 参照 ) 
〇 受験 上 の 配慮 に 関す る 申請 : 入学 試験 事務 室 
O 〇 入学 後 の 修学 に 関す る 事前 相談 : アビ リティ 支援 セン ター 


(4) 出願 時 
申請 後 , 本 学 か ら 交 付き され る | 配慮 事項 決定 通知 書 ] の 写し を , 出願 時 に 他 の 出願 書類 と 一 緒 に 提 
購 し て くだ きい 。 
提出 期限 後 の 申 請 に つい て は , 受験 上 の 配慮 が 講じ られ な いこ と も あり ます の で , な る べく 早く 提 
出願 いま す 。 な お , 出願 まで に | 配慮 事項 決定 通知 書 ] が 手元 に 届い て いな い 場 合 は , 入学 試験 事務 
室 へ 電話 ある い は メー ル で 《 お 名 前 ・ 申 請 日 ・ 申 請 概要 ・「 配 慮 事項 決定 通知 書 ] が 届い て いな い 則 ) 
を 連絡 し て くだ さい 。 


5. 入学 者 選抜 方 法 等 
本 学 の 一 般 選抜 に お ける 入学 者 選抜 で は , 大 学 入学 共通 テス ト と と も に 個別 学力 検査 を 重視 し , これ 
ら 二 つの 試験 を 通し て , 基礎 知識 , 理解 力 、 論 理 的 思考 力 , 論述 能力 . 構成 力 , 計算 能力 , 応用 力 な ど 
を 問い ます 。 
〔 前 期日 程 
選抜 方 法 : 大 学 入学 共通 テス ト , 個別 学力 検査 , 調査 書 お よび 面接 (医学 部 医学 科 の み ) に より 総 
合 的 に 行い ます 。 な お , 医学 部 医学 科 は 面接 の 結果 に よっ て は , その 他 の 成績 に か か わ 
ら ず , 不 合格 と な る 場合 が あり ます 。 
実施 学部 : 全学 部 
【 後 期日 程 
選抜 方 法 : 大 学 入学 共通 テス ト , 志願 理由 書 , 調査 書 お よび 面接 に より 総合 的 に 行い ます 。 
実施 学部 ・ 学 科 : 医学 部 医学 科 
※ こ の 選抜 は , 愛知 県 内 の 地域 医療 を 担う 人 材 の 育成 を 目指 す も の で す 。(27 ペ ー ジ 参照 ) 
| ① 文 学部 , 教育 学部 , 法 学部, 経済 学部 お よび 理学 部 は 学部 全体 と し て 募集 し , 合格 者 を 決定 し ます 。 
| ④ 情 報 学部 , 工学 部 お よび 農学 部 は 学科 別に 募集 し , 合格 者 を 決定 し ます 。 
1 ⑬ 話 学部 で は , 医学 科 は 学科 で 募集 し , 保健 学科 は 専攻 別に 募集 し , 合格 者 を 決定 し ます 。 | 
| ④ 話 学部 保健 学科 で は , 第 2 志望 専攻 まで の 志願 を 認め ます 。 た だ し , 保健 学科 の 各 専攻 は , それ ぞ れ | 
| 教育 内 容 に 特徴 が ある こと を 十分 考慮 し て くだ さい 。 | 
選抜 に 当たっ て は , 各 専 攻 の 募集 人 員 の 8 割 程度 に つい て は , 第 1 志望 の 志願 者 を 対象 に 行い ます 。 
その うえ で , 2 割 程度 に つい て は , 第 1 志望 お よび 第 2 志 鹿 の 志願 者 を 対象 に 行い ます 。 
「⑧ 工 学部 お よび 農学 部 で は 第 2 志望 学科 まで の 志願 を 認め ます 。 
大 学 入学 共通 テス ト 及 び 個別 学力 検査 の 配点 
大 学 入学 共通 テス ト お よび 個別 学力 検査 の 配点 は 35 て 36 ペ ー ジ に 記載 の と お り 取 り 扱 いま す 。 


前 期日 程 試験 の 合格 者 の 決定 に 当たっ て は , 工学 部 で は 大 学 入学 共通 テス ト お よび 個別 学力 検査 の 
高 得点 者 選抜 を , 農学 部 で は 個別 学力 検査 の 高 得点 者 選抜 を 下記 の と お り 行 いま す 。 
工学部] 
〇 大 学 入 学 共通 テス ト の 高 得点 者 選抜 
各 学科 の 前 期日 程 募 集 人 員 の 10% を 限度 と し て , 個別 学力 検査 の 成績 が 定め られ た 基準 を 上 回 る 
者 に つい て , 第 1 志望 学科 に 限り , 大 学 入学 共通 テス ト の 成績 に よっ て 選抜 を 行い ます 。 

〇 個別 学力 検査 の 高 得点 者 選抜 
各 学 科 の 前 期日 程 募 集 人 員 の 10% を 限度 と し て , 第 1 志望 学科 に 限り , 大 学 入 学 共通 テス ト の 成 
績 に か か わら ず , 個別 学力 検査 の 成績 に よっ て 選抜 を 行い ます 。 

[農学 部 〕 

〇 個別 学力 検査 の 高 得点 者 選抜 
合格 者 の 決定 に 当たっ て は , 個別 学力 検査 の 高 得点 者 に つい て 第 1 志望 学科 に 限り , 各 学 科 の 前 
期日 程 募集 人 員 の 20% を 限度 と し て 大 学 入学 共通 テス ト の 成績 に か か わら ず , 個別 学力 検査 の 成 
績 に よっ て 選抜 を 行い ます 。 


(3) 2 段階 選抜 

[医学 部 医学 科 (前 期日 程 ・ 後 期日 程 )] 

試験 実施 に 当たっ て は , 大 学 入 学 共通 テス ト の 成績 が 900 点 満点 中 700 点 以上 の 者 を 第 1 段階 選抜 の 
合格 者 と し ます 。 

第 1 段階 選抜 の 合格 者 に 対し て は , 第 1 段階 選抜 の 合格 通知 書 と 受験 昧 ( 着 ハガキ 1 枚 ) を , 不 
合格 者 に 対し て は 不 合格 通知 を , 大 学 か ら 発 送 す る こと に より お 知ら せ し ま す 。 

く 発送 時 期 > 前 期日 程 : 令 和 4 年 2 月 14 日 (月 ) 以 降 

後期 日 程 : 令 和 4 年 3 月 1 日 ( 火 ) 以 降 


| < 医学 部 医学 科 の 後期 日 程 に つい て > [ 
| 国 の 施策 に 基づき , 本 学 医学 部 医学 科 の 後期 日 程 試験 に お いて , 愛知 県 内 の 地域 医療 を 担う 人 材 を 育成 する : 
| こと を 目的 と し た 募集 を し ます 。 
| 本 選抜 の 出願 要件 は , ( 注 1) 愛知 県 内 出身 者 で , 卒業 後に 愛知 県 内 の 地域 医療 に 従事 し よう と する 強い 意 : 
: 欲 を 持つ 者 と し ます 。 こ れ に は , 愛知 県 内 出身 者 の 高校 既 卒 者 等 も 志願 する こと が で きま す 。 
| 本 選抜 で 入学 し た 者 は , 愛知 県 か ら 月 額 15 万 円 程度 の 装 学 金 貸 与 を 受け る こと か が 必須 と な り ま す 。 ま た , 卒 : 
| 業 後 は , 愛知 県 内 の 基 電 型 臣 床 研修 病院 の プロ グラ ム に 基づく 2 年 間 の 研修 と , 愛知 県 が 指定 する ( 注 2) 公 : 
| 的 医療 機関 に お ける 7 年 間 の 勤務 と を 合わ せ て 9 年 間 の 地域 医療 に 従事 する こと を 義務 と し て いま す 。 ま た , : 
| 愛知 県 で は 義務 年 限 等 に 関す る 取扱 い を 規定 し た ( 注 3) 「 キ ャ リア 形成 プロ グラ ム 」] を 策定 し て お り , この : 
| プロ グラ ム に 参加 する 必要 が あり ます 。 ! 
| さら に カリ キュ ラム に つい て は , 正規 カリ キュ ラム の 一 部 科目 の 履修 指定 及び 課外 学習 か ら 構 成 さ れる 「 地 : 
| 域 医 療 に 関す る カリ キュ ラム | の 履修 を 義務 付け て いま す 。 正規 カ リキ ュ ラ ム に お いて は , 3 年 次 の 基礎 医学 : 
| セミ ナー や 4 年 次 の 選択 講義 等 で , 地域 医療 教育 講座 が 担当 する 授業 の 選択 が 必須 と な り ま す 。 ま た , 課外 実 : 
| 習 と し て , 地域 医療 セミ ナー (年 6 回 程度 開催 ) や 愛知 県 主催 の 研修 会 へ の 参加 も 義務 付け られ て いま す 。 
| 「 地 域 医 療 に 関す る カリ キュ ラム は 年 度 ご と に 見 直さ れる た め , カリ キュ ラム ・ 課 外 学習 等 の 変更 が あり : 
: 得 ます 。 
| な お , 後期 日 程 の 志願 者 は , 出願 時 に , 愛知 県 地域 医療 確保 修学 資金 貸与 条例 ( 注 4) に 定め る 第 8 条 「 返 : 
| 選 の 債務 の 当然 免除 ] 要件 と 第 10 条 [返還] (修学 資金 の 返 届 ) 要件 他 へ の 「 同 意 書 ] の 提出 が 必須 で す 。 




















( 注 1) 後期 日 程 (医学 部 医学 科 ) に 出願 する こと が で きる 者 は , 21 ペ ー ジ の 出願 資格 を 有 し , か つ , 以 
下 の 要 件 の いずれ か を 満た す 者 と し ます 。 
1. 入学 志願 者 の 出身 高等 学校 又は 中 等 教育 学校 が 愛知 県 内 で ある こと 
2. 入学 志 願 者 の 保護 者 の 現住 所 が 出願 時 に 愛知 県 内 で ある こと 

( 注 2) 愛知 県 内 の 医師 の 確保 が 困難 な 地域 に 所 在 する 公 的 医療 機関 及び 独立 行政 法人 が 開設 する 県 内 の 
医療 機関 の うち , 知事 が 指定 する 医療 機関 で . [地域 の 中 核 病院 | な ど を 想定 し て いま す 。 

( 注 3) 「 キ ャ リア 形成 プロ グラ ム 」 に つい て は , 
[URL : https://www.pref aichijp/soshiki/imu/kyariakeiseihtml] に 掲載 され て いま す 。 

( 注 4 ) 同意 が 必要 な 条例 に つい て は , 愛知 県 地域 医療 支援 セン ターHP 
[URL : https://www.prefaichijp/soshiki/imu/0000083900.html] に 掲載 され て いま す 。 


【 卒 業 後 の 勤 務 パ ター ン (一例 ) 】 
下 表 に より 卒業 後 の 勤務 パタ ー ン の 一 例 を 示し ます 。 








大 学 1 年 生 大 学 6 年 生 。 ニョ ニニ ニニ 
。 | 知事 の 承認 を 受け て ( 

県 内 で | 土門 医 ( 後 期 研 修 | 県 の 指定 する | 県 の 指定 する | 県 の 指定 する 

在学 期間 ( 3 4 年 以内 ) | 公 的 医療 機関 に | 公 的 医療 機関 に | 公 的 医療 機関 に ) 

6 年 間 勤務 ① 勤務 の ② 勤務 3⑨ | 


[うち 2 年 間 を | (2 年 間 ) ( 3 年 間 ) (2 年間) 
義務 年 限 に 算入 (※)] [ 


知事 が 指定 する 専門 医 研 修 の 場合 は , 2 年 間 を 義務 年 限 に 算 人 で きま す 。 
義務 年 限 に 算 人 され な い 専 門 医 研修 の 場合 は , 公 的 医療 機関 で の 勤務 が 増え ます 。(③ の 勤務 あり ) 


ほか に , 専門 研修 の 開始 時 期 は , 本 人 の 希望 に より 柔軟 に 対応 で きま す 。 例 えば , 県 内 で 2 年 間 研 修 し , : 
本 RNNE2INI 細 2 
能 で o | 
































6. 個別 学力 検査 期日 ・ 時 間 


(1) 前 期日 程 


2 月 25 由 ( 金 ) 


2 月 26 日 ( 土 ) 


2 月 27 日 (日 ) 





教科 


等 


時 


10:00 一 11 :45 
13:45 一 15:15 


教 科 


人 
生ま 


時 


10:00 一 11:30 
14:10 一 15:55 





部 


10:00 一 11 : 


10:00 一 11:30 
14:10 一 15:55 





部 


10:00 一 11 : 
13:45 一 15: 


10:00 一 11:30 





部 


10:00 一 11 : 


10:00 一 11:30 
14:10 一 15:55 





自然 情報 学科 


10:00 一 11 :45 
13:45 一 15:00 


10:00 一 12:30 





人 間 ・ 社 会 
情報 学科 


外 国 


地理 礎 史 ( 翌 択 ) 


10:00 一 11 :45 
13:45 一 15:15 


10:00 一 11:30 








コン ピュ ー タ 
紀 


外 
理 


ま 五 
HH 


10:00 一 11 :45 
13:45 一 16:15 


10:00 一 12:30 





学 


外 
理 


10:00 一 11 :45 
13:45 一 16:15 


10:00 一 12:30 
14:10 一 14:55 


教科 等 


実施 し ま 
せん 


時 





外 
理 


10:00 一 11 :45 
13:45 一 16:15 


10:00 一 12:30 
14:10 一 14:55 


8:20 人 室 開始 
8:50 入室 完了 
9:30 面接 開始 
12:30 頃 終了 予定 








外 
理 


10:00 一 11 :45 
13:45 一 16:15 


10:00 一 12:30 
14:10 一 14:55 





外 
理 


10:00 一 11 :45 
13:45 一 16:15 


10:00 一 12:30 





外 
理 





10:00 一 11 :45 
13:45 一 16:15 





10:00 一 12:30 
14:10 一 14:55 








【 注 】 情 報 学 部 人 間 ・ 社 会 情報 学科 は , [地理 歴史 ] また は 「 数 学 ] の うち , 出願 時 に 選択 し た 1 教科 を 受験 し 
な けれ ば な り ま せん 。 


(2) 後期 日 程 
9 月 II2 思 (第 ) 





入 事 開始 


入室 完了 
面接 開始 
頃 終了 予定 





7. 個別 学力 検査 試験 場 


(1) 個別 学力 検査 試験 場 (67 一 68 ペ ー ジ 参照 ) 

個別 学力 検査 は . 下 表 の 試験 場 で 実施 する 予定 で す 。 

出願 状況 に よっ て は , これ 以外 の 試験 場 で 実施 する こと も あり ます の で , 変更 する 場合 は , 本 学 ホー 
ムペ ー ジ で お 知ら せ し ま す 。 な お , 各 試験 場 と も 自動 車 , バイ ク 等 で の 入構 は で きま せん の で , 公共 
交通 機関 先 を ご 利用 くだ さい 。 ま た , 新型 コロ ナウ イル ス 感 菜 症 予 防 と し て , 必要 な 場合 を 除い て , 
保護 者 の 付き 添い や 構内 へ の 入場 を 原則 禁止 し て お り ま す の で , ご 配慮 を お 願い し ます 。 


ア 前 期日 程 (筆記 試験 ) 


革 ! ロ 





名 古屋 大 学 東山 地区 試験 場 
名 古屋 市 千種 区 不老 町 
電話 (052)789-5765 


地下 鉄 名 城 線 「 名 古屋 大 学 」 駅 下車 すぐ 





名 古屋 大 学 大 幸 地 区 試験 場 
名 古屋 市 東 区 大 幸 南 1-1-20 
電話 (052)719-1518・1522 
① 地 下 鉄 名 城 線 利用 の 場合 
・「 ナ ゴヤ ドー ム 前 矢田 」 駅 下車 (1 番 出口 ) 徒歩 約 10 分 
医学 部 保健 学科 ・[ 砂 田橋 駅 下車 (1 番 出口 ) 徒歩 約 10 分 
② 」 R 中 央 本 線 又 は 名 鉄 瀬戸 線 利用 の 場合 
・[ 大 曽根 |」 駅 か ら 市 バス 砂田 橋 行 (名 駅 15) 
「 大 幸三 丁目 ] 下車 すぐ 
・「 大 曽根 」 駅 か ら ガ イド ウェ イ バ ス ・ ゆ と りー と ライ ン 
「 ナ ゴヤ ドー ム 前 矢田 」 駅 下車 徒歩 約 7 分 





イ 前 期日 程 (面接 
学部 ・ 学 科 
名 古屋 大 学 伯 舞 地区 試験 坦 
名 古屋 市 昭和 区 稚 舞 町 6 5 
電話 (052) 744-2430 
① 地 下 鉄 稚 押 線 利用 の 場合 
・「 稚 掴 」 駅 下車 (4 番 出口 ) 徒歩 約 8 分 
② JR 中 央 本 線 利用 の 場合 
・「 稚 拓 ] 駅 下車 (名 大 病院 口 ) 徒歩 約 3 分 





ウ 後 其 日 程 (面接 
学部 ・ 学 科 
名 古屋 大 学 稚 操 地区 試験 電 
名 古屋 市 昭和 区 稚 舞 町 6 5 
電話 (052) 744-2430 
① 地 下 鉄 稚 舞 線 利用 の 場合 


・「 稚 掴 ] 駅 下車 (4 番 出口 ) 
② 」 R 中 央 本 線 利 用 の 場合 
・「 衝 抑 」 駅 下車 (名 大 病院 口 ) 








ee 
ト O 
ュ ン 


試験 場 下 見 
下記 の 日 時 に , 各 試 験 場 に て 試験 室 の 案内 な ど を 掲示 し ます 。 (建物 内 へ の 入場 は で きま せん ) 
記 験 宮 な どの 配置 較 は 建物 外 に 設置 ある い は 建物 外 か ら 見 られ る 場所 に 設置 し ます の で , 下記 の 
時 間 以 降 に お いて も 確認 する こと は 可能 で す 。 
ア 前 期日 程 (東山 地区 試験 場 , 稚 舞 地区 試験 場 . 大 幸 地 区 試験 場 ) 
令 和 4 年 2 月 24 日 ( 木 ) 14 時 か ら 18 時 まで 
イ 後期 日 程 ( 稚 舞 地区 試験 場 ) 
令 和 4 年 3 月 11 日 ( 金 ) 14 時 か ら 16 時 まで 


8 . 個別 学力 検査 実施 教科 ・ 科 目 
各 学部 (学科 ) が 指定 する すべ て の 教科 ・ 科 目 等 を 受験 し な けれ ば な り ま せん 。 


国 語 国語 総合 ・ 現 代 文 B・ 証 典 B 
地理 歴史 世界 更 B, 日 本 史 B, 地理 B か ら 1 科 目 選択 
数 学 数学 I・ 数 学 I・ 数 学 A・ 数 学 B 

外国 8 








了 ・ 現 代 文 B・ 古 典 B 
数 学 T・ 数 学 A・ 数 学 B 











・ 数 学 IT・ 数 学 A・ 数 学 B 


学校 の 地理 歴史 , 公民 の 学習 を 前 提 と し ます 。 





・ 現 代 文 B・ 古 典 B 
. 攻 学 II ・ 数 学 A・ 数 学 B 








数 学 T・ 数 学 T・ 数 学 反 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
物理 基礎 ・ 物理, 化学 基礎 ・ 化 学生 物 基礎 ・ 生 物 , 地学 基礎 ・ 
学 か ら 1 科目 選択 

外国 語 英語 








地理 歴史 世界 更 B 日 本 史 B, 地 理 B  ] 、。」 和 部 
A 有 直登 和信 池 衣 和 1 入 鐘 A・ 雪 学 」 うら 1 科 日 選 所 





上 





数 学 数学 I・ 数 学 I・ 数 学外 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
理 科 物理 基礎 ・ 物 理 . 化学 基礎 ・ 化 学 , 生物 基礎 ・ 生 物 , 地学 基礎 ・ 
学 か ら 2 科 日 選択 
た だ し , 物理 基礎 ・ 物 理 を 含む こと 。 


に 三 
英語 

















・ 現 代 文 B (証文 ・ 漢 文 を 除く 。) 
数 学 1 II・ 数 学 皿 ・ 数 学 A・ 数 学 B 





物理 基礎 ・ 物 理 , 化学 基礎 ・ 化 学 , 生物 基礎 ・ 生 物 , 地学 基礎 ・ 地 
学 か ら 2 科目 選択 
た だ し , 物理 基礎 ・ 物 理 , 化学 基礎 ・ 化 学 の いずれ か を 含む こと 。 





・ 現 代 文 B (古文 ・ 漢 文 を 除く 。) 
T 上 学 ・ 数 学 皿 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
物理 基礎 ・ 物 理 , 化学 基礎 ・ 化 学 , 生物 基礎 ・ 生 物 か ら 2 科目 選択 
英語 
※ 医 師 あ る い は 医学 研究 者 に みな る に ふさ わし い 適 性 を み ま す 。 











PA の ぶ 願 書 及 び 面 接 (英文 の 課題 
に 基づい た 口 





・ 現 代 文 B (証文 ・ 漢 文 を 除く 。) 
を . 数 II・ 数 学 皿 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
人 ・ 物 理 , 化学 基礎 ・ 化 学 , 生物 基礎 ・ 生 物 か ら 2 科目 選択 
英語 











数 学 T ・ 数 学 T・ 数 学 四 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
物理 基礎 ・ 物 理 と 化学 基礎 ・ 化 学 








・ 現 代 文 B (証文 ・ 漢 文 を 除く 。) 
4 . 数 II ・ 数 学 皿 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
0 ・ 物理, 化学 基礎 ・ 化 学 , 生物 基礎 ・ 生 物 か ら 2 科目 選択 
英語 











【 注 】 1) 情報 学部 人 間 ・ 社 会 情報 学科 の | 地理 歴史 ] と 「 数 学 ] に つい て は , 出願 時 に 選択 し た 受験 教科 を 受 
験 し な けれ ば な り ま せん 。 試験 当日 , 受験 教科 を 変更 し て 受験 する こと は で きま せん 。 
(2) 出題 範囲 等 に つい て 
①「 数 学 」 
「 数 学 [」, 「 数 学 T 「 数 学 町 | 数学 A] は 全 範 囲 か ら 出題 し , 「 数 学 B] は 「 数 列 」」「 ベ クト 
ル 」| か ら 出 題し ます 。「 数 学 ] の 試験 に つ 還 試験 室 に お いて 公式 集 を 配付 し ます 。 
②「 理科 」 
物理 : | 物理 基礎 ・ 物 理 ] 
化学 : [化学 基礎 ・ 化 学 ] 
生物 :「 生 物 基礎 ・ 生 物 ] 
地学 : | 地学 基礎 ・ 地 学 ] 
③「 外 国語 ] 
英 語 :「 コ ミュ ニケ ーション 英語 1」・「 コ ミュ ニケ ーション 英語 1」・|「 コ ミュ ニケ ーション 英語 
四 ]・| 英 語 表 現 T 」・「 英 語 表 現 由 ] の 5 科目 を 併せ て 出題 し ます 。 
(3) 得 点 調整 に つい て 
選択 科目 間 で 得点 調整 を 行う 場合 が あり ます 。 





ょ 「 物 理 基礎 | 物理] の 全 範 囲 か ら 出題 し ます 。 
ょ 「 化 学 基礎 「 化 学 ] の 全 範 囲 か ら 出題 し ます 。 
は 「 生 物 基礎 ]」 [生物] の 全 範 囲 か ら 出題 し ます 。 
は 「 地 学 基 礎 ] [地学 ] の 全 範 囲 か ら 出題 し ます 。 























9. 個別 学力 検査 実施 教科 ・ 科 目 の 出 題 方 針 
〔 前 期日 程 
教科 ・ 科 目 等 








国語 の 問題 は (現代 文 〉 1 題 , (古文 〉 1 題 , (漢文 〉 1 題 の 計 3 題 を 出題 し ます 。( 国 
語 を 課す 学部 の うち , 理学 部 , 医学 部 お よび 農学 部 の 志望 者 は 〈 現 代 文 〉 の み を 解答 する 
こと に な り ま す 。) いずれ も , 国語 に 関す る 基礎 知識 を 前 提 に , 問題 文 の 正確 な 読解 力 と 
思考 力 . そ し て 解答 を まとめ る 表現 力 を 問い ます 。 

(現代 文 ) は . まず , 問題 文 が 正確 に 読み 取れ て いる か を 問い ます 。 そ の た め , 漢字 の 
読み ・ 書 き 取 り に つい て も , 文脈 を 正確 に 理解 し て いな いと 解け な い 問題 も 出題 し て いま 
す 。 設 問 は , 記述 式 の 問題 が 中 心 で す が , その 設問 に 答え て いく こと で , 問題 文 の より 深 
い 読解 が で きる よう に 配慮 し て いま す 。 ま た , 傍 線 部 や 空 伴 の 前 後 だ け で は な く , 文章 全 
体 を 論理 的 に 把握 し た 上 で , 細部 に も 目 を 向け て いく よう な 読み 方 を 求め て いま す 。 解答 
に あたっ て は , 与え られ た 字数 内 で 的 確 に 表現 する 力も 測り ます 。 

(古文 〉 は . まず , 基本 的 な 語 貢 ・ 文 法 , 和歌 ・ 俳 句 な ど に つい て の 知識 ,。 そ し て 文学 
史 な どの 基本 的 な 知識 が 身 に つい て いる こと が 前 提 で す 。 そ の 上 で , 問題 文 の 全体 的 な 論 
表 の 流れ , 作者 の 心情 , 和歌 ・ 俳 名 な どの 解釈 , 比 共 の 意味 な ど を 理解 する こと を 求め ま 
す 。 さらに , 解答 に あたっ て は , 限ら れ た 男 囲 の 字数 で 適切 に 表現 する 能力 に つい て も 測 
り ま す 。 

(漢文 〉 は , 漢文 を 読み 解く 前 提 と な る , 基本 的 な 重要 語 お よび 句 法 ( 旬 形 ) を 理解 し 
て いる か , そし て , 文脈 の 中 で 適切 に 口語 訳 あ る い は 書き 下 し が で きる か を 問い ます 。 そ 
の 上 で , 問題 文 の 読解 に あたっ て は , 文脈 を 正確 に 把握 する こと は も ちろ ん , その 文章 内 
の 時 代 背 景 や 思想 , 登場 人 物 に つい て も 理解 で き て いる か を 判断 し ます 。 ま た , 解答 に あ 
た っ て は , 与え られ た 字数 内 で 適切 に 表現 する 能力 に つい て も 測り ます 。 


世界 史 で は , 古代 か ら 現代 まで の 世界 の 歴史 事象 に つい て , 高等 学校 まで に 学校 教科 書 
で 学ぶ 世界 史 の 基礎 知識 を 踏ま えて , 問題 文 と 関連 史 資 料 を 正確 に 理解 し , 設問 に 的 確 に 
答え る 力 を 判定 し ます 。 ま た , 論述 間 題 で は , これ まで に 修得 し た 世界 史 の 知識 を 踏ま え 
て , 制限 字数 の 範囲 内 で 設問 に 対す る 自分 の 考え を 論理 的 に まとめ る 思考 力 と 構成 力 を 特 
に 重視 し ます 。 

世界 史 が 対象 と する 地域 は 多岐 に わた っ て いま す が , それ ら の 地域 の 歴史 に つい て 考え 
る に あたっ て は , 常に 私 た ち が 暮 らし て いる 現代 の 社会 が その 出発 点 と な り ま す 。 し か し , 
この こと は , 決し て 時 空間 を 遠く 隔て た 世界 の 歴史 事象 の 軽視 を 正当 化す る も の で は あり 
ませ ん 。 世界 の 歴史 は 時 系 列 に 沿っ て 単純 に 展開 する も の で は な く , そこ に は その 時 々 に 
お いて 繰り 返し 参照 され る 過去 が あり , それ が 歴史 の 動態 に 様々 な 影響 を 及ぼ し て いる こ 
と を 見 逃し て は な ら な いで し ょ う 。 ま た , 複数 の 世界 の あい だ で 行わ れ た 交易 や 戦争 , あ 
る い は 思想 の 伝播 な どの 複雑 な 異 文化 交渉 が し ば し ば 歴史 の 原動力 と な っ た こと に も , 注 
意 が 向け られ な く て は な り ま せん 。 こ れ ら の こと は , 教科 書 の 静態 的 な 叙述 を 漫然と 読み 
流し て いる だ け で は 理解 が 難し いこ と か も し れ ま せん が , 歴史 書 , 文学 作品 , 映像 , 絵画 
や 音楽 な どの 芸術 作品 も 手がかり と する こと に よっ て , 世界 各地 の 過去 の 人 々 の 暮らし に 
対す る イメ ー ジ を 膨らませ な が ら , 個々 の 歴史 事象 と その 相互 関係 を 理解 する よう に 益 め 
て くだ さい 。 
























































日 本 史 で は , 原始 ・ 古 代 か ら 現代 まで を 対象 に し て , 高等 学校 まで に 学校 教科 書 で 学ぶ 
歴史 ・ 日 本 史 ・ 世 界 史 の 基礎 知識 を 踏ま ほえ て, 問題 文 を 正確 に 読み 解き , 設問 お よび 関連 
資料 を も 活用 し な が ら , 与え られ た 制限 字数 の 範囲 内 で 的 確 な 語句 ・ 文 また は 文章 で 答案 
を 作成 する 力 を 判定 し ます 。 

日 本 史 が 対象 と する 地域 は | 日 本 | で す が , その 意味 する 範囲 は 時 代 に よっ て 広がっ た 
り 縮 ん だ り し て 変化 し ます 。 そ うし た 変化 は , 「 日 本 ] と いう 地域 内 に 生き た 人 々 の 営み 
や , 「 日 本 ] を 取り 巻く 周辺 地域 と の 人 的 ・ 物 的 ・ 文 化 的 な 様々 な 相互 交渉 に よっ て も た 
ら さ れ て きま し た 。「 日 本 ] を 取り 巻く 周辺 地域 と し て 分 か りや すい の は , た と え は 朝鮮 
半島 や 中 国 大 陸 と いっ た 「 外 国 ] で し ょ う が ., 日 本 史 を 教え 学ぶ 立場 か ら す れ ば , 日 本 列 
内 部 に も そう し た 周辺 地域 は 存在 し ます 。 ま た , そう し た 「 日 本 ] と いう 地域 の 伸縮 は , 
| 日 本 ] と いう 概念 に も 変化 を 与 る こと に な り ま すか ら , 現代 に お ける 「 日 本 」 「 日 本 人 」 
「 日 本 文化 | に つい て , 相対 的 , 批判 的 , 多角 的 に 考え 直す こと が 必要 と な っ て きま す 。 
こう し た 様々 な 変化 は 学校 教科 書 に も 記述 され て いま す が ., 少し 意識 し な いと 見 過ごし て 
し まう か も し れ ま せん 。 時 代 や 地域 の 変化 に 留意 し な が ら , 原始 ・ 古 代 か ら 現代 に いた る 
和 寺 代 そ れ ぞ れ の 歴史 的 事象 を 理解 する よう 努め て くだ さい 。 

設問 に は 歴史 資料 や 図表 な ど が 添え られ る こと が あり ます 。 そ れ ら は 学校 教科 書 に 掲載 
され て いる 資料 ・ 図 表 ば か り で は あり ませ ん が , これ まで に 学習 し て きた 日 本 史 等 の 教科 
を 通し て 身 に つけ た 知識 を 使う こと に よっ て 読み 解く こと が で きる も の ば か り で す 。 未知 
の 資料 ・ 図 家 で あっ て も , そう し た 上 既知 の 知識 を 活用 し て 的 確 に 判断 で きる よう 求め る も 
の で す 。 そ し て , 答案 は 一 定 の 字数 制限 の も と で 作成 する こと に な り ま すか ら , 筋道 を 立 
て て 説明 する 論理 的 な 文章 を 的 確 に 整理 し て 書く よう 努め て くだ さい 。 
































教科 ・ 科 目 等 








地理 で は , 現代 世界 に か か わる 様々 な 地理 的 事象 に つい て , 高等 学校 まで に 学校 教科 書 で 
習得 する < 系統 地理 〉. 〈 地 誌 ) の 知識 を 踏ま えて , 問題 文 と 図表 を 正確 に 読解 し , 的 確 な 表 
現 と 適切 な 字数 で 設問 に 答え る 能力 を 判定 し ます 。 

(系 統 地理 ) は , 自然 地理 学 と 人 文 地理 学 の 二 つ に 大 別 さ れ ま す 。 前 者 に お いて は , 地震 や 
火山 , 河川 , 氷河 な ど に よっ て 形成 され る 地形 , 気温 や 降水 量 , 風 と いっ た 要素 の 総合 的 な 
状 明 を 扱う 気候 , 気温 や 降水 量 と 密接 に 関係 する 植生 や 土壌 . さら に は 環境 間 題 や 災害 な ど 
に 代表 きれ る 自然 環境 と 人 間 生 活 と の 関わ り を 理解 する こと が 求め られ ます 。 後 者 に お いて 
は , 現代 世界 に お ける 資源 , 農林 水産 業 や 工業 , 商業 と いっ た 産業 , 人 口 分 布 や その 変化 , 
都市 ・ 村 落 の 機能 と それ ら の 変容 , 衣食 住 に 代表 さき れる 生活 文化 , 民族 ・ 款 教 に 関す る 諸事 
象 の 空間 的 特徴 と それ ら が 生起 する 要因 に つい て 問い ます 。〈 地 誌 ) で は , 歴史 や 文化 な ど を 
基礎 と し , 現代 世界 を 構成 する 諸 地 域 を きま ざま な 空間 スケ ー ル で 多面 的 ・ 多 角 的 に 考察 し . 
現代 に お ける 多様 な 地域 の 今日 的 な 特徴 や 課題 を 深く 理解 する 能力 が 要求 され ます 。 

地理 の 出題 で は , こう し た < 系 統 地理 ) と 〈 地 誌 ) に 関す る 基本 的 な 知識 と と も に , 総合 
的 な 地域 理解 の 基本 が で き て いる か どう か を 重視 し ます 。 地 表面 に お ける 自然 環境 と 人 間 活 
動 を 基本 と し て , 地理 的 事象 に どの よう な 空間 的 な 規則 性 や 傾向 性 が み ら れ る の か , 位置 や 
距離 , 空間 的 な 配置 , 時 間 変 化 に 留意 し て , 各種 の 地図 や 図表 , 写真 な どか ら そ れ ら を 読み 
取る こと が で きる か どう か を 問題 に し ます 。 と くに さま ざま な 地理 情報 が 表現 きれ て いる 地 
図 の 活用 お よび 読解 能力 は 必須 で す 。 












































数 学 で は , 答え を 求め させ る 問題 以外 に , 証明 問題 も 出題 する こと が あり ます 。 い ずれ の 
場合 も , 解答 の 形式 は , いわ ゆる 論述 形式 で あり , 答え を 求め させ る 問題 の 場合 で も , 答え 
の 導出 に いた る まで の 道筋 を 記述 させ て 評価 対象 と し ます 。 こ れ に より , 高校 まで に 学習 す 
る 数 学 の 基礎 に 対す る 理解 を 前 提 と し , 名 古屋 大 学 で の 学習 に 必要 な 数 学 的 能力 が 十分 に 身 
に 付い て いる か を 評価 し ます 。 問題 の 趣旨 を 的 確 に 把握 する 理解 力 は も ちろ ん の こと , 与え 
られ た 前 提 条 件 か ら 結 論 に いた る まで の 解答 の 筋道 を 組み 立て る 論理 的 思考 力 や , 必要 な 計 
算 を こなし て 結果 を 導く 計算 力 . 限ら れ た スペ ー ス に 解答 を 筋道 だ っ た 文章 で 的 確 に まとめ 
る 表現 力 を 測り ます 。 さらに, 数 学 的 知識 の 系 統 的 な 理解 を 必要 と する 分 野 融 合 問題 の 出 十 
な ど を 通じ て , 数 学 の 応用 力も 測り ます 。 こ れ ら の 能力 は 互い に 独立 で は な く , 例え ば 適切 
な 計算 量 に よっ て 計算 結果 を 導く に は , 計算 も 予測 を 持っ て 行う 必要 が あり , 論理 的 に 考え 
る 力 が 必要 に な り ま す 。 ま た . それ ぞ れ の 間 題 が いく つか の 小 問 か ら 成 る 場合 は , 小 問 の 間 
の 関連 性 を 捉え る こと が 求め られ , 理解 力 に 留まら ず , 論理 的 思考 力 や 直観 力 が 問わ れ ま す 。 
この 意味 で , 数 学 の 能力 は 総合 的 に 測 ら れる べき も の で あり , 総合 的 な 数 学力 を 測る こと の 
で きる 間 題 を 出題 する よう に し て いま す 。 な お , 文系 と 理系 で は , 出題 範囲 ・ 試 験 時 間 ・ 問 
題 数 は 異な り ま す が , 出題 方 針 は 同じ で す 。 








物理 で は , 「 物 理 基礎 ] お よび 「 物 理 ] の 範囲 か ら 出題 し ます 。 高 等 学校 の 物理 で は , 目的 
意識 を も っ て 観察 ・ 実 験 を 行う こと を 通じ て , 物理 学 の 基本 的 な 概念 や 原理 ・ 法 則 の 理解 を 
深め , 体系 化 さ れ た 知識 に 基づい て 自然 の 事物 ・ 現 象 を 分 析 的 か つ 総 合 的 に 考察 する 能力 を 
身 に つけ る こと を 目標 と し て いま す 。 物 理学 の 基礎 知識 や 考え 方 は , 「 力 と 運動 「 熱 と エネ 
ルギー]」. 「 波 | 電気 と 磁力 ] と いっ た 様々 な 概念 や 原理 ・ 法 則 を 系 統 的 に 理解 する た め に 
必須 の も の で , これ ら の 十分 な 修得 が 必要 で す 。 

出題 で は , 物理 学 に 関す る 基本 的 事項 の 理解 度 と 物理 学 的 な 考察 力 ・ 探 求 す る 能力 を 見 る 
た め に , 本 学 が 指定 する 出題 範囲 か ら , な る べべ く 分 野 的 な 偏り が な いよ うに し ます 。 出題 に 
あたっ て は , 物理 法則 や 関係 式 な どの 知識 や 最終 的 な 答 を 問う だ け で な く , そこ に 至る 過程 
を 論理 的 に 述べ る 記述 式 問題 も 出題 し , 物理 的 な 知識 , 思考 力 , 理解 力 , 計算 力 . 論証 力 を 
総合 的 に 評価 し ます 。 

















化学 で は , | 化学 基礎 ] お よび | 化学 ] の 範囲 か ら 出題 し ます 。 高 等 学校 の 化学 で は , 原子 ・ 
分 子 と 化学 結合 に 関す る 正しい 理解 に 基づい て , 物質 の 性 質 や 変化 に つい て の 基本 的 な 概念 
や 原理 ・ 法 則 の 理解 を 深め る こと を 目標 と し て いま す 。 自 然 界 に 存在 する 物質 , 生物 体 を 形 
成 し 生体 内 で 働く 物質 . 人 間 生 活 を 支え る 目的 で 作り 出さ れ た 物質 , 環境 問題 や 持続 性 に 関 
連 す る 物質 な ど に つい て の 幅広 い 知識 を 論理 的 に 組み 合わ せ て 活用 する 能力 . ま た それ ら を 
観察 や 実験 を 通し て 得 ら れ た 知見 と 結び 付け て 活用 する 能力 が 必要 で す 。 

出題 で は , 「 無 機 化学 分 野 ], 「 有 機 化 学 分 野 」 「 理 諭 化学 分 野 ] な どの 梓 に と ら わ れず , 教 
科 書 の 発展 的 内 容 な ども 出題 する な ど , 各 分 野 に わた っ た 総合 的 な 内 容 を 重視 し ます 。 化学 
反応 式 や 数 式 で 表 さ れ た 物質 や エネ ルギー の 状態 や 変化 を 理解 し 予測 する 力 , 観察 ・ 実 験 結 
果 を 物質 の 性 質 や 変化 に 関す る 原理 や 法則 と 結び つけ る 力 , グラ フ ・ 図 ・ 化 学 構造 式 な どの 
含ま れる 化学 的 な 情報 を 読み 解く 力 , 実験 結果 な どの 図表 と し て 記述 する 力 , 観察 ・ 実 験 の 
目的 と 試薬 ・ 器 具 ・ 条 件 ・ 手 順 な ど と の 関連 を 理解 する 力 , 解答 に 至る 過程 を 論理 的 に 記述 
する 力 , な ど を 評価 し ます 。 






































教科 ・ 科 目 等 














生物 で は , 「 生 物 基 礎 ] お よび 「 生 物 ] の 範囲 か ら 出題 し ます 。 高 等 学校 の 生物 で は , 大 学 
で 学ぶ 生物 学 だ け で な く , 農学 , 医学 , 創 楽 学 , 環境 学 な ど 広 箇 な ライ フサ イエ ンス 分 野 全 
般 の 基礎 を 身 に つけ る こと を 目標 と し て いま す 。 生物 学 で 取り 扱う 空間 的 スケ ー ル は , 原子 ・ 
分 子 レ ベル の ミク ロ の 事象 か ら , 細胞 , 個体 を 経て , 生 上 レ ベル の マク ロ な 事象 まで 幅広 く 
時 間 的 スケ ー ル も | 一瞬] か ら 数 十 億 年 に も 及び ます 。 結果 と し て , 生物 は 理科 の 中 で は 教 
科 書 の 情報 量 が 最も 多く , と も する と 暗記 科目 と みな され が ち で す が , 生命 現象 の 基本 原理 
を 理解 する こと が 必要 で す 。 

出題 で は , 生命 体 の 構造 , 物質 代謝 . 生理 , 遺伝 な ど , 生命 現象 の 根幹 に 関す る 基礎 知識 
や 理解 を 幅広 く 問 いま す が , 各論 的 な 事象 に 関す る 知識 の み を 問う 問題 を 中 心 に 据え る こと 
は あり ませ ん 。「 観察 に 基づい て 検証 可能 な 仮説 を 立て , 実験 的 に 検証 する 」 と いう 自然 科学 
の 普遍 的 な 方 法論 は 生物 学 に お いて も 不可 欠 で す 。 し た が っ て , 複雑 な 生命 現象 を 注意 深く 
観察 する 力 , 実験 を 組み 立て る 力 , データ を 正しく 読み 取り 分 析 す る 力 . 生命 現象 の 背景 に 
ある 物質 的 基盤 や メカ ニズム を 論理 的 に 洞察 し , 論述 する 力 , を 評価 し ます 。 















































地学 で は , 「 地学 基礎 ] お よび 「 地 学 ] の 範 囲 か ら 出題 し ます 。 高 等 学校 の 地学 で は , 宇宙 
か ら 地 球 , さら に 地球 を 構成 する 原石 中 の 鉱物 に 至る まで の 幅広 い 空間 スケ ー ル の 対象 を 学 
び ま す 。 ま た 時 間 ス ケー ル も , 宇宙 や 地球 の 進化 か ら 私 た ち が 日 常 的 に 接し て いる 気象 現象 
まで , 広い 男 囲 の 対象 を 学ぶ こと を 目標 と し て いま す 。 こ うし た 様々 な 対象 を 扱う 分 野 に つ 
いて の 基礎 知識 の 理解 度 と それ に 基づい た 考察 力 を 身 に つけ る こと か 必要 で す 。 

出題 で は , 教科 書 の 発展 的 内 容 に 相当 する こと や , 環境 問題 や 自然 災害 な どの 最近 の 話題 
に 関す る こと も 出題 する な ど , 地学 の 各 分 野 の 基礎 知識 だ け で な く , 分 野 を また い だ が 総合 的 
な 内 容 を 重視 し ます 。 解答 を 通じ て , 地学 に 関す る 基礎 知識 の 理解 度 , 図表 が 示す 情報 を 読 
み 解 く 力 , 式 の 組み 立て や 計算 な ど を 通じ て 定量 的 に 考察 で きる 能力 , 与え られ た 情報 や 得 
られ た 結果 に 対す る 総合 的 な 思考 力 , 結果 や 考察 を 論理 的 に 説明 ・ 記 述 す る 能力 な ど を 評価 
し ます 。 

















名 古屋 大 学 の 英語 教育 で は , 「 英 語 の 専門 書 を 読み , 英語 で 論文 を 書い て 口頭 発表 する た め 
に 必要 な 基礎 力 を 養成 する 」 点 に 主眼 が 置か れん てい ます 。 し た が っ て 個別 学力 試験 「 英 語 ] 
で は , リー ディ ング と ライ ティ ング の 問題 を 通し て , 英語 で 表現 され た 情報 を 正確 に 把握 す 
る 力 と 英語 を 使っ て 発信 する カカ が ある か どう か を 間 い ます 。 

リー ディ ング の 総合 問題 で は , 論旨 の 展開 を お さえ な が ら 読 み , 書か れ た 内 容 を 正確 に 理 
解す る 力 や , 文脈 に 即 し て 作者 の 意図 を 読み 解く 力 を 測定 し ます 。 

会 話 文 形式 の リー ディ ング 問題 で は , 談話 の 流れ に 沿っ て 内 容 を 把握 す る 力 や , 英語 の 質 
問 に 英語 で 答え る 力 を 測り ます 。 

ライ ティ ング の 問題 で は , 適切 な 単語 ・ 表 現 ・ 文 法 を 使っ て 自然 な 英文 を 書く 力 や , 自身 
の 意見 を 英語 で 論理 的 か つ 正 確 に 表現 する 力 を 問い ます 。 




















小論文 で は , 論述 式 の 問題 を 通し て , 課題 文 の 論理 を 的 確 に 理解 し た うえ で , その 理解 に 
基づい て 関連 する 現実 の 歴史 や 社会 の 問題 を 分 析 し , 自身 の 理解 や 分 析 を 与え られ た 文字 数 
の 中 で 文章 と し て 表現 する 能力 を 問う て いま す 。 課題 文 は , 広い 意味 で 法 や 政治 に 関わ る テー 
マ の も の か ら 出 題し て お り , 高等 学校 で 学ぶ 地理 , 歴史 お よび 公民 科目 の 知識 を 前 提 に , 課 
題 文 を 理解 する た め に 必要 な 基礎 的 な 学力 を 有 し て いる か を 評価 し て いま す 。 ま た , 歴史 や 
社会 の 問題 に 関心 を 持っ て いる か , 課題 文 の 論理 に 即 し て 分 析 す る た め に 適切 な 問題 を 見 つ 
け て いる か , 課題 文 の 論理 を 応用 し て 自身 の 視角 か ら 問 題 を 分 析 す る こと が で き て いる か , 
そう し て 導い た 自身 の 考え を 論理 的 に 表現 する こと が で き て いる か , な ど を 総合 的 に 評価 し 
て いま す 。 














10. 大 学 入学 共 遂 テス ト と 個別 学力 検査 の 配点 
テス ト と 個別 学力 検査 の 配点 は , 次 の と お り で す 。 
項 配 

大 学 入学 共 通 テ スト 





語 
地理 歴史 語 
公 地理 歴史 
数 当 200 上 数 学 
理 ド 100 外 『 
外 『 200 





国 語 200 
地理 歴史 | ]ooxazoo 


会 占 
二 仁王 2 900 点 


理 F 100 又 は 200 
外 『 200 





『 200 
地理 歴史 

色 民 200 
数 200 
理 ド 100 
外国 200 





『 200 


公 


数 200 
埋 F 100 
外国 200 





『 200 
地理 歴史 

100 
自然 情報 学 科 9 
0 数 5 200 
理 ド 200 
外 『 200 





『 200 


他 理 歴史 | 200 地理 歴史 


ババ 染 Sv 
数 200 
理 科 100 外国 本 


外国 200 





『 200 
久 100 


数 」 200 
理 ド 200 
外国 200 




















国語 
地理 歴史 還 
人 数 
数 理 
理科 外国 
外 国語 





語 150 
数 500 1. 650 点 


公 理科 500 


数 学 外国 語 500 


理科 面接 (医師 ある い は 医学 研究 者 に 
外 国語 な る に ふさ わし い 適性 を みる 。) 





語 
地理 歴史 
公 面接 (英文 の 課題 に 基づい た 
数 口頭 試問 を 含む 。) 

理 ミ 
外国 


ぐ や 
| 


両 如 基 





人 


2 


数 学 
理科 
外 国語 








国 諸 
| 


3 


数 
理 
外国 





0 


人 


数 
理 
外国 














【 注 】 大 学 入学 共通 テス ト に お いて 「 外 国語 ] の 「 英 語 ] を 選択 し た 場合 に は , リ スニ ング テス ト を 全学 部 で 課 し , 
リー ディ ング は 150 点 満点 に , リス ニン グ は 50 点 満点 に それ ぞ れ 換算 し , 合計 点 200 点 満点 と し て 活用 し ます 。 
(工学 部 は 100 点 満点 に 換算 し ます 。) 
な お , 受験 上 の 配慮 事項 に より リス ニン グ テ ス ト を 免除 され た 者 に つい て は , リー ディ ング を 200 点 満点 に 
換算 し ます 。 (工学 部 は 100 点 満点 に 換算 し ます 。) 








MV 出願 手 続 


1. 出願 の 流れ 
出願 完了 まで の 流れ は 以下 の と お り で す 。 す べ て の 手続 を 行い , 期日 まで に 必要 書類 が 名 古屋 大 学 へ 到 
着 す る こと で 出願 が 完了 し ます 。 手続 の 詳細 は 次 ペー ジ 以 降 を 確認 くだ さい 。 





① 事前 準備 ・ 必 要 書 類 の 取得 


〇 本 募集 要項 で , 出願 に 必要 な パソ コン や プリ ンタ ー 等 の デバ イス , メー ル ア ド 
レス , 本 タ , 支払 方 法 , 提出 書類 等 を 確認 し , 準備 を する 。 
〇 在籍 (出身 ) 高校 等 に [調査 書 ] の 発行 依頼 を する 。 


ター ネッ ト 出 願 サ イト で 出願 登 録 





ュ ン く 令 和 4 年 1 月 17 日 (月 ) 10 時 一 2 月 3 日 ( 木 ) 16 時 > 


④ 検定 料 等 の 支払 い 


く 令 和 4 年 1 月 17 日 (月 ) 10 時 一 2 月 3 日 ( 木 ) 16 時 > 
※ 出 願 登録 と 入学 検定 料 等 の 支払 い だ け で は , 出願 し た こと に な り ま せん 。 








⑤ 出願 書類 の 印刷 , 準備 


〇 郵送 で の 提出 に 必要 な 宛名 シー ト , 入学 志願 昧 ・ 号 真 時 等 を 印刷 し 出願 に 必要 
な 書類 を そろ える 。 














⑥ 出願 書類 の 郵送 


く 令 和 4 年 1 月 24 日 (月 ) 一 2 月 4 日 ( 金 )16 時 必着 > 

〇 郵便 局 の 窓口 か らく 書留 速達 郵便 > で , 出願 書類 を 郵送 する 。 

※ 到 着 の 有無 は , 書留 の 受領 証 に 記載 され た 引受 番号 で 確認 し て くだ さい 。 
※ 期 日 まで に 到着 しない 場 合 は , 出願 を 受理 し ませ ん 。 (持参 不可 ) 











2. 事前 準備 
イン ター ネッ ト 出 願 に 際 し て , パソ コン や 情報 端末 等 の 必要 な デバ イス の 環境 ・ 設 定 条件 , 志願 者 本 人 
が 準備 する も の , 保護 者 等 に 事前 に 相談 を し て 准 備 し て お く こ と は 以下 の と お り で す 。 


(1) 動作 状況 の 確認 
イン ター ネッ ト に 接続 きれ た パソ コン を 使用 し ます 。 (スマートフォン , タブ レッ ト は 非 推奨 ) 
次 の 動作 環境 を 満た す デ バイ ス を 用 意 し て くだ さい 。 ご 家庭 に 該当 する 環境 が な い 場 合 は , 学校, 
知人 等 で 利用 で きる よう 確認 し て お いて くだ さい 。 


〇 パソ コン の 動作 環境 (最新 バー ジョ ン を ご 使用 くだ さい ) 


〇 Web ブ プラ ウザ 
・Microsoft Edee 最新 版 ・Google Chrome 最新 版 ・Mozila Firefox 最新 版 
・Apple Safari 8 以降 ・Microsoft Internet Explorer 11 以降 

スズ スマート フォ ッ 、 グ デレ ッ ト の 06S 
・iOS 10.2 以降 ・Android 44 以降 


※ 各 OS の 標準 プラ ウザ が 推奨 環境 と な り ま す 。 
〇 ブラ ウザ の 設定 
JavaScript を 有効 に する Cookie を 有効 に する 
〇 必要 な ソフ トウ ェ ア 
Adobe Reader : 入学 志願 票 , 宛名 シー ト 等 の 出願 書類 は , PDF 形 式 の ファ イル で す 。 こ れ ら 文 
書 を ご 覧 いた だ く た め に Adobe Reader が 必要 で す 。 ご 利用 の パソ コン に イン ス 
トー ル さ れ て いな い 場 合 は , 最新 版 を イン スト ー ル し て くだ さい 。 (無償 ) 


(2) 印刷 で きる 環境 の 確認 
イン ター ネッ ト 出 願 シ ステ ム か ら ダ ウン ロー ド し た 「 入 学 志願 票 ]」 「 宛 名 シー ト 」 等 の ファ イル を 
カラ ー 印 刷 す る た め に 必要 で す 。 自宅 に プリ ンタ ー が な い 場 合 は , コン ビニ エン スス ト ア 等 , 印刷 で 
きる 環境 を 事前 に 確認 し て くだ さい 。 


(3) メー ル ア ド レス の 準備 
イン ター ネッ ト 出 願 の 「 マ イペ ー ジ 」 に 登録 する メー ル ア ド レス は , 出願 サイ ト へ の ログ イン ID 
と し て の 利用 だ け で な く , 大 学 か ら 入 学 試験 に 関す る 重要 な お 知ら せ が 配 信 ら され る こと が あり ます 。 
変更 や 削除 の 可能 性 が な く , 日 常 的 に 確認 し や ヤ やす いも の を 準備 し て くだ さい 。 


(4) 検定 料 等 の 支払 方 法 の 確認 
支払 に は ,。 クレ ジッ トカ ー ド , ネッ トバ ン キ ング , コン ビニ エン スス ト ア , ペイ ジー (Pay-easy) 
対応 の 銀行 AM が 利用 で きま す が , 利用 可能 な カー ド , 金融 機関 , 手続 き な ど に 制限 や 注意 事項 が 
あり ます 。 事 前 に , 保護 者 と 確認 を し て くだ さい 。 


(5) 顔 写真 デー タ (42 ペ ー ジ ② 参 照 ) 
イン ター ネッ ト 出 願 シ ステ ム か ら ア ッ プ ロー ド す る 志願 者 本 人 の 顔 写 真 デ ー タ が 必要 で す 。 
〇 写真 条件 : 出願 前 3 か 月 以内 に 撮影 し た 本 人 と 確認 で きる も の 
正面 向き , 上 半身 , 無 貴 , 背景 な し 
〇 サ イズ :jpeg また は png 形式 で , 2 MB 以 内 


(6) 調査 書 
発行 に 時 間 が か か る 場合 が あり ます 。 早 め に 在籍 する (出身 の ) 高 校 等 に 発行 依頼 を し て くだ さい 。 


(7) 市 販 の 角形 2 号 封 筒 (240mm x332mm) 
出願 書類 を 郵送 する た め , この 大 き さ の 封筒 を 準備 くだ さい 。 


3. イン ター ネッ ト 出 願 登録 期間 お よび 入学 検定 料 等 払込 期間 , 出願 期間 

出願 手続 は イン ター ネッ ト 出 願 シ ステ ム で の 出願 登録 及び 入学 検定 料 の 支払 い を 行っ た 後 , 以下 の 出 
願 期間 内 に 必要 な 出願 書類 な ど を < 書留 速達 郵便 > で 郵送 する こと に より , 完了 し ます 。 

イン ター ネッ ト 出 願 で の 出願 登録 及び 入学 検定 料 の 支払 い を 行っ た だ け で は , 出願 手続 完 了 に は な り ま せん 。 


な お , 支払 い 期 限 は , 出願 登録 日 を 含め 4 日間 で す 。 支 払い 期限 内 に 入金 が な い 場 合 は , 出願 登録 は 自 
動 的 に キャ ン セ ル と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 (キャ ン セ ル と な っ た と き は 再 登 録 し て くだ さい ) 
※ 払 込 締切 日 まで の 日 数 が 4 日 より 短い 場合 は , 払込 締切 日 が 優先 され ます 。 


果 イン ター ネッ ト 出 原谷 録 期間 
試 上 と 願 史 店 
試験 区 分 及び 入学 検定 料 払込 期間 出願 期間 





一 般 選 抜 (前 期日 程 ) | 令 和 4 年 1 月 17 日 (月 )10 時 一 令 和 4 年 1 月 24 日 (月 ) 一 
一 般 選抜 (後期 日 程 ) 2 月 3 日 ( 木 )16 時 2 月 4 日 ( 金 )16 時 郵送 必着 
【 注 】 2 月 4 日 ( 金 )16 時 に 名 古屋 大 学 の 入学 試験 事務 室 に 到着 する こと を , 出願 書類 の 郵送 時 に 確認 願い 

ます 。 荒天 や 輸送 事情 等 の トラ ブル に より , 期日 まで に 到着 し な いこ と が 想定 され る 場合 に は , 必 

ず 志 願 票 の 内 容 を コピ ビー し て , 予め 入学 試験 事務 室 に メー ル も し く は FAX (裏表 紙 参 照 ) で 送信 

じ し で くだ さき ゆい 。 

※ 上 記 の 事情 を 除き 出願 期限 後に 到着 し た も の は 受理 し ませ ん 。 た だ し , 2 月 2 日 ( 水 ) 以前 の 発 
信 局 (日 本 国内 ) の 消印 の ある 書留 速達 郵便 に 限り , 期限 後に 到着 し た 場合 で も 受理 し ます 。 ま た , 
持参 し た 書類 は 受理 し ませ ん 。 

※ 出 願書 類 の 到着 有無 に 関す る 問い 合わ せ に は 一 切 応じ ませ ん 。 各自 , 書留 の 受領 証 に 記載 され て 
いる 引受 番号 を 用 いて , 郵便 追跡 シス テム で 確認 し て くだ さい 。 








4. 検定 料 ・ 払 込 方 法 , 自然 災害 等 に よる 検定 料 免除 に つい て 


(1) 検定 料 等 の 料金 , 払込 方 法 
ア 出願 登録 の 際 に 必要 な 料金 
① 人 入学 検定 料 :17.000 円 
② 受 験 票 発 送料 : 323 円 (は が き 送 料 63 円 + 速達 料金 260 円 ) 
③⑬ 成 績 開示 手数 料 : 300 円 ※ 希 望 者 の み (57 ペ ー ジ 参照 ) 
以上 ①ー③ の 料金 の ほか に 支払 手数 料 が 必要 と な り ま す 。 
※ 出 願書 類 を 受理 し た 後 は , 47 ペ ー ジ 「 8. 検定 料 の 返 に つい て | に 該当 する 場合 を 除き , いか 
な る 理由 が あっ て も 納入 済み の 検定 料 は 返還 し ませ ん 。 
※ 検 定 料 免除 の 対象 者 は , 出願 時 に 検定 料 を 払わ ず に , 入学 試験 事務 室 ([ 問 い 合せ 先 ] 参照 ) ま 
で ご 連絡 くだ さい 。(40 ペ ー ジ 参照 ) 
イ 払込 期間 
令 和 4 年 1 月 17 日 (月 )10 時 一 2 月 3 日 ( 木 )16 時 
た だ し , 出願 書類 の 到着 期限 は 令 和 4 年 2 月 4 日 ( 金 )16 時 郵送 必着 (持参 不可 ) となり ます の で , 
検定 料 は 早め に 払い 込ん で くだ さい 。 


ウ 払込 方 法 等 
入学 検定 料 等 の 支払 い は , 以下 の いずれ か の 方 法 で 行っ て くだ さい 。 詳細 に つい て は , 45 ペ ー ジ 
「STEP5 (入学 検定 料 の 支払 い )」 を 確認 し て くだ さい 。 
が 居 がら ンド 
・ ネ ッ ト バ ン キ ング 
が 作 所 まみ スト デ 
・Pay-easy 対 応 銀 行 ATM 


(2) 自然 災害 等 に よる 検定 料 免除 に つい て 
名 古屋 大 学 で は , 自然 災害 等 に よる 経済 的 負担 を 軽減 し , 受験 生 の 進学 機会 の 確保 を 図る た め , 本 
入試 に つい て 検定 料 免除 の 特別 措置 を 実施 し ます 。 
ア 免除 申請 の 対象 
下記 の 自然 災害 等 に より 被災 し た 入学 志願 者 の うち , 慌 災 証明 書 の 交付 が あり , 検定 料 免除 の 申 
請 が あっ た 者 
・ 令 和 2 年 7 月 豪雨 
・ 令 和 元 年 8 月 9 月 暴風 雨 及 び 豪 雨 
・ 令 和 元 年 吾 風 第 19 号 
・ 北 海道 胆振 東部 地震 
・ 平 成 30 年 7 月 豪雨 
イ 免除 申請 の 手続 
① 検 定 料 支払 い 前 に , 入学 試験 事務 室 (〔 問 い 合 せ 先 ] 参照 ) へ 検定 料 免除 申請 の 連絡 を する 。 
② 該 当 す る と 判断 され た 者 は , 名 古屋 大 学 ホ ー ム ペー ジ よ り 「 検 定 料 免除 申請 書 ] を ダウ ン ロ ー ド 
し て 必要 事項 を 記入 し , 慌 災 証明 書 (写し 可 ) と と も に , 出願 書類 に 同封 し て 提出 する 。 
※ 人 入学 検定 料 免除 に つい て の 詳細 は , 以下 の サイ ト か ら 確 認 し て くだ さい 。 皿 請書 も , こち ら か 
ら ダ ウン ロー ド で きま す 。 


古屋 大 学 受験 生 応援 サイ ト 1 1SS1 
NN Ph 本 ー https://wwwnagoya-u.acJp/admissions/ 


本 学 ト ッ プ ペー ジ よ り [入学 案内 ] を クリ ッ ク し , アク セス し て くだ さい 。 





5. 郵送 で 提出 する 出願 書類 


(1) 書類 の 送付 方 法 
イン ター ネッ ト で の 出願 登録 及び 入学 検定 料 の 支払 い を 行っ た あと , [出願 に 必要 な 書類 等 」(42 ペ ー 
ジ 参 照 ) を , 宛名 シー ト を 貼っ た 角形 2 号 封 筒 (240mm x332mm) に 入れ て 郵送 し て くだ さい 。 
ア 送付 先 
イン ター ネッ ト 出 願 シ ステ ム の 出願 状況 確認 画面 か ら 「 宛 名 シー ト 」 を A 4 サイ ズ で カラ ー 印 刷 
し て くだ さい 。 多 名 シー ト に 宛先 と 差出 人 , 出願 学部 等 が 印字 され ます 。 
イ 送付 方 法 

















書留 速達 郵便 出願 書類 の 提出 は 郵送 (書留 速達 郵便 ) に 限り ます 。 














ウ 併願 の 場合 
本 学 の 「 前 期日 程 試験 ] と | 後期 日程 試験 ] を 併願 する 場合 で あっ て も , 各 試 験 区 分 ご と に 1 名 
分 を 封入 し て くだ さい 。 


(2) 出願 に 必要 な 書類 等 

42 ペ ー ジ の 一 覧 を 確認 し て くだ さい 。 注意 事項 は 以下 の と お り で す 。 

〇 提出 され た 書類 等 に 不備 ・ 不 足 が あ る 場合 に は , 受理 し ませ ん 。 

〇 いっ た ん 受理 し た 出願 書類 等 は いか な る 理由 が あっ て も 返却 し ませ ん 。 ま た , 受理 後 の 出 願書 
類 等 の 変更 は 認め ませ ん 。 

〇 入学 志願 票 は じ め 出 願書 類 等 に 虚偽 の 記載 を し た 場合 , 記載 すべ き 事 項 を 記載 し な か っ た 場合 又 
は 提出 すべ き 書 類 を 提出 し な か っ た こと が 判明 し た 場合 は , 入学 決定 後 で も 入学 許可 を 取り 消す 
こと が あり ます 。 


宛名 シー ト 〇 入学 検定 料 納入 後に イン ター ネッ ト 出 願 シ ステ ム の 出願 状況 確認 画 
出願 書類 の 郵送 先 , 面 か ら , A 4 サイ ズ で カラ ー 印 刷 し て くだ さい 。 
| 差出 人 等 が 印字 され ます 1 〇 郵送 用 の 角形 2 号 封 筒 (240mm x332mm) に 貼っ て くだ さい 。 


く 人 入学 志 願 票 ・ 写 真 票 > 
〇 入学 検定 料 納入 後に イン ター ネッ ト 出 願 シ ステ ム の 出願 状況 確認 画 
面 か ら , A 4 サイズ で カラ ー 印 刷 し て くだ さい 。 


入学 志願 票 ・ 写 真 票 | く 顔 与 真 に つい て > 
(志願 票 と 写真 票 で 1 枚 ) | 〇 出願 前 3 か 月 以内 に 撮影 し た 正面 向き , 上 半身 , 無 帆 , 背景 な し の 顔 
写真 デー タ (2MB ま で ) を 用 意 し , イン ター ネッ ト 出 願 シ ステ ム か 
ら ア ッ プ ロー ド し て くだ さい 。 
※ こ の 写真 は , 入学 試験 時 の 本 人 確認 や . 入学 者 に 交付 され る 学生 証 
の 写真 と し て 使用 し ます 。 


O「② 人 入学 志願 票 ] の 所 定 欄 に 貼っ て くだ さい 。 

令 和 4 年 度 大 学 入学 誤っ た 請求 書 を 貼っ て ある 場合 は 受理 し ませ ん の で 注意 くだ さい 。 
共通 テス ト 成 績 請求 票 | ※ 前 期日 程 試験 に 出願 一 「 前 | 国 公立 前 期日 程 用 」 
※ 後 期日 程 試験 に 出願 一 「 人 後 国 公立 後期 日 程 用 ] 









































〇 出身 学校 長 が 作成 し , 厳 封 し た も の に 限り ます 。 

〇 既 卒 の 方 は , 卒業 後に 発行 され た も の を 提出 し て くだ さい 。 
| て 高等 学校 等 の 進路 指導 ご 担当 の 方 々 ヘ > [ 
| 本 学 で は , 学習 成績 概 評 が A に 属す る 生徒 の うち , 人 物 , 学力 : 
: と も に 特に 優秀 な 者 に つい て は , 「 学 習 成績 概 評 ] の 欄 に め ② と 標 : 


示す る こと を 希望 し ます 。 こ の 場合 ,「 備 考 」 の 欄 に その 理由 を 

| 必ず 明示 し て くだ さい 。 [ 
た コー ーー es ジブ トル と 所 空 の 模式 が リト ご = 徹 0 

Mem 2 GaN そ クウ ロード よ 4 サ 2 で 


5 目 IEM 
志願 者 の み 提出 た だ し , 前 期日 程 用 と 後期 日 程 用 は , 様式 , 内 容 が 異な り ま す の で 注 
志願 理由 書 意 し て くだ さい 。 








〇 本 学 ホ ー ム ペー ジ か ら 所 定 の 様式 を ダウ ン ロ ー ド し , A4 サ イズ で 印 
※ 医 学部 医学 科 (後期 ) 刷 の 上 , 本 人 お よび 保護 者 も し く は 法定 代理 人 が 自筆 で サイ ン し て く 
志願 者 の み 提 出 だ さい 。 
同意 書 サイ ン の 前 に , 27 ペ ー ジ の < 医学 部 医学 科 の 後期 日 程 に つい て >, と 
くに ( 注 4) の サイ ト を 確認 し て くだ さい 。 


後期 日 程 (医学 部 医学 科 ) を 志願 する 者 で . 21 ペ ー ジ の 「 出 原 件 2 
( 和 学 志 用 者 の 保護 者 の 現住 所 が 出 原 時 に 愛知 県 内 で ある こと ) 」 に 
該当 する 場合 の み 。 保 護 者 の 住民 可 の 写し (続柄 が 記載 され て いる も 
の 。 コ ピー 不可 ) 等 を 提出 し て くだ さい 。 

PD | 「 な いも og し て くだ さき いい 

IIU な お . 取得 し た 住民 票 の 写し に 個人 番号 及び 本 籍 が 記載 され で 
いる 場合 は . 油性 ペン 等 を 使用 し て 塗り つぶ し . 完全 に 見 えな 

い 状 態 で 提出 し て くだ さい 。 

志願 者 本 人 と 保護 者 の 現住 所 が 異な る 場合 は . 志願 者 本 人 と 保 

護 者 の 関係 が わか る 書類 [健康 保険 証 な ど (続柄 が 記載 され て 

いる も の 。 コ ピー 可 )。 市 町 村役場 が 発行 する も の で 閑 係 が わか 

る も の 等 ] を 作 せ て 提 用 し て くだ さい 。 


【 注 】 や む を 得 な い 事 由 に より 出身 学校 長 等 の 調査 書 が 得 ら れ な い 場 合 は , 以下 に より 対応 し て くだ さい 。 

ア 廃校 , 被災 , 調査 書 の 保存 期限 の 経過 . その 他 の 事情 に より 出身 高等 学校 長 等 の 調査 書 が 得 ら れ な 
い 場合 は , 卒業 証明 書 と 単位 修得 証明 書 (単位 修得 証明 書 が 得 ら れ な い 場 合 は , 成績 通信 島 の 原本 ) 
を も っ て これ に 代え る こと が で きま す 。 

イ 志願 者 本 人 が 被災 等 に より 上 記 ア の 書類 を 入手 で き な い 場合 は , 出身 学校 所 管 の 教育 委員 会 , 知事 
又は 出身 高等 学校 長 等 が 作成 し た これ に 関す る 証明 書 を 提出 し て くだ さい 。 

ウ 高等 学校 卒業 程度 認定 試験 等 の 合格 者 に つい て は , 当該 試験 の 合格 成績 証明 書 を も っ て , 調査 書 に 
代え る こと が で きま す 。 

エ 21 ペ ー ジ の 出願 資格 3 ( オ 以 外 ) に より 出願 する 者 の 提出 書類 に つい て は , 入学 試験 事務 室 (裏表 
紙 参照 ) に 照会 し て くだ さい 。 






































6. イン ター ネッ ト 出 願 の 方 法 


イン ター ネッ ト 出 願 の 流れ 


出願 完了 まで の 流れ は 、 以 下 の 通 り で す 
EE 


> 出願 サイ ト に 出願 内 容 の ヽ 、 入学 検 定 料 の ヽ 、 必要 書類 の 記 


支払 い 
事前 準備 
大 学 人 学 共通 テス ト 


イン ター ネッ ト に 接続 され た パソ コン 、 プ リン ター な ど 
j 請求 時 





マイ ペー ジ の 
登録 


を 用 意 し て くだ さい 。( ス マー ト フ ォ ン 、 タ ブレ ッ ト は 非 推奨) 
必要 書類 *※ は 、 発 行 まで 時 間 を 要する 場合 が あり ます 。 
早め に 準備 を 始め 、 出 願 前 に は 必ず 手元 に ある よう に 
し て お いて くだ さい 。 


※ 必 要 書 類 … 調 査 書 、 顔 写真 デー タ 、 大 学 入学 共通 テス ト 成 績 請求 票 な ど 
詳細 は 学生 募集 要項 42 ペ ー ジ 参照 


イン ター ネッ ト 出 願 サ イト に アク セス | 候 swm | 


2 前 3 https://e-applyjp/myp/nagoya-U/ GE 


また は 、 


大 学 ホ ー ム ペー ジ 》 個 i14 7/4/AUAUAIE いい 【 い ん た 品 「【 用 | り / 


か ら ア クセ ス 











マイ ペー ジ の 登録 


画面 の 手順 に 従っ て 、 必 要 事 項 を 入力 し て マイ ペー ジ 登 録 を 行っ て くだ さい 。 
な お 、 マ イペ ー ジ の 登録 が お 済み の 方 は 、STEP4 に 進ん で くだ さい 。 


留め 名 古屋 大 学 創 名 古屋 大 学 
1| 思 ElitesallgcesuiWiesasilcsoshieesssili | 加 還っ に ー コ ーー 画 | 








イン ター ネッ ト 出 願 サイ ト 






































① 初 め て 登録 する 方 は メー ル ア ド レス の 登録 を 行っ て ③ ユ ー ザ ー 登 録画 面 か ら ④ 登 録 し た メー ル ア ドレ ス に 
EE から 5 E 時 を [トッ プ へ 戻る 」 を 初期 パス ワー ド が 届き ます 。 


ログ イン し て くだ さい 。 クリ ッ ク し て くだ さい 。 クリ ッ ク し て くだ さい 。 ※@e-apply.jp の ドメイン か ら の メー ル 
を 受信 で きる よう に 設定 し て くだ さい 。 





創 名 古屋 大 学 隻 名 古屋 大 学 創 あ 名 古屋 大 学 
下っ コ ー コ 区 一 ji『ー コ ビー コロ ーー 思 | 還 還 ご ヒー コー ヨコ ョ ー コ ーー コビー コ 男 | | 思 四 ヒー コ セ テー ョ ロー コー ココ ロー つ 画 



























































⑤ 再 度 トッ プ 画 面 か ら 登録 し た  ⑤ 初 期 パ スワ ー ド の 変更 を ⑦ パ スワ ー ド 更新 画面 か ら ⑧ 表 示さ れ た 個人 情報 を 入力 し て 
メー ル ア ド レス と ③④ で 届い た 行っ て くだ さい 、。 「 登 録画 面 へ 進 お 」 を [次 へ 』 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
「 初 期 パ スワ ー ド 」 に て クリ ッ ク し て くだ さい 。 

還 肌 罰 を クリ ッ ク し て 


くだ さい 。 








創 名 古屋 大 学 隻 名 古屋 大 学 
還 こ 0 に ー コ E 一 ヨーコ ョ ビーー ョ ビー コ 画 





























⑨ 個 人 情報 を 確認 し て ⑩ 登 録 完了 と な り ま す 。 ⑪ 上 記 ペ ー ジ が 表示 され た ら 
上 記 内 容 で 登録 する 4 「 ト ッ プ へ 戻る 」 を マイ ペー ジ 登 録 は 完了 で す 。 
クリ ッ ク し て くだ さい 。 クリ ッ ク し て くだ さい 。 ※ 出 願 登録 受付 中 の 場合 の み 、 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 
出願 手続 に 進め ます 。 登録 期 間 外 の 場合 は 、 こ れ よ り 先 に 進め ませ ん の で 
ボタ ン を お し て くだ さい 。 














出願 内 容 の 登録 


1 申込 登録 完了 後 は 、 登 録 内 容 の 修正 ・ 変 更 が で きま せん の で 誤 入 力 の な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 た だ し 、 入 学 検定 料 





支払 い 前 で あれ ば 正しい 出願 内 容 で 再 登録 する こと で 、 実 質 的 な 修正 が 可能 で す 。 
※「 入 学 検定 料 の 支払 い 方 法 ] で クレ ジッ トカ ー ド を 選択 し た 場合 は 、 出 願 登 録 と 同時 に 支払 い が 完 了 し ます の で 注意 し て くだ さい 。 








本 イン ター ネッ ト 出 腺 登 録 期間 
試験 区 分 及び 入学 検定 料 払込 期間 出願 期間 





一 般 選抜 (前 期日 程 ) 令 和 4 年 1 月 17 日 (月 ) 10 時 一 令 和 4 年 1 月 24 日 (月 )ー 
一 般 選 抜 ( 後 期日 程 ) 月 3 日 ( 木 ) 16 時 まで g 月 4 日 ( 金 ) 16 時 郵送 必着 

















画面 の 手順 や 留意 事項 を 必ず 確認 し て 、 画 面 に 従っ て 必要 事項 を 入力 し て くだ さい 。 


島 名 古屋 大 学 











登録 する 写真 を 
アッ プロ ー ド し て くだ さい 


























還 " 」 
① マ イペ ー ジ ログ イン 後 の ⑧@ 試 験 区 分 、 志 望 学部 等 の 選択 ③ 留 意 事項 の 確認 ④ 顔 写真 の アッ プロ ー ド 
出願 内 容 の 登録 Js】 


登録 画面 へ (STEP5 参照 ) (STEP6 参照) 








信和 3 年 度 名 古 区 大 学 入学 志願 森 [前 区 日 衝 ] 


228349546790 


受付 番号 ( 18 桁 ) メ モ 





























⑤ 個 人 情報 (氏名 ・ 住 所 等 ) の  ⑥ 申 込 登録 完了 ⑦ 入 学 検定 料 の 支払 い 方 法 ⑧ 出 願 に 必要 な 書類 PDF 
入力 受付 番号 (18 桁 ) は 必ず 控え て くだ さい 。 人 豊 コ ン ビ ニ エ ン スス ト ア (イメ ー ジ ) 
出願 情報 を 確認 する 場合 と 、 出 願書 類 を 但 ペ イジ ー 対 応 銀行 ATM ※ 検 定 料 納 入 後に 出力 可能 と な り ま す 。 
出力 する 際 に 必要 に な り ま す 。 【 注 】 候 ネ ッ ト バ ン キ ング 健 ク レジ ッ ト カ ー ド 


入学 検定 料 の 支払 い 方 法 で 「 コ ン ビ ニ エ ン スス ト ア 」 ま た は 「 ペ イジ ー 対 応 銀行 ATM」 を 選択 され た 方 は 、 支 払い 方 法 の 
選択 後に 表示 され る お 支払 い に 必 要 な 番号 を 下記 メモ 欄 に 控え た うえ 、 通 知 さ れ た 「 お 支払 い 期 限 ]」 内 に コン ビニ エン ス 
スト ア ま た は ペイ ジー 対応 銀行 ATM に て お 支払 いく だ さい 。 











セブ ン - イ レブ ン の 場合 ロー ジジ シン. ミニ スト ッ プ 、 フ ァ ミ リー マー ド 。 
ャ ーー テー イーー エ ーー ャ ーー エー エーーーーーーーー ナ ーー ペイ ジー 対応 銀行 ATM の 場合 








払込 票 番号 kW 5 5 0 に YY LN 
問 に MYU IOR' ボ 2 の は お 客 様 番号 
番号 X モ (13 橋 )|  ! | 上 1 『 『 リ 「 ルリ メモ (11 析 ) 
確認 番号 
メモ (6 桁 ) 

















デイ リー ヤマ ザキ 、 セ イコ ー マ ー ト の 場合 




















オン ライ ン 決 注 」 し ) 5I8IOI2INIRKNRRSNI 


番号 メモ (11 桁 ) お 支払 い の 際 に 必要 と な り ま す 。 


ニュ ーー ニー ニー ニー 一 で ーー 








【 注 】 申 込 登録 完了 後に 確認 メー ル が 送信 され ます 。 メ ー ル を 受信 制限 し て いる 場合 は 、 送 信 元 (@e-apply.jp) か ら の メー ル 受 信 
を 許可 し て くだ さい 。 ※ 確 認 メー ル が 迷惑 フォ ル ダ な ど に 振り 分 けら れる 場合 が あり ます の で 、 注 意 し て くだ さい 。 














入学 検定 料 の 支払 い 


市 クレ ジッ トカ ー ド で の 支払 い 
出願 内 容 の 登録 後に 選択 し 、 支 払い が で きま す 。 


【 ご 利用 可能 な クレ ジッ トカ ー ド 】 
VISA、Master、JCB、AMERICAN EXPRESS、MUFG カ ー ド 、DC カ ー ド 、UFJ カ ー ド 、NICOS カ ー ド 


vs 538 語 


出願 登録 時 に 支払 い 完了 




















旗 』 コン ビニ エン スス ト ア で の 支払 い 


出願 内 容 の 登録 後に 表示 され る お 支払 い に 必 要 な 番号 を 控え て 、 
コン ビニ エン スス ト ア で お 支払 いく だ さい 。 


レジ で 支払 い 可能  @ 店 頭 端末 を 利用 し て 支払 い 可能 
⑳ も プン - ア イル フン Lupni 


| seccmar MM Imait 


LAVWB ロ T 1885 


あな た と 、 コ ン ビ に 、 


Fami ポ ー ト 主 FamilyMart 


放 | ネッ トバ ン キ ング で の 支払 い 
出願 内 容 の 登録 後 、 ご 利用 画面 か ら そ の まま 各 金 融 


機関 の ペー ジ へ 居 移 し ます の で 、 


従っ て 操作 し 、 お 支払 いく だ さい 。 


画面 の 指示 に 


※ 決 済 す る 口座 が ネッ トバ ン キ ング 契約 され て いる こと が 必要 で す 


Web で 手続 き 完了 


力 』 ペイ ジー 対応 銀行 ATM で の 支払 い 


出願 内 容 の 登録 後に 表示 され る 
お 支払 い に 必 要 な 番号 を 控え て 、 
ペイ ジー 対応 銀行 ATM に て 画面 の 
指示 に 従っ て 操作 の うえ お 支払 い 
くだ さい 。 


ペイ ジー 
ay-GaSY 


※ 利 用 可能 な 銀行 は 「 支 払い 方 法 選択 ] 画 面 で 確認 し て くだ さい 。 


難 コ ン ビ ニ 端 末 画 面 :ATM の 画面 表示 に 従っ て 必要 な 情報 を 入力 し 、 
内 容 を 確認 し て か ら 入学 検定 料 を 支払 っ て くだ さい 。 


(@ セフン - ア ルプ ン 


+ 人 


店 頭 レジ 














ピリ スッ だ コ 
ヤマ ザキ デイ リー スト アー 


店 頭 レジ 




















レジ で 
「 イ ンタ ーネット 代金 
支払 い ] と 伝え る 





レジ で 
「 オ ン ラ イン 決済 」 と 
伝え る 











ーー ジジ 
に = セツ ん 


TAVVB ロ RT 7 


「 間 種 番 号 を お 持ち 
の 方 」 を 選択 


あな た か モ 、 コ ン ビ に 、 
計 FamilyMart 


Fami ポ ー ト 


「 代 金 支払 い 」 
(コン ビニ で お 支払 い ) 
を 選択 


全品 


店 頭 レジ 




















凡 22G 
「 イ ンタ ーネット 代金 
支払 い ] と 伝え る 

















「 払 込 票 番号 
(13 桁 )」 を 伝え る 





「 オ ン ラ イン 決済 番号 
(11 桁 )] を 伝え る 





「 お 客 様 番号 
(11 桁 )」 入 力 





「 お 客 様 番号 
(11 桁 )]」 入 力 


計 上行 ATM 


Pay-easy 
利用 ATM 


ペイ ジー 対応 銀行 ATM 


「 税 金 * 料 金 払い 
込み 」 な ど を 選択 





























「 マ ル チ ペ イメ ント 
サー ビス 」 を 選択 








「 オ ン ラ イン 決済 番号 
(11 桁 )」 を 伝え る 














「 確 認 番号 (6 桁 )」 
入力 


「 確 認 番 号 (6 桁 )」 
入力 








支払 い 内 容 確認 








支払 い 内 容 確認 





馬 





「 お 客 様 番号 
(11 桁 )」 入 力 








「 確 認 番号 (6 桁 )」 
入力 








支払 い 内 容 確認 








レジ で 検定 料 を 現金 で 支払 う ※ 


発券 され た 申込 券 ( 受 付 票 ) を レジ へ 持参 し 、 
検定 料 を 現金 で 支払 う ※ 


レジ で 検定 料 を 





「 現 金 」「 キ ャ ッシュ 





カー ド 」 を 選択 し 
支払 う ※ 


才 


ご 利用 明細 書 を 
必ず 受け 取る 


申込 券 ( 受 付 票 ) 発 行 後 は 30 分 以内 に レジ に て 
支払 っ て くだ さい 。 


取扱 明細 書 雪 領 収 書 を 必ず 受け 取る 


| | 王 L 
※ ゆ うち ょ 銀行 "銀行 ATM を 利用 する 場合 、 現 金 で 10 万 円 を 超え る 場合 は キャ ッシュ カー ド で 支払 っ て くだ さい 。 コ ン ビ ニ エ ン スス ト ア を 利用 の 場合 は 現金 で 30 万 円 まで の 支払 いと な り ます 。 


現金 で 支払 う ※ 


才 











十 


領収 書 (レシ ー ト 形式 ) を 必ず 受け 取る 
























































出願 時 の 
注意 点 





必要 書類 の 印刷 と 郵送 


出願 登録 、 入 学 検定 料 の 支払 後に ダウ ン ロ ー ド で きる 書類 を 全て カラ ー 印 刷 し 、 そ の 他 の 必要 書類 と 併せ て 出願 
期間 内 に 郵便 局 窓口 か ら 「 書 留 速 達 郵便 」 で 郵送 し て くだ さい 。 


画 出 願書 類 

出願 に 必要 な 書類 は 、 学 生 募 集 要項 4 の 2 ペー ジ を 参照 し て 準備 
し て くだ さい 。 

イン ター ネッ ト 出 願 サイ ト か ら 印 刷 する 書類 以外 に 

調査 書 、 志 原理 由 書 (医学 部 医学 科 の み ) 等 が ありま す の で 、 
注意 し て あら か じ め 準 備 を すす め て くだ さい 。 















































出願 書類 提出 用 苑 名 シー ト 


出願 書類 の 郵送 先 は 宛名 シー ト に 自動 で 印字 され ます 。 市 販 の 角形 ら 号 封筒 (24cmx33.2c) 
に 貼り 付け て 作成 











※ 一 旦 受 理 し た 入学 検定 料 ・ 必 要 書 類 は 返却 し ませ ん 。 


(出願 完了 〉 


出願 は イン ター ネッ ト 出 願 サ イト で の 登録 完了 後 、 入 学 検定 料 を 支払 い 、 必 要 書 類 を 郵送 し て 完了 と 
な り ま す 。 登 録 が 完了 し て も 出願 書類 の 提出 期限 に 書類 が 届か な けれ は ば 出願 を 受理 で きま せん の で 
注意 し て くだ さい 。 

期限 は 上 記 (STEP4) を 参照 し て くだ さい 。 


イン ター ネッ ト で の 出願 登録 は 24 時 間 可 能 で す 。 出 願 登 録 、 検 定 料 の 支払 は 出願 締切 日 の 前 日 16 時 (営業 時 間 は コン ビニ エン スス ト ア や 
ATM な ど 、 施 設 に よっ て 異な り ま す ) で す 。 必 要 書 類 の 郵送 は 各 募 集 要項 で 定め られ た 期間 内 に 行っ て くだ さい 。 ゆ と り を 持っ た 出願 を 
心がけ て くだ さい 。 


7 . 受験 票 の 交付 

受験 票 は , イン ター ネッ ト 出 願 サ イト で 登録 し た 住所 へ 本 人 爺 ! に Ni 

受験 票 が 届い た ら , 試験 日 な どの 記載 事項 を 必ず 確認 し て くだ さい 。 不備 が あ ょ 速やか に 入学 
試験 事務 室 (問い 合わ せ 先 ] 参照 ) まで 連絡 し て くだ さい 。 

な お , コン ピュ ー タ で 表記 で き な い 氏名 の 文字 に つい て は , 文字 を 置き 換え る か , カタ カナ 等 で 表記 
され ます 。 





〇 前 期日 程 試験 
令 和 4 年 2 月 14 日 (月 ) 以降 に , 大 学 か ら 発送 し ます 。 
〇 後期 日 程 試験 


令 和 4 年 3 月 1 日 ( 火 ) 以 降 に , 大 学 か ら 発 送 し ます 。 


く 第 1 段階 選抜 不 合格 者 > 

医学 部 医学 科 (前 期日 程 ・ 後 期日 程 ) の 第 1 段階 選抜 不 合格 者 に は , 不 合格 通知 が 上 記 日 程 で 送付 さ 
れ , 受験 票 は 送付 され ませ ん 。 
ぐ 受 験 票 の 未 着 > 

前 期日 程 試験 の 受験 票 が , 令 和 4 年 2 月 17 日 ( 木 ) ま で に , 後期 日 程 試験 の 受験 票 が 令 和 4 年 3 月 4 日 
( 金 )/ ま で に 到着 し な い 場 合 は , 入学 試験 事務 室 ([ 問 い 合 わせ 先 ] 参照 ) に 確認 し て くだ さい 。 


個別 学力 検査 当日 は , 「 名 古屋 大 学 受験 票 ] と 「 大 学 入学 共通 テス ト 受 験 票 ] の 二 つ を 必ず 持参 し て 
くだ さい 。 


8 . 検定 料 の 返 本 に つい て 
出願 書類 を 受理 し た 後 は , 医学 部 医学 科 (前 期日 程 ・ 後 期日 程 ) の 第 1 段階 選抜 不 合格 者 (※) 以外 
は , 納入 済み の 検定 料 は 原則 返還 し ませ ん 。 た だ し , 以下 に 該当 する 場合 は , 納 人 され た 検定 料 を 返 本 
し ます 。 な お , 返 恒 に か か る 振込 手数 料 は 差し 引か せ て いた だ きま す 。 
ア 検定 料 納 入 後 , 出願 し な か っ た 場合 また は 出願 が 受理 され な か っ た 場合 
イ 検定 料 を 二 重 に 払い 込ん だ 場合 


| 返還 請 求 方 法 > 
| 以下 の 2 点 を 入学 試験 事務 室 (裏表 紙 参照 ) に 郵送 し て くだ さい 。 な お , 受付 期限 は 令 和 4 年 3 
| 月 31 日 ( 木 ) 必 着 で す 。 


| 〇 氏名 (フリ ガ ナ ), 現住 所 , 連絡 先 の 電話 番号 , 返還 請求 の 理由 . イン ター ネッ ト 出 願 時 の 受付 

| 番号 (12 桁 ) を 記載 し た も の (様式 は 自由 , 用 紙 は A 4 サイズ) 

| 〇 返信 用 封筒 (郵便 番号 , 住所 及び 氏名 を 記入 し , 長 形 3 号 封筒 に 84 円 切手 を 貼っ た も の ) 
後日 , 返還 手続 に 必要 な 書類 を 郵送 し ます 。 


※ 医 学部 医学 科 (前 期日 程 ・ 後 期日 程 ) の 第 1 段階 選抜 の 不 合格 者 に は , 申請 に より 13, 000 円 を 返 届 し 
ます 。 こ れ に 該当 する 者 に は , 第 1 段階 選抜 結果 発 表 時 に NH 





V 受験 に 関す る 注意 事項 
受験 前 の 体調 管理 に は 十分 留意 する と 共に , 試験 当日 は マス ク を 着用 し て くだ さい 。 試験 当日 の 体調 不 
良 等 の 場合 に は 本 学 の 医師 の 判断 で 追試 験 受験 と する 場合 が あり ます の で , あら か じ め ご 承知 お きく だ さき 
い 。 

※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 権 加 し た 入学 志願 者 の 受験 機会 を 確保 する た め の 追 試験 に つい て は , 55 
ペー ジ の と お り 実 施し ます 。 





[前 期日 程 ] 


(1) 試験 場 ・ 試 験 室 に つい て 

① 指 定 さ れ た 試験 場 以外 で は , いか な る 理由 が あっ て も 受験 で きま せん 。 個別 学力 検査 筆記 試験 当日 
は 2 日 間 と も , 最初 の 試験 開始 時 刻 の 30 分 前 まで に 指定 の 試験 室 に 到着 し て くだ さい 。 
(入室 開始 時 刻 は 2 日 間 と も , 8 時 45 分 の 予定 で す 。) 

② 試 験 室 で は , 「 名 古屋 大 学 受験 票 ] の 受験 番号 と 同じ 番号 の 席 に 着き , 「 名 古屋 大 学 受験 票 ] と [大 
学 入学 共通 テス ト 受 験 票 ] を 机上 の 番号 札 の わき に 置い て くだ さい 。 

③ 試 験 室内 で は , 監督 者 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 試験 開始 後 は , 監督 者 の 指 志 が が ある まで 退室 で き 
ませ ん 。 

④ 試 験 室 へ の 入室 , 試験 開始 及び 終了 の 時 刻 は , チャ イム 又は 振 鈴 で 合図 し ます 。 

⑤ 試 験 時 間 中 , 発言 する 必要 の ある と き は , 手 を 挙げ て 合図 し , 監督 者 の 許可 を 受け て くだ さい 。 


(②) 遅刻 者 の 扱い 
⑥ 試 験 開始 時 刻 に 遅刻 し た 場合 は , 試験 開始 後 30 分 以内 に 限り , 受験 を 認め ます 。 


(3) 携帯 する も の 

⑦ 個 別 学力 検査 当日 は , 「 名 古屋 大 学 受験 票 ] と 「 大 学 入学 共通 テス ト 受 験 票 ] の 二 つ を 必ず 持参 し 
て くだ さい 。 
また , 「 名 古屋 大 学 受験 票 ] と 「 大 学 入学 共通 テス ト 受 験 票 ] の 二 つ は , 諸手 続 に 必要 な の で 試験 
終了 後 も 保管 し て お いて くだ さい 。 

⑧ 答 案 作 成 に 必要 な 黒鉛 筆 (シャ ー プ ペン シル も 可 ), 消し ゴム , 鉛筆 削り (電動 式 を 除く ), 時 計 ( 計 
時 機能 だ け の も の ), 眼鏡 以外 の 用 具 は 机 の 上 に 置く こと は で きま せん 。 
数 学 の 試験 で は , 直線 定規 ・ コ ン パ ス を 使用 し て も 差し 支 を あり ませ ん 。 た だ し , 折り た た み 式 定 
規 , 分 度 器 付き 定規 , 三角 定規 は 使用 で きま せん 。 

⑨ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 柴 症 対策 と し て , 各 教 科 の 試験 終了 時 に 試験 会 場 の 換気 を 行い ます の で , 必 
要 な 受験 生 は 暖か い 服装 を 持参 し て くだ さい 。 


(4) 厳禁 事項 

⑩ 試 験 室 で は , 携帯 電話 , スマ ー ト フォ ン や 音 の 出る 機器 等 は . アラ ー ム 設定 を 解除 し た 上 で 電源 を 
切っ て くだ さい 。 ま た , これ ら を 身 に 付け る こと は 認め な い の で , か ば ん 等 に 入れ て くだ さい 。 
⑪ 大 学 構内 で の 喫煙 は 厳禁 と し ます 。 


⑮⑤) 不正 行為 

⑱ 次 の こと を する と 不正 行為 と な り ま す 。 不正 行為 を 行っ た 場合 は , その 場 で 受験 の 中 止 と 退室 を 命 
じ ら れ , それ 以後 の 受験 は で き な く な り ま す 。 ま た ., 受験 し た すべ て の 教科 ・ 科 目 の 成 績 を 無効 と 
し ます 。 





ア 入学 志願 票 ・ 写 真 票 , 受験 票 . 解答 用 紙 へ 故意 に 虚偽 の 記入 (本 人 以外 の 写真 を 登録 する 
こと で そ 解 答 用 紙 に 本 人 以外 の 名 前 ・ 受 験 番号 を 記入 する 等 ) を する こと 。 

カン ニン グ (カン ニン グ ペ ー パ ー・ 参 考 書 ・ 他 の 受験 者 の 答案 等 を 見 る こと , 他 の 人 か ら 
答え を 教わる こと 等 ) を する こと 。 

他 の 受験 者 に 答え を 教え た り カ ン ニ ング の 手助け を し た りす る こと 。 

試験 時 間 中 に , 問題 冊子 を 試験 室 か ら 持ち 出す こと 。 

解答 用 紙 を 試験 室 か ら 持ち 出す こと 。 

解答 開始 の 指示 の 前 に , 問題 冊子 を 開い た り 解 答 を 始め た りす る こと 。 

試験 時 間 中 に , 携帯 電話 , スマ ー ト フォ ン , ウェ アラ ブル 端末 (スマ ー ト ウォ ッ チ な ど ), 
電子 辞書 , IC レ コー ダー, 電卓 等 の 電子 機器 類 を 使用 する こと 。 

ク 解答 終了 の 指示 に 従わ ず , 鉛筆 や 消し ゴム を 持っ て いた り 解 答 を 続け た りす る こと 。 











SN 


芝 きき 堂 H マ 








⑬ 上 記 以 外 に も , 次 の こと を する と 不正 行為 と な る こと が あり ます 。 指示 に 従わ ず , 不正 行為 と 認定 
され た 場合 の 取扱 い は , 上 記 と 同様 で す 。 





ア 試験 時 間 中 に , 携帯 電話 . スマ ー ト フォ ン , ウェ アラ ブル 端末 (スマ ー ト ウォ ッ チ な ど ), 
電子 圭 書 , IC レ コー ダー, 電卓 等 の 電子 機器 類 を か ば ん 等 に し まわ ず , 身 に 付け て いた り 
手 に 持っ て いた りす る こと 。 

試験 時 間 中 に 携帯 電話 , スマ ー ト フォ ン や 時 計 等 の 音 (着信 ・ ア ラー ム ・ 振 動 音 等 ) を 長 
時 間 鳴 ら す な ど , 試験 の 進行 に 影響 を 与え る こと 。 

試験 に 関す る こと に つい て , 自身 や 他 の 受験 者 を 利 す る よう な 虚偽 の 申出 を する こと 。 
試験 場 に お いて 他 の 受験 者 の 迷惑 と な る 行為 を する こと 。 

試験 場 に お いて 試験 監督 者 等 の 指示 に 従わ な いこ と 。 

その 他 , 試験 の 公平 性 を 損なう お それ の ある 行為 を する こと 。 


の 


さき 堂 H 守 














(6) その 他 
⑭ 個 別 学力 検査 下見 日 及び 当日 に , 本 学 よ り 受験 生 へ 連絡 事項 が ある 場合 は , 試験 室 案 内 を 掲示 し た 
場所 に 掲示 し ます 。 


⑮ 各 試験 会 場 は , 自動 車 . バイ ク 等 で の 入構 は で きま せん の で 公共 交通 機関 等 を 利用 し て くだ さい 。 


上 記 の 他 , 監督 者 か ら 特 別 な 指示 が が あっ た 場合 は , その 指示 に 従っ て くだ さい 。 


V 合格 発表 一 入学 手続 

1. 入学 手続 完了 まで の 流れ 
合格 発表 か ら , 合格 者 の 入学 手続 完了 まで の 流れ は 以下 の と お り で す 。 す べ て の 手続 を 行い 期日 ま 
で に 必要 書類 が 名 古屋 大 学 に 到着 する こと で 入学 手続 が 完了 し ます 。 
合格 発表 か ら 手 続 期日 まで の 期間 が 短い た め , 事前 に 手続 の 内 容 と 流れ を 確認 し て お いて くだ きい 。 
所 定 の 期限 内 に 入学 手続 を 行わ な か っ た 場合 は 本学 へ の 入学 を 辞退 し た も の と し て 取り 扱い ます の 
で , 十分 注意 し て くだ さい 。 



















① UCARO へ の 会 員 登 録 , 出願 連携 


人 @ 合 格 発表 の 確認 お よび 入学 手続 に 必要 な イン ター ネッ ト サ ー ビ ス サ イ ト 
「UCARO ( ウ カ ロ )」 へ 会 員 登録 (無料 ) を し , 個別 学力 検査 終了 後に , 
出願 連携 を 行う 。 


⑧ UCARO で 合格 発表 を 確認 
電 。 @「UCARO」 ヘア クセ スレ 合格 発表 を 確認 する 。 
《G 呈 [67 パ ={9Kqi り あーー ゴ 誠 
ぐ 前 期日 程 > く 後 期日 程 > 
令 和 4 年 3 月 14 日 (月 ) 15 時 まで 令 和 4 年 3 月 24 日 ( 木 ) 15 時 まで 


@⑯UCARO の [入学 手続 〕」 の 該当 ペー ジ で 「 入 学 手続 要領 ] を 確認 し な が ら , 
必要 事項 の 入力 や 同意 事項 の 確認 を する 。 


④ 入学 料 等 の 支払 い (UCARO の シス テム を 利用 ) 


























ぐ 前 期日 程 > く 後 期日 程 > 

令 和 4 年 3 月 14 日 (月 ) 15 時 まで 令 和 4 年 3 月 24 日 ( 木 ) 15 時 まで 
※UCARO の 入学 手続 と 入学 料 等 の 支払 い だ け で は , 入学 手続 を し た こと に な 
り ま せん 。 




















⑤ 提出 書類 を 準備 し , 郵送 





ぐ 前 期日 程 > 15 時 く 後 期日 程 > 15 時 

令 和 4 年 3 月 15 日 ( 火 ) 郵送 必着 令 和 4 年 3 月 25 日 ( 金 ) 郵送 必着 
〇 郵送 で の 提出 書類 を 準備 する 。 
〇 郵便 局 の 窓口 か らく 書 留 速 達 郵便 > で , 入学 手続 書類 を 郵送 する 。 


























2. UCARO ( ウ カ ロ ) の 利用 
入学 手続 の 一 部 お よび 入学 料 等 の 納入 は , 合格 発表 か ら 入 学 手続 まで を 集約 し た サイ ト 「UCARO ( ウ 
カロ )」 を 使用 し て 行い ます 。 
合格 発表 の 確認 , お よび 入学 手続 に は 「UCARO] へ の 会 員 登 録 (無料 ), お よび 出願 連携 が 必須 で す 。 





圏 [UCARO| へ の 会 員 登 録 (無料 ) 
こち ら の URL より 登録 くだ さい 。 一 https://www.ucaro.net/ 
※UCARO の 登録 ・ 閲 覧 に は , パソ コン また は スマ ー ト フォ ン が 必要 に な り ま す 。 
※UCARO は 人 入学 手続 や 試験 成績 の 開示 で も 利用 し ます 。 4 月 以降 も 利用 可能 な メー ル ア ド レス 
を ID と し て 登録 し , 会 員 登録 昧 の ID (メー ル ア ド レス ) お よび パス ワー ド は 必ず 控え る よう 
に し て くだ さい 。 


圏 [UCARO」| の 出願 連携 
| 出願 連携 1] に つい て は , 以下 の サイ ト か ら 確 認 し て くだ さい 。 





名 古屋 大 学 受 験 生 応援 サイ ト ) isSi 
NU START CUTDE Bttps://wwwnagoya-uac.jp/admissions/ 


本 学 ト ッ プ ペー ジ よ り [入学 案内 ] を クリ ッ ク し , アク セス し て 下さ い 。 
※ 出 願 連 携 は , シス テム の 関係 上 , 個別 学力 検査 終了 後に 行っ て くだ さい 。 
個別 学力 検査 終了 前 は , 出願 連携 で きま せん 。 
※ 他 大 学 へ の 出願 時 等 に UCARO へ 会 員 登録 し た 者 は , 再度 会 員 登 録 の 手続 を 行う 必要 は あり ま 
せん 。 出願 連携 の み 行っ て くだ さい 。 





詳し いこ と は UCARO に 掲載 され て いる 「 よ く あ る 質問 ] 等 を 参照 し て くだ さい 。 


https://www.ucaro.net/faq 


< く UCARO の 登録 方 法 や シス テム に 関す る 問い 合わ せ 先 > 
TEL : 0570-06-5524 
先 休 時 間 こ 10 計 19 詳 








3. 合格 発表 
(1) 発表 方 法 ・ 発 表 日 時 
令 和 4 年 度 一 般 選抜 各 日 程 の 結果 は , 次 の 日 時 に UCARO と , 名 古屋 大 学 受験 者 向け サイ ト (https:// 
daigakujc.jp/nagoya-u/) で 発表 し ます 。 
名 古屋 大 学 受験 者 向け サイ ト (https://daigakujcjp/nagoya-u/) で の 発表 は , 本 学 の 情報 提供 の 一 
環 と し て 行う も の で あり , 必ず UCARO よ り 確 認 し て くだ さい 。 
前 期日 程 試験 | 令 和 4 年 3 月 9 日 ( 水 )15 時 
後期 日 程 試験 | 令 和 4 年 3 月 22 日 ( 火 ) 12 時 
前 期日 程 追試 験 | 令 和 4 年 3 月 26 日 ( 土 )15 時 

















(2) 合格 通知 書 
合格 通知 書 は , 合格 発表 の 翌日 以降 に 本 学 より 合格 者 本 人 宛て に 発送 し ます 。 





※ 必 ず 合 格 通知 書 の 到着 前 に UCARO で 確認 し , 本 学べ へ の 入学 を 希望 する 合格 者 は , 期間 内 に 入学 手 
続 を 進め て くだ さい 。 


4. 入学 手続 
(1) 入学 手続 の 期限 
入学 手続 は ,. 下記 の 期限 内 に 行っ て くだ さい 。 
所 定 の 期限 内 に 入学 手続 を 行わ な か っ た 場合 は , 本 学 へ の 入学 を 辞 退 し た も の と し て 取り 扱い ます 
の で , 十分 注意 し て くだ さい 。 





入学 料 等 の 支払 い 令 和 4 年 3 月 14 日 (月 ) 15 時 まで 
提 出 書 類 令 和 4 年 3 月 15 日 ( 火 ) 15 時 郵送 必着 
入学 料 等 の 支払 い 令 和 4 年 3 月 24 日 ( 木 ) 15 時 まで 
提 出 書 類 令 和 4 年 3 月 25 日 ( 金 ) 15 時 郵送 必着 


前 期日 程 





後期 日 程 





令 和 4 年 3 月 30 日 ( 水 ) 15 時 郵送 必着 








(2) 入学 手続 の 方 法 
合格 者 は , UCARO 上 の 人 入学 手続 ペー ジ よ り 「 令 和 4 年 度 名 古屋 大 学 入学 手続 要領 |] を ダウ ン ロ ー 
ド し て 詳細 を 確認 し , 手続 を 進め て くだ さい 。 (| 入学 手続 要領 ] は 合格 者 の み 閲 覧 可能 と な り ま す ) 
手続 の 流れ ・ 概 略 は 以下 ひと お り で す 。 こ れ ら すべ て を 入学 手続 期限 まで に 完了 し て くだ さい 。 


①UCARO で 合格 を 確認 後 , 入学 手続 の 該当 ペー ジ で 必要 事項 を 確認 し , 入力 する 。 

⑧②UCARO の シス テム を 利用 し , 学生 納入 金 の うち , 入学 料 等 の 支払 い に 関す る 手続 を 行い , 入学 料 
を 振り 込む 。 
※ 日 本 学生 支援 機構 給付 半 学 金 採用 候補 者 (4 月 に 申請 予定 の 者 を 含む ) お よび 入学 料 免除 等 申請 
予定 者 は , 入学 料 を 振り 込ま な いで くだ さい 。 

③ [入学 手続 要領 」 に 記載 され て いる 必要 提出 書類 を , 書留 速達 郵便 で 郵送 する 。 (| 大 学 入学 共通 テ 
スト 受験 票 ] は 提出 書類 の 一 つ で す 。 な くさ な いよ う よ う に し て くだ さい ) 


(3) 入学 料 等 学生 納入 金 , お よび 学生 教育 研究 災害 傷害 保険 料 (予定 ) 
UCARO の シス テム を 利用 し て 手続 を 行い , 次 の 入学 料 お よび 学生 教育 研究 災害 傷害 保険 料 を 納入 
くだ さい ゆい 。 
クレ ジッ トカ ー ド 払い や コン ビニ エン スス ト ア 等 か ら の 支払 い が 可 能 で す 。 
日 本 学生 支援 機構 給付 澤 学 金 採用 候補 者 (4 月 に 申請 予定 の 者 を 含む ) お よび 入学 料 免除 等 申請 予 
定 者 は , 「 入 学 手続 要領 | に し た が っ て , UCARO 上 で 「 入 学 料 免除 ・ 徴 収 猫 予 申請 ] を 「 申 請 有 り 」 
と 選択 し , 必要 な 手続 を 行っ て くだ さい 。 


入学 手続 の 際 に 納入 





学生 教育 研究 災害 傷害 保険 料 
(* は 学研 炎 付 常 賠償 責任 保険 を 含む ) 
60 ペ ー ジ 参照 


3, 300 円 











*4.660 円 





3, 300 円 





*4.660 円 





*4.660 円 





282, 000 円 *4.660 円 





*7,800 円 


医学 部 医学 科 





3, 370 円 


医学 部 保健 学科 (看護 学 専攻 除く ) 





*5, 370 円 


医学 部 保健 学科 看護 学 再 


攻 





*4.660 円 








*4.660 円 





工学 
学 


農 





(人 学 後に 納入 ) 
授業 料 


前 期 分 
年 額 


267, 900 円 
535, 800 円 





【 注 】① 入 学 時 又は 在学 中 に 学生 納入 金 の 改定 が 行わ れ た 場合 に は , 改定 時 か ら 新 た な 入学 料 額 お よ 


び 授 業 料 額 が 適用 され ます 。 
② 納 入 済 み の 入学 料 は 返還 し ませ ん 。 


③ 学 生 教 育 研究 災害 傷害 保険 料 は , 学 沼 
「 入 学 手続 要領 ]」 を 参照 し て くだ さい 。 
改定 時 か ら 新 た な 保険 料 が 適用 され ます 。 


な お , 保険 料 の 改定 が 行わ れ た 場合 


(学科 ) に より 異な り ま す 。 保険 料 の 支払 い 方 法 は , 


(④ そ の 他 , 入学 に 必要 な 手続 の 詳細 は 「 入 学 手続 要領 」 を 参照 し て くだ さい 。 


5. 入学 辞退 の 手続 


合格 者 で あっ て , 本 学 へ の 入学 を 辞退 し よう と する 者 は , 下記 日 時 まで に 「 入 学 辞退 届 ] (UCARO 
より ダウ ン ロ ー ド で きる , 本 学 所 定 の も の ) を 入学 試験 事務 室 (裏表 紙 参 照 ) に 郵送 また は FAX に よ 


り 提 出し て くだ さい 。 


な お , 「 入 学 辞退 届 ] を 提出 し た 者 は , 本 学べ へ の 入学 手続 を 行う こと は で きま せん 。 


く 提 出 期限 > 
前 期日 程 試験 合格 者 
後期 日 程 試験 合格 者 


6. 追加 合格 


令 和 4 年 3 月 15 日 ( 火 ) 12 時 まで 
令 和 4 年 3 月 25 日 ( 金 ) 12 時 まで 


合格 者 の 追加 を 行う こと が あり ます 。 追加 合格 実施 の 有無 に つい て は , 令 和 4 年 3 月 27 日 (日 )17 時 ま 


で に 本 学 ホ ー ム ペー ジ に 掲載 し ます 。 


な お , 追加 合格 実施 の 有無 に つい て の 電話 等 に よる 照会 に は 応じ ませ ん 。 


(1) 期間 ・ 対 象 ・ 方 法 


期 間 : 令 和 4 年 3 月 28 日 (月 ) 一 令 和 4 年 3 月 31 日 ( 木 ) 





対 象 : 本 学 の 一 般 選 抜 を 受験 し た 者 で , 他 の 国 公立 大 学 ・ 学 部 の 入学 手続 を 完了 し て いな い 者 

方 法 : 名 古屋 大 学 入学 志願 票 に 記載 され て いる 「 緊 急 連絡 先 ] へ , 本 人 に 電話 を し ます 。 本 人 が 不 
在 の 場合 で も 連絡 が 直ちに 行え る よう に 所 在 を 明らか に し て お いて くだ さい 。 本学 か ら の 連 
絡 の 際 , 追加 合格 候補 者 が 不在 等 で , 本 学 が 連絡 し て か ら 5 時 間 経 過 し て も 連絡 ・ 確 認 が で 
き な か っ た 場合 は , 入学 意思 が な いも の と し て 取り 扱い ます 。 
な お , 電話 が 不通 の 場合 に は , 出願 時 に 登録 し た メー ル ア ド レス に 連絡 する こと が あり ます 。 
「@adm.nagoya-u.acjp] か ら の メー ル を 受信 で きる よう 設定 し て くだ さい 。 


(2) 入学 手続 


追加 合格 の 連絡 を 受け , 本 学 に 入学 し よう と する 者 は , 52 ペ ー ジ を 参考 に , UCARO で 入学 手続 を 
行っ て くだ さい 。 


【 注 】 追 加 合格 者 が 本 学 の 入学 手続 を 行っ た 場合 , 他 の 国 公立 大 学 ・ 学 部 へ の 入学 手続 は で きま せん 。 









MI 一 般 選 抜 (前 期日 程 ) 追試 験 に つい て 
※ 追 試験 に つい て は , 令 和 4 年 度 入学 者 選抜 に 限り 実施 し ます 。 





1. 追試 験 対象 者 

2 月 25 日 ( 金 ) お よび 2 月 26 日 ( 土 ) に 実施 する 一 般 選抜 (前 期日 程 ) に お いて , 以下 に 該当 し , 追 
試験 の 受験 を 許可 きれ た 者 が 3 月 22 日 ( 火 ) に 実施 する 追試 験 を 受験 で きま す 。 

① 新 型 コ ロナ ウイ ルス に 槍 思 し , 試験 日 まで に 医師 が 治療 し た と 判断 し て いな い 者 

② 試 験 直前 に 保健 所 等 か ら , 濃厚 接触 者 と 特定 され た 者 

③ 発 熱 ・ 咳 等 の 症状 が あり , 試験 当日 の 検温 で , 37.5 で 以上 の 発 圭 が ある 者 

④ 経 過 和 観察 シー ト (表紙 参照 ) の 症状 チェ ッ ク に 該当 する 症状 が 生じ て いる 者 


※ 上 記 ①, ③, ④ に 該当 する 者 が 追試 験 の 申請 を する 際 に は , 医師 の 診断 書 の 提出 が 必要 で す 。 (診断 
書 の 提出 が な い 場 合 は 追試 験 の 受験 を 許可 し ませ ん ) 
※② に 該当 する 者 に は 以下 を 自 上 著 し た 書面 を 提出 くだ さい 。 
・ 受 験 番号 . 氏名 お よび 連絡 の と れる 電話 番号 
・ 濃 厚 接触 者 に 該当 する と 判断 し た 保健 所 の 名 称 
・ 保 健 所 か ら 濃厚 接触 者 に 該当 する と 連絡 が あっ た 日 , お よび 健康 観察 期間 と し て 不要 不 急 の 外出 を 
控え る よう 指示 され て いる 期間 
・ 保健所 また は 保健 所 か ら 指 示さ れ た 医療 機関 に よる PCR 検 査 の 結果 (一 般 の 病院 等 で の 検査 は 不可 ) 
試験 当日 の 体調 不良 に つい て > 
・ 試 験 当日 に 体調 不良 の 申し 出 が あっ た 場合 に は , 医師 等 に よる | 健康 状態 チェ ッ ク リ スト | に 基 づ 
く 診 断 に より , 受験 の 中 断 お よび 追試 験 の 申請 を 判断 する 場合 が あり ます 。 
・ 試験 時 間 中 に 体調 不良 を 申し 出 た 場合 に は , 試験 時 間 の 延長 は あり ませ ん 。 


| 一 般 選抜 (前 期日 程 ) 追試 験 の 申請 の 詳細 等 に つい て は , 受験 票 の 発送 時 期 に 本 学 ホ ー ム ペー ジ | 
| で 公表 し ます の で , 確認 し て くだ さい 。 


古屋 大 学 受験 生 応援 サイ ト . 
6 ART Th ー https://WWw.nagoya-u.aC.JD/adrmissions/ 


本 学 ト ゥ ッ プ ペー ジ よ り [入学 案内 ] を クリ ッ ク し 、 ア クセ ス し て くだ さい 。 





2. 追試 験 中 請 に あたっ て の 留意 事項 
(1) 追試 験 受験 申請 書 の 提出 
追試 験 を 申請 する 際 は , 「 令 和 4 年 度 名 古屋 大 学 個別 学力 検査 追試 験 受験 申請 書 ] お よび 各 医 療 機 
関 の 診 断 書 等 の 提出 が 必要 で す 。 
申請 書 に つい て は , 本 学 ホ ー ム ペー ジ か ら ダ ウン ロー ド し 2 月 26 日 ( 土 ) 16 時 まで に 名 古屋 大 学 入 
試 事務 室 (裏表 紙 参照 ) へ 持参 (代理 人 可能 ) も し く は , メー ル ま た は FAX で 提出 し て くだ さい ( 原 
本 は 3 月 1 日 ( 火 ) 必着 で 郵送 する こと )。 





(2) 追試 験 受験 許可 に つい て 

申請 内 容 を 審査 の 上 , 後日 , 追試 験 受験 許可 書 を 送付 し ます 。 

「 1. 追試 験 対象 者 ] の うち , 新型 コロ ナウ イル ス 慌 患者 は , 追試 験 の 受験 に あたり , 退院 証明 書 等 , 
退院 し た こと が わか る 書類 を , 濃厚 接触 者 に つい て は , 隔離 期限 が わか る 証明 等 の 確認 を 行い ます 。 


当該 証明 書 等 に つい て 3 月 14 日 (月 ) まで に 入学 試験 事務 室 ま で 提出 し て くだ さい 。 
な お , 追試 験 会 場 等 に つい て は , 追試 験 受験 許可 証 の 送付 時 に お 知ら せ し ま す 。 


(3) 追試 験 の 詳細 に つい て 

追試 験 実施 方 法 等 の 詳細 に つい て は ., 名 古屋 大 学 ホ ー ム ペー ジ に て 後日 公表 し ます 。 

な お , 工学 部 と 農学 部 は 第 1 志望 学科 の み で 合格 者 を 決定 し , 高 得点 者 選抜 は 行い ませ ん 。 ま た , 
医学 部 保健 学科 は 第 1 志望 専攻 の み で 合格 者 を 決定 し ます 。 





















































追試 験 日 程 
Ne 
事 * し 2 部 合 穫 
和 | 有 
前 愉 ココ 沙 
学 者 
者 人 東 学 
み 王 選 み 二 
抜 表 小 光 4 
上 
令 和 4 年 令 和 4 年 令 和 4 年 令 和 4 年 
2 月 26 日 ( 土 ) 3 月 22 日 ( 火 ) 3 月 26 日 ( 土 ) 3 月 30 日 ( 水 ) 
16 時 まで (予備 日 3 月 23 日 ) 15 時 15 時 まで 
※1 信和 4 年 度 名 古屋 
大 学 個別 学力 検査 師 
試験 受験 申請 書 , お 
よび 各 医 療 機関 の 診 
断 書 等 の 提出 


※2 事前 手続 き の 詳細 
に つい て は ,「2. 追 
試験 申請 に あたっ て 
の 留意 事項 ] を 必ず 
ご 確認 くだ さい 。 





4. 合格 者 発表 
追試 験 受験 者 の 合格 者 発表 は , UCARO (51 ペ ー ジ 参照 ) と 名 古屋 大 学 受 験 者 向け サイ ト (https:// 
daigakujc.jp/nagoya-u/) に て 令 和 4 年 3 月 26 日 ( 土 ) 15 時 に 行い ます の で , 必ず 確認 する よう に し て 
くだ さい 。 





5. 入学 手続 
入学 手続 に つい て は , 52 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 
追試 験 の 合格 者 は , 令 和 4 年 3 月 30 日 ( 水 ) 15 時 まで に 入学 手続 を 必ず 行っ て くだ さい 。 





6. 入学 辞退 
追試 験 の 合格 者 で あっ て , 本 学べ へ の 入学 を 辞退 し よう と する 者 は , 令 和 4 年 3 月 30 日 ( 水 ) 15 時 まで 
こ 「 入 学 辞退 届 ] (本 学 所 定 の も の , UCARO よ り ダ ウン ロー ド 可 ) を 入学 試験 事務 室 (裏表 紙 参 照 ) 
へ 郵送 また は FAX に より 提出 し て くだ さい 。 
な お , 「 入 学 辞退 届 ] を 提出 し た 者 は , 本 学 へ の 入学 手続 行う こと は で きま せん 。 


個人 情報 の 取扱 い 


(1) 個人 情報 に つい て は , | 独立 行政 法人 等 の 保有 する 個人 情報 の 保護 に 関す る 法律 ] 及び 「 東 海 国立 大 
学 機構 個人 情報 保護 規程 ] に 基づき , 適切 に 管理 し ます 。 

(2②) 出願 時 に 得 た 住所 , 氏名 , 生年 月 日 , その 他 の 個人 情報 に つい て は , 入学 者 選抜 , 合格 者 発表 
手続 業務 を 行う た め に 利用 し ます 。 

(3⑬) 出願 時 に 得 た 個人 情報 及び 入学 者 選抜 に 用 いた 試験 成績 は , 今後 の 人 学者 選抜 方 法 の 検討 資料 の 作成 
の た め に 利用 し ます 。 ま た , 入学 者 に つい て の み ① 教 務 関 係 (学籍 , 修学 指導 等 ), ② 学 生 支 援 関係 ( 健 
康 管理 , 就職 支援, 授業 料 免除 ・ 奨 学 金 申請 等 )、③ 授 業 料 徴収 に 関す る 業務 を 行う た め に 利用 し ます 。 

(4) 上 記 (2) 及び (3) の 各種 業務 で の 利用 に 当たっ て は , 一 部 の 業務 を 本 学 よ り 当 該 業 務 の 委託 を 受け た 業 
者 (以下 , 「 受 託 業者 ] と いう 。) に お いて 行う た め , 受託 業者 に 対し て , 委託 し た 業務 を 遂行 する た め 
に 必要 と な る 革 囲 で 個人 情報 の 全部 又は 一 部 を 提供 し ます 。 

(⑤) 国 公立 大 学 の 分 離 分 割方 式 に よる 合格 及び 追加 合格 決定 業務 を 円 滑 に 行う た め , 氏名 , 受験 番号 , 合 
格 及 び 人 入学 手続 等 に 関す る 個人 情報 を , 独立 行政 法人 大 学 人 試 セ ンタ ー 及 び 併願 先 の 国 公立 大 学 に 情報 
提供 し ます 。 











区 一 般 選 抜 に お ける 試験 成績 の 開示 
本 学 で は , 志願 者 本 人 の 希望 に より 令 和 4 年 度 一 般 選 抜 に 係る 試験 成績 に つい て , 次 に より 志願 者 本 人 
に 開示 し ます 。 た だ し , 後期 日 程 試験 の 医学 部 医学 科 お よび 追試 験 は 試験 成績 の 開示 は 行い ませ ん 。 


(1) 開示 内 容 


・ 大 学 入学 共通 テス ト の 合計 得点 (本 学 で の 配点 に 基づく 換算 点 ) ・ 合 格 者 の 最高 点 
・ 個別 学力 検査 の 合計 得点 ・ 合格 者 の 最低 点 
・ 大 学 入学 共通 テス ト と 個別 学力 検査 の 合計 得点 ・ 合 格 者 の 平均 点 


【 注 】①) 工 学部 及び 農学 部 の 合格 者 の 最低 点 は , 高 得点 者 選抜 を 除く 一 般 選 抜 に お ける 合格 者 の 最低 
上 で す 。 
(2) 医学 部 医学 科 の 面接 に 関す る 評価 の 開示 は 行い ませ ん 。 


(2) 申込 方 法 

試験 成績 の 開示 を 希望 する 者 は , 出願 登録 時 に [希望 する ] に チェ ッ ク し レ し, 検定 料 納 人 の 際 に 300 
円 を あわ せ て 支払 っ て くだ さい 。 

な お , 出願 時 に 試験 成績 開示 を 希望 し な い 者 に は , 試験 成績 の 開示 は し ませ ん 。 

また , 検定 料 納入 後 の 変更 は で きま せん の で 注意 し て くだ さい 。 








開示 方 法 及び 開示 期間 
・UCARO で 開示 
・ 令 和 4 年 4 月 12 日 ( 火 )12 : 00 一 令 和 4 年 5 月 31 日 ( 火 )12 : 00 


ーー 
て っ 
* ヽ ーー 


X 学生 生活 の 準備 ・ サ ポー ト 
1 . 修学 費 支援 
(1) 高等 教育 の 修学 支援 新制 度 
令 和 2 年 4 月 か ら , 大 学 等 に お ける 修学 の 支援 に 関す る 法律 に 基づく 修学 支援 新制 度 が 始ま り ま し 
た 。 名 古屋 大 学 は , 修学 支援 新制 度 の 対象 機関 に 認定 され て いま す 。 
高等 教育 の 修学 支援 新制 度 は , 以下 2 つの 支援 か ら な り ま す 。 
〇 給付 半 学 金 (原則 返 が 不要 な 奨 学 金 ) 
〇 授業 料 等 の 減免 (授業 料 と 入学 料 の 免除 また は 減額 ) 
本 制度 の 申請 を 行う 場合 は , 文部 科学 省 及び 日 本 学生 支援 機構 の 以下 の ペー ジ か ら 制 度 の 詳細 を 確 
認 の 上 , 新制 度 に 該当 する 方 は , 在籍 する 学校 又は 卒業 し た 学校 を 通じ て 予約 採用 手続 を 行う か , 入 
学 時 に 手続 を 行っ て くだ さい 。 詳細 は 「 人 入学 手続 要領 」 に て 確認 し て くだ さい 。 











文部 科学 者 ホー ムペ ー ジ | https://wwwmext.gojp/kyufu/index.htm 





https://wwwJjasso.goJp/shogakukin/index.html 





日 本 学生 支援 機構 https://wwwjasso.gojp/shogakukin/oyakudachi/shogakukin- 
進学 資金 シミ ュ レ ー タ ー | simulator.html 








(2) 入学 料 の 免除 及び 徴収 猫 巴 

入学 料 に つい て , 学資 負担 者 が , 入学 前 1 年 以内 に 死亡 また は 風水 害 等 に 被災 する な ど , 特別 な 事 
情 に より 入学 料 の 納入 が 著しく 困難 と 認め られ る 場合 は , 選考 の 上 , 入学 料 の 全額 また は 一 部 が 免除 
ある い は 徴収 猫 予 ミ れ る 制度 が あり ます 。 名 古屋 大 学 の ホー ムペ ー ジ に も 記載 され て いま す が , 詳細 
は 「 入 学 手続 要領 ] に て 確認 し て くだ さい 。 


(3) 奨 学 金 

人 物 ・ 学 業 と も に 優れ た 学生 で あっ て , 経済 的 理由 に より 修学 が 困難 と 認め られ る 場合 に は , 日 本 
学生 支援 機構 を は じ め , 地方 公共 団体 , 民間 苗 学 事業 団体 等 か ら 奨 学 金 が 給与 (給付 )・ 貸 与 さ れる 
制度 が あり ます 。 い ずれ も , 選考 の 上 , 決定 され ます 。 

日 本 学生 支援 機構 奨学 金 の 詳細 は , 以下 の ホー ムペ ー ジ に て 確認 し て くだ さい 。 募集 日 程 等 に つい 
て は , 人 入学 後 ま も な く , 学内 の 掲示 板 お よび 名 古屋 大 学 ホ ー ム ペー ジ に て お 知ら せ し ま す 。 

(2) 入 学 料 の 免除 お よび 後 収 猫 予 . (3) 奨学 金 に 関す る 詳細 は , 次 の サイ ト を ご 覧 くだ さい 。 

https://Www.nagoya-u.acJDp/academics/scholarship/index.html 

また , 名 古屋 大 学 で の 照会 先 は 以下 の と お り で す 。 メ ー ル で 問い 合わ せ の 際 は [a] を @ に 変え て 送 
信 く だ さゆ 





く 照 会 先 > 教 育 推進 部 学生 支援 課 プ 奨学 支援 係 

電話 052-789-2172 

E-Mail gaku-sien3[aladmnagoya-u.acjp 
く 照 会 先 > 教 育 推進 部 学生 支援 課 壮 学 支援 係 

電話 052-789-2175 

E-Mail nu-jasso.loan laladm.nagoya-u.acjp 
人 * 応 募 等 の 諸手 続き は , 入学 後に 在学 生 専用 サイ ト で 案内 し ます 。 
学生 支援 機構 ぐ 照 会 先 > 教 育 推進 部 学生 支援 課 壮 学 支援 係 

以外 電話 052-789-2174 


(2) 入 学 料 の 免除 
お よび 徴収 猫 巴 





学生 支援 機構 


金 
学 





ゆ 


* 








(4) 国 の 教育 ロー ン (日 本 政策 金融 公庫 ) 

本 学 の 入学 者 や 在学 者 は , 保護 者 を 通じ て , 日 本 政策 金融 公庫 の 「 国 の 教育 ロー ン | を 利用 する こ 
と が で きま す 。「 国 の 教育 ロー ン 」 は , 教育 の た め に 必要 な 資金 を 融資 する 公 的 な 制度 で , 入学 金 や 
アパ ー ト の 敷金 な どの 入学 時 の 費用 や , 授業 料 や 教科 書 代 . アパ ー ト の 家賃 な どの 在学 中 の 費用 に 幅 
広く 使え ます 。 なお, 申込 み は 合 格 発表 前 に ち す る こと が で きま す 。 

詳し く は , 教育 ロー ンコ ー ル セン ター (ナビ ダイ ヤル 0570-00-8656) に お 問い 合わ せい た だ く か , 
以下 の ペー ジ に て ご 確認 くだ さい 。 

(日 本 政策 金融 公庫 ホー ムペ ー ジ ) 

https://Wwwrfc.gojp/vn/fnance/search/ippan.html 


学生 1 人 に つき 350 万 円 以内 





15 年 以内 (交通 遺児 家庭 , 母子 家庭 , 父子 家庭 また は 世帯 年 収 200 万 円 
(所 得 122 万 円 ) 以内 の 方 は 18 年 以内 








2 . 学生 の 宿舎 等 
(1) 名 古屋 大 学 国際 員 鳴 館 
く 概 要 > 
ア 所 在 地 等 〒466-0811 名 古屋 市 昭和 区 高峰 町 165 
東山 キャ ン パ ス か ら 南 へ 約 700m (徒歩 : 約 10 分 , 自転 車 : 約 5 分 ) 
イ 入居 定員 291 名 
男子 : 211 人 (うち , 外国 人 留学 生 30 人 ) 
女子 : 80 人 (うち , 外国 人 留学 生 30 人 ) 
ウ 人 入居 期間 原則 と し て 1 年 (審査 の 上 , 延長 可能 ) 
エ 施設 概要 居室 は 個室 (13m) で す が , キッ チン , リビン グ , 洗濯 室 は 共同 利用 で す 。 
オ 設備 概要 居室 に は , 机 , 椅子 . ベッ ド , ワー ドロ ー プ , 戸棚 , ユニ ッ ト バ ス ・ ト イレ , エア コ 
ン , WiRi 環 境 が あり ます 。 
カ 経費 寄宿 料 月 額 16.000 円 (共益 費 を 含む ) 光熱 水 料 実費 
キ 申込 資格 自宅 (生計 を 一 に する 家族 の 住居 ) か ら 通 学 に 要する 時 間 が 片道 2 時 間 以 上 で ある こと 
ク 審査 経済 的 状況 に より 審査 を 行い , 困 徐 度 の 高い 者 か ら 許可 し ます 。 
例 : 年 収 (給与 収入 ) が 4 人 家族 (両親 . 本 人 , 私 立 高校 在学 の 弟 また は 妹 ) で 700 
万 貼 學 下 等 
ケ 申込 方 法 等 宿舎 申込 方 法 等 は , 名 古屋 大 学 の ホー ムペ ー ジ で 案内 し ます 。 


https://www.nagoya-u.aCJD/academics/campus-lfe/housing/ 





(2) アパ ー ト ・ マ ンション 等 

一 人 暮らし の 希望 者 に は , 名 古屋 大 学 消費 生活 協同 組合 (名 大 生協 ) に お いて , お 部 屋 探 し の 予約 
会 や 相談 会 を 実施 し て お り ま す 。 

大 学 付近 の 平均 家賃 は 45, 000 円 一 50, 000 円 程度 で す 。 食 事 付き の 物件 等 ちあ あり ます の で ご 相談 くだ 
さい 。 

詳細 は 名 大 生協 の | 受験 生 ・ 新 入 生 応援 サイ ト (http://www.nucoopjp/fresh/index.html) 」 に て 
順次 情報 を 掲載 いた し ます 。 
※ ス ケ ジ ュ ー ル は 2021 年 11 月 時 点 で の 予定 で す 。 今後 変更 に な る 場合 も ご ざい ます の で , 上 記 「 受 験 

生 ・ 新 入 生 応 援 サ イト ] に て ご 確認 を お 願い いた し ます 。 

ー 59 一 


く 合 格 前 予約 会 > 


受付 時 間 


2 月 23 日 ( 祝 ) 一 2 月 24 日 ( 木 ) | 11 : 00 一 15 : 00 





2 月 27 日 (日 ) 10 : 0015 : 00 南部 食堂 2 階 「 彩 
※ 試 験 当日 (2 月 25 日 ・26 日 ) の 開催 に つい て は , 詳細 が 決定 次 第 , 名 大 生協 「 受 験 生 ・ 新 入 生 応 援 
サイ ト 」| で ご 案内 いた し ます 。 
・ 合 格 の 際 に 必ず 入居 する こと を 条件 に 合格 前 に お 部 屋 を 1 部 屋 押 さえ る こと が で きる 予約 会 で す 。 
・ 手 付 金 等 の 費用 は 不要 で す 。 (一 部 物件 を 除く ) 
・ 円 滑 に 案内 が 行え を る よう に 来場 予約 を お 願い し て お り ま す 。 
く お 部 屋 探し 相談 会 








受付 時 間 


3 月 9 日 ( 水 ) 15 : 00 一 18 : 00 





3 月 OH (本 おこ 3 月 5B(X) Oi00ol5i00 1 の 
・ お 部 屋 探し に 合わ せ て , 新生 活 や 入学 準備 に 必要 な も の を トー タル で ご 紹介 いた し ます 。 
・ 来 場 が 集中 する 期間 と な り ま す の で 原則 と し て 新入 生 サ ポー ト セ ンタ ー の 来場 予約 を お 願い し て お り ま す 。 
・3 月 16 日 以降 は 「 住 まい の 韓 旋 コー ナー| まで お 問い 合わ せく だ さい 。 

e-maill : nu-living(⑨nucooDJD 

TEL : 052-788-7875 11:00 一 16:00 ( 水 , 土日 祝 は 閉店 ) 





3 . 健康 相談 お よび 保険 制度 

(1) 定期 健康 診断 及び 健康 相談 
本 学 で は , 保健 管理 室 (総合 保健 体育 科学 セン ター) に お いて , 毎年 春 に 定期 健康 診断 を 行っ て い 
ます 。 ま た , 心身 共に 健康 で 有意 義 な 学生 生活 を 送る た め に , 心身 両面 に わた る 健康 に 関し て 学生 は 
いつ で も 気軽 に 相談 で きま す 。 


(2) 学生 教育 研究 災害 傷害 保険 制度 及び 学研 災 付 帯 賠償 責任 保険 制度 
ア 学生 教育 研究 災害 傷害 保険 制度 
正 課 中 (授業 中 ・ 研 究 活動 中 ), 学校 行事 中 , 学校 施設 内 に いる 間 , 課外 活動 中 及び 通学 中 に 生 
じ た 不 慮 の 災害 事故 に より 身体 に 傷害 を 被っ た 場合 の 被害 救済 措置 と し て の 保険 制度 で す 。 
イ 学研 災 付 常 賠償 責任 保険 制度 
正 課 中 (授業 中 ・ 研 究 活動 中 ), 学校 行事 中 , 課外 活動 中 イン ター ンシップ , 教育 実習 , 医学 
部 の 実習 , ボラ ンティア 和 活動 及び その 往復 に お いて 他人 に ケガ を させ た り , 他人 の 財 物 を 損壊 し た 
り し た こと に より , 法律 上 の 損害 賠償 交 任 を 負担 する こと に よっ て 被る 損害 を 補償 する 措置 と し て 
の 保険 制度 で す 。 
【 注 】① 教 育 ・ 経 済 ・ 情 報 ・ 理 ・ 工 ・ 農 の 各 学 部 及び 医学 部 医学 科 ・ 医 学部 保健 学科 看護 学 専攻 へ の 入学 
者 は , 全員 , 前 記 ア 及び イ の 両方 の 保険 に 加 人 人 する も の と し て いま す 。 
② 文 ・ 法 の 各 学 部 及び 医学 部 保健 学科 (看護 学 専攻 は 除く ) へ の 入学 者 は , 全員 前 記 ア に 加入 し 
イ の 保険 へ の 加入 希望 者 は , 入学 後 , それ ぞ れ の 学部 の 教務 学生 関係 の 窓口 で 手続 を する こと と 
し て で いま す 。 
保険 料 は , 次 の と お り で , 教育 ・ 経 済 ・ 情 報 ・ 理 ・ 工 ・ 農 の 各 学部 及び 医学 部 医学 科 ・ 医 学 
部 保健 学科 看護 学 専攻 は , 前 記 (2) イ の 保険 料 を 含ん で いま す 。 





文 由 法 の 各 学 部 [保険 期間 4 年 間 ] Ye 3, 300 円 
教育 ・ 経 済 ・ 情 報 ・ 理 ・ 工 ・ 農 の 各 学 部 [保険 期間 4 年間] ………… 4, 660 円 


医学 部 (医学 科 ) [保険 期 間 6 年 間 ] SS 7。 800 円 
医学 部 (保健 学科 看護 学 専攻 は 除く ) [保険 期間 4 年 間 ] …………… 3, 370 円 
医学 部 (保健 学科 看護 学 専攻 ) [保険 期間 4 年間] … の wt 5.370 円 


4. ノー ト PC の 準備 に つい て 

キャ ン パ ス 内 に は パソ コン の 設置 され た 端末 室 が あり , WiEi ネ ットワーク サー ビス も 提供 され て い 
ます 。 オ ン ラ イン 講義 や 自習 等 の た め に , PC を 準備 し て いた だ く こ と を 推 半 し ます 。 

(PC の 推 状 ス ペッ ク 等 に つい て は , 入学 者 へ 追っ て お 知ら せ し ま す ) 


5 . そ の 他 
(1) 学生 相談 
本 学 に は 学生 支援 本 部 が 設置 され て いて , 学業 , 進路 , 対人 関係 , 精神 保健 , 将来 , 就職 の こと な 
ど 学 生生 活 上 の 悩み や 課題 に つい て , いつ で も 相談 に 応じ し て いま す 。 
(2) 体育 活動 
お よそ 50 の 運動 サー クル が 名 古屋 大 学 体育 会 に 所 属し , 活発 な 課外 活動 を 行っ て いま す 。 
(3) 文化 活動 
お よそ 60 の 文化 サー クル が 名 古屋 大 学 文 化 サー クル 連盟 を 組織 し , 活発 な 課外 活動 を 行っ て いま す 。 
(4) 学生 会 館 
東山 キャ ン パ ス に は , 学生 課外 活動 の 中 心 施設 と し て 学生 会 館 が あり , 集会 室 , 和室 お よび 談話 室 
な ど が あり ます 。 
(5) 学生 食堂 等 
大 学 の 構内 に は , 食堂 ・ カ フェ や 日 用 品 の 売店 等 が あり ます 。 
また , 教科 書 の 販売 に つい て は 名 古屋 大 学 消費 生活 協同 組合 (名 大 生協 ) に て 行っ て いま す 。 新入 
生 の 教科 書 購入 に つい て は 「 受 験 生 ・ 新 入 生 応 援 サ イト (https://www.nucoopjp/fresh/index. html) 」 
に て 順次 情報 を 掲載 いた し ます 。 





名 古屋 大 学 消費 生活 協同 組合 の 受験 生 向け 情報 提供 ・ 資 料 請求 に つい て 
名 古屋 大 学 消費 生活 協同 組合 (名 大 生協 ) は , 名 古屋 大 学 受験 生 ・ 保 護 者 向け に 「 住 まい 物件 「 入 
学 準 備 ] |「 教 和書 ・ 教 材 申込 」 |「 フ ー ト PC (大 学 の 推 装 ス ペッ ク に 準拠 し た も の ) の ご 案内 ] な ど に 
関す る 情報 や 冊子 を 提供 し て お り ま す 。 
また , 合格 発表 後に 入学 準 備 ・ 教 和書 販売 に 関す る 説明 会 を 3 月 12 日 ( 土 )~3 月 21 日 ( 祝 ) に 開催 
予定 で す 。 説 明 会 の 詳細 確認 . 申し 込み ・ 資 料 請求 は 下記 の 「 受 験 生 ・ 新 入 生 応 援 サ イト | か ら 行 う 
ら だ の で きま す 。 
※ ス ケ ジ ュ ー ル は 2021 年 11 月 時 点 で の 予定 で す 。 今後 変更 に な る こと も ご ざい ます の で , 以下 の サイ ト 
か ら 最 新 情報 の ご 確認 を お 願い いた し ます 。 
※ な お 資料 冊子 の 発送 は 1 月 中 旬 以 降 を 予定 し て いま す 。 











すぐ に 生協 か ら の 入学 準備 情報 を 受 
名 大 生協 け 取る こと が で きる ,「 名 古屋 大 学生 


逐 生 新人 生 応 援 サ イト 」 計 寺 5 | 協 新 和 生 サポ ー ト セン ターLINE 公 式 


http://www.nucoop.Jp/fresh/index. 
html 


アカ ウン ト 」 へ の 友だち 登録 
https://WWw.nucoop.jp/fresh/start/ 
start_346 . html 


ぐ 名 大 生協 の 受験 生 向け 資料 に 関す る お 問い 合わ せ 先 > 
名 古屋 大 学 消費 生活 協同 組合 ・ 本 部 Tel : 052-781-1111 (平日 10 : 00 一 17 : 

















【 付 ①】 名 古屋 大 学 入学 試験 結果 (概要 ) 
令 和 3 年 度 名 古屋 大 学 入学 試験 志願 者 ・ 受 験 者 ・ 合 格 者 数 及び 志願 倍率 一 覧 


後期 日 程 ) 














T) 直 原 者 受 





自然 情報 学科 
人 間 ・ 社 会 情報 学科 


























コン ピュ ー タ 科学 科 














看護 学 専攻 
放 介 泊 技 術科 学 専攻 
検 信 技 術科 学 専攻 
理学 療法 学 専攻 
作業 療法 学 専攻 















































小 
化学 生命 工学 科 
物理 工学 科 
マテ リア ル 工 学科 
、 | 電電 子 情報 工 学 和 
| 機 . 才 人 宙 工 学 和 
エネ ルギー 理工 学科 
環境 土木 ・ 建 築 学科 

小 。 計 
生物 環境 科学 科 
、 | 資源 生物 科学 科 
応用 生命 科学 科 























































































































【 注 】 (1) 学校 推薦 型 選抜 の 受 1 第 1 次 選考 で の 不 合 格 者 は 含み ませ ん 。 
(2) 表 中 の 志願 倍率 は 「 第 1 志望 の 志願 者 試験 種別 の 募集 人 員 ] で 算出 し て あり ます 。 





令 和 3 年 度 名 古屋 大 学 入学 試験 合格 者 成績 
田 一 般 選 抜 前 期日 程 ※ 合 格 者 成績 は 得点 率 で 示し て いま す 。 
人 総合 得点 (共通 テス ト と 個別 試験 の 合計 点 ) 
合格 者 成績 | : 合格 者 成績 | 、 合格 者 成績 (得点 率 :%) 
上 事 :%) | 間 絆 %) | 最 高 | 最低 | 平 
67.71 








注 
層 


貴美 
ァ ノ 横 
居 恒 
| | 
は | コロ EEEE 
て で 1 で 


| 経 済 学 部 | 
情 | 自然 情報 学科 
人 間 ・ 社 会 情報 学科 
コン ピュ ー タ 科学 科 


人 





























| 検 人 人 衝 
理学 村 学 専 

















化学 生命 工学 科 
物理 工学 科 
マテ リア ル 工 学科 
電気 電子 情報 工学 科 
機械 航空 宇宙 工学 村 
エネ ルギー 理工 学科 
環境 土木 ・ 建 築 学科 
生物 環境 科学 科 
資源 生物 科学 科 
応用 生命 科学 科 




































































































































































合格 者 成績 | 般 選 抜 : 注 】 
(平均 得点 率 :%) | (1) 合 格 発表 時 の 得点 に 基づき 作成 し て いま す 。 
| (2 総合 得点 (大 学 入学 共通 テス ト と 個別 試験 の 合計 点 ) | 
は 、 個 別 試験 の 選択 科目 の 得点 調整 を 行っ た 上 で の | 
成績 と な っ て いま す 。 | 
包 | 3) 工学 部 及び 農学 部 の 合格 者 成績 は 、 高 得点 者 選抜 を | 
人 間 ・ 社 会 情報 学科 | 除く 合格 者 の 成績 に 基づき ます 。 
コン ピュ ー タ 科学 科 | (4 医学 部 医学 科 の 後期 日 程 試験 は 試験 成績 の 開示 は 行 | 
5 部 | いま せん 。 | 
5 | (5 合格 者 成績 に は 、 医 学部 保健 学科 で は 第 2 志望 専攻 | 
、 の 合格 者 、 工 学部 と 農学 部 で は 第 2 志 塵 学科 の 合格 
人 穫 凍り | 
| 検 人 和 人 
了 ' [学校 失 型 選抜 : 注 】 
化学 生命 工学 科 | | 合格 発表 時 の 待 点 に 基 づ き 作成 し て いま す 。 | 
物理 工学 科 | (3) 合格 者 の 「 大 学 入学 共通 テス ト 」 の 得点 率 を 示し て | 
マテ リア ル 工 学科 | いま す 。 | 
電気 電子 情報 工学 科 | | 
機械 ・ 誠 宅 字 宙 上 学科 | ※ 原 則 と し て 、 合 格 者 が 5 名 未満 の 入試 区 分 に 関し て | 
42 還 電 時 ※ | は 、 合 格 者 成績 の 公開 を 行い ませ ん 。 
時 境 土木 米代 学 科 RI 
生物 環境 科学 科 
資源 生物 科学 科 
応用 生命 科学 科 





【 付 ②】 令 和 5 年 度 以降 の 入学 者 選抜 方 法 に つい て 

令 和 5 年 度 以降 の 入学 者 選抜 に つい て , 以下 の と お り 実 施し ます の で , お 知ら せい た し ます 。 変更 な ど 
が あり 次 第 , 随時 名 古屋 大 学 ホ ー ム ペー ジ の [受験 生 応援 サイ ト NU START GUIDE〕 (https://www. 
nagoya-u.ac.jp/admissions/) に 公表 し ます 。 


人 @ 令 和 5 年 度 以降 の 医学 部 医学 科 一 般 選抜 (前 期日 程 ・ 後 期日 程 ) の 変更 に つい て 
令 和 5 年 度 入学 者 選抜 か ら 以 下 の と お り 変 更 し ます 。 


【 変 更 前 】 【 変 更 後 】 


Ge | mm | 是 ー 


一 般 枠 5 一 般 枠 
地域 桁 地域 桁 














一 般 選 抜 (前 期日 程 )/ に つい て , これ まで 一 般 枠 90 名 で 実施 し て いた の を , 一 般 枠 85 名 , 地域 枠 5 名 
で 実施 し ます 。 

一 般 選 抜 (後期 日 程 )/ に つい て , これ まで 地域 梓 5 名 で 実施 し て いた の を , 一 般 枠 5 名 で 実施 し ます 。 
詳細 は 以下 の と お り で す 。 


【 前 期日 程 】 

募集 人 員 90 名 の うち 5 名 を , 愛知 県 内 の 地域 医療 を 担う 人 材 育成 の 選抜 枠 (地域 梓 ) と し て 実施 し ま 

2 09980 90 以下 の と お り 実 施し ます 。 

選抜 方 法 : 大 学 入学 共通 テス ト , 個別 学力 検査 , 調査 書 , 志願 理由 書 及び 面接 に より 総合 的 に 行い ます 。 
な お , 面接 の 結果 に よっ て は , その 他 の 成績 に か か わら ず , 不 合 格 と な る 場合 が あり ます 。 
また , 大 学 入 学 共通 テス ト の 成績 に よる 2 段階 選抜 を 実施 し ます 。 


田 個 別 学力 検査 実施 教科 ・ 科 目 
国 語 : 国語 総合 ・ 現 代 文 B (証文 ・ 漢 文 を 除く ) 
数 学 : 数 学 I・ 数 学 I・ 数 学 皿 ・ 数 学 A・ 数 学 B 
理 科 : 物理 基礎 ・ 物 理 . 化学 基礎 ・ 化 学 , 生物 基礎 ・ 生 物 か ら 2 科目 選択 
外国 語 : 英語 
面 接 : 一 般 枯 に お いて は , 医師 ある い は 医学 研究 者 に な る に ふさ わし い 適 性 を み ま す 。 地域 梓 に お 
いて は , 前 記 の 適性 に 加え て , 地域 医療 に 従事 する 医師 に な る に ふさ わし い 適 性 を み ま す 。 





※ 地 域 要 で 入学 し た 者 は , 愛知 県 か ら 月 額 15 万 円 程度 の 壮 学 金 の 受給 , 卒業 後 , 愛知 県 内 で 2 年間 の 初期 臨床 研 
修 , 同 県 の 公 的 医療 機関 等 で の 7 年 間 の 勤務 な どの 条件 が 課さ きれ ます 。 詳細 は 当該 年 度 の 募集 要項 等 で お 知ら 
せ し ま す 。 
地域 枠 に 出願 する 場合 , 一 般 梓 を 第 2 志望 と し て 併願 する こと が で きま す 。 
当該 年 度 の 臨時 増員 の 認可 状況 等 に より , 地域 枠 に 係る 選抜 の 中 止 や 募集 人 員 の 変更 な ど が あり 得 ます 。 




















【 後 期日 程 】 

募集 人 員 5 名 の 選抜 を 以下 の と お り 実 施し ます 。 

選抜 方 法 : 大 学 入 学 共通 テス ト , 志願 理由 書 , 調査 書 及び 面接 に より 総合 的 に 行い ます 。 
また , 大 学 入学 共通 テス ト の 成績 に よる 2 有 段 階 選抜 を 実施 し ます 。 


念 令 和 5 年 度 以降 の 工学 部 電気 電子 情報 工学 科 お よび エネ ルギー 理工 学科 に お ける 学校 推薦 型 選抜 の 変更 に 
つい て 
工学 部 電気 電子 情報 工学 科 及 び エ ネル ギー 理工 学科 で は , 入学 者 の 多様 性 を 確保 し , 工学 分 野 に お いて , 
社会 を 構成 する 比率 と 大 き な 離 が 見 られ る 女性 比率 の 基 正 を 目指 す た め , 学校 推薦 型 選抜 に お いて , 令 
和 5 年 度 入学 者 選抜 ( 令 和 4 年 度 実施 ) か ら , 女子 桁 を 設定 し , 募集 人 員 を 以下 の と お り 変 更 し ます 。 
この 変更 に より , 強い 志 と 将来 展望 を 持っ た 優秀 な 女子 学生 の 入学 を 促し , 女性 の 博士 後期 課程 進学 者 
や 将来 の 研究 者 ・ 技 術 者 ・ 教 員 の 増加 に 繋げ る こと を 狙い と し ます 。 


【 電 気 電子 情報 工学 科 】 
1. 学校 推薦 型 選抜 (大 学 入学 共通 テス ト を 課す ) 
現 行 :11 名 
変更 後 ( 令 和 5 年 度 入学 者 選抜 以降 ) : 12 名 (うち 6 名 を 女子 梓 と する ) 





2. 一 般 選 抜 
現 行 :107 名 
変更 後 ( 令 和 5 年度 入学 者 選抜 以降) : 106 名 


く 背 景 > 

工学 部 電気 電子 情報 工学 科 の 中 核 を な す 電 気 工学 , 電子 工学 , 情報 ・ 通 信 工 学 は , 高度 情報 化 社 会 を 
支え る 主要 な 工学 分 野 で あり , 今後 も 優秀 な 研究 者 ・ 技 術 者 を 育成 ・ 墓 出す る こと が 強く 求め られ て い 
る 。 これ ら の 分 野 の さら な る 発 戻 に は 、 多 く の 関 連 分 野 と の 連携 ・ 融 合 が 必要 で あり 、 和 柔軟 な 発想 と 新 
規 の 視点 を も た ら す 多様 な 人 材 が 不可 欠 で ある 。 

工学 部 電気 電子 情報 工学 科 で は , 学校 推薦 型 選抜 に お ける 募集 人 員 を 11 名 か ら 12 名 に 増やし , その う 
ち 6 名 を 女子 梓 と する 。 


【 エ ネル ギー 理工 学科 】 
1. 学校 推薦 型 選抜 (大 学 入学 共通 テス ト を 課す ) 
現 行 : 4 名 
変更 後 ( 令 和 5 年度 入学 者 選抜 以降 ) : 6 名 (うち 3 名 を 女子 梓 と する ) 





2. 一 般 選 抜 
現 行 :36 名 
変更 後 ( 令 和 5 年度 入学 者 選抜 以降 ) : 34 名 


く 背 景 > 

人 類 社 会 が 直面 し て いる エネ ルギー 問題 の 解決 に は , 従来 技術 の 延長 で は 限界 が あり , 破壊 的 な イノ 
ベー ショ ン が 求め られ る 局面 に 差し 掛か っ て いる 。 こ の た め に は , エネ ルギー に 関わ る 研究 分 野 へ , 多 
様 な 視点 を 持つ 人 材 を 積極 的 に 迎え 入れ , 構成 員 が 互い に 切 太 赤 磨 で きる 環境 を 創出 する こと が 有効 で 
ある と 考え られ る 。 

工学 部 エネ ルギー 理工 学科 で は , 学校 推薦 型 選抜 に お ける 募集 人 員 を 4 名 か ら 6 名 に 増やし , その う 
ち 3 名 を 女子 枠 と する 。 


【 付 ④】 名 古屋 大 学 学生 数 は 








文 学 部 225 350 575 19] 大 学研 究 科 144 284 428 [233 
教育 学部 118 200 318 10] | 教育 発達 科学 研究 科 95 144 239 53 
法 学 部 406 277 683 32] | 法学 人 研 科 134 98 232 102 
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多元 数 理科 学研 究 科 
6637 : 2928: 9565 〔250〕| 環 拉 学 研究 科 | 247! 157! 404 HH35 
国際 言語 文化 研究 科 “2 5| 8| 13 (6 
4337 | 1869 6206 [1.486 


【 付 ④】 大 学 案内 及び 学部 紹介 冊子 の 請求 方 法 
以下 の 『 モ バ っ ちょ 」』 から 請求 し て くだ さい 。 
携帯 電話 ,. スマ ー ト フォ ン , パソ コン か ら 請 求 で きま す 。 
















[ ] 内 は 外国 人 留学 生 を 内 数 で 示し た も の 
*] 平成 15 年 度 か ら 学 生 募 集 を 停止 
*2 平成 9 年度 か ら 学生 募集 を 停止 














DE つ 回 補 国 
prc や りう 議 計 


https://djc-mb.jp/nagoya-u9/ 


【 料 金 (送料 ) の 支払 い 方 法 】 
① 請求 時 払い 
携帯 払い , スマ ホ 払 い , クレ ジッ トカ ー ド 払い が で きま す 。 (別途 手数 料 が 50 円 必要 で す 。) 
※ 携 帯電 話 ・ ス マ ホ の 機種 携帯 電話 会 社 と の 契約 状況 に よっ て , 通話 料金 と 一 緒 に お 支払 いで き 
な い 場 合 が ご ざい ます 。 そ の 場合 ., コン ビニ 後払い を 選択 し て くだ さい 。 
② コン ビニ 後払い 
資料 到着 後 . コン ビニ で お 支払 いく だ さい 。 (別途 手数 料 が 126 円 必要 で す 。) 


田上 記 請 求 方 法 に つい て の 問い 合わ せ 先 
大 学 情報 セン ター 株 式 会 社 モバ っ ちょ カス タマ ー セ ンタ ー 
TEL. 050 3540-5005 (平日 10 : 00 一 18 : 00) 
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名 古屋 大 学 難 試験 場 へ の アク セス 


一 東 山地 区 試験 場 (地下 鉄 名 城 線 「 名 古屋 大 学 ] 駅 下車 すぐ ) 
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一 鈴 舞 地区 試験 場 (JR 中 央 本 線 「 稚 舞 ] 駅 、 地 下 鉄 稚 舞 線 「 稚 舞 ] 駅 下車 徒歩 3-8 分 ) 
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一 大 辛 地 区 試験 場 (地下 鉄 名 城 線 「 ナ ゴヤ ドー ム 前 矢田 駅 下車 徒歩 約 10 分 ) 
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問い 合わ せ 先 








金 受付 は , 月 曜日 一 金曜 日 9 :00 一 17:00( 祝 日 , 12 月 29 晶 一 1 月 3 日 を 除く ) 

金 電話 に よる 問い 合わ せ は , 志願 者 本 人 が 行っ て くだ さい 。 

メー ル に よる 問い 合わ せ は , 件 名 に 下記 の 事項 を 記し . メー ル 本 文 の は じ 
め に 氏名 ・ 出 願 (予定 ) 学部 学科 (出願 後 は 受験 番号 ) を 入れ た うえ で , 
問い 合わ せ 内 容 を 入力 くだ さい 。 





問い 合わ せ 先 [a] を @ に 変え て お 送り くだ さい 


入試 に 関す る こと 
052 一 789 一 5765 

自然 災害 等 に よる 名 古屋 大 学 nyuusilaladm.nagoya-Uu.aC.jD 

「 検 定 料 免除 ] の 申請 | 入学 試験 事務 室 | [検定 料 免除 に 関す る サイ ト ] 
https://Wwww.nagoya-U.aC.jD/admissions/exam/ 
cat/saigai/index.html 


中 














内 052 一 789 一 2172 
ee 育 推進 音 1 . 
入学 料 ・ 授 業 料 免除 等 に 了 上 gaku-sien3[aladm.nagoya-Uu.aC.jp 
関す る こと 状 学 支援 係 ※ 問 い 合 わせ 前 に こち ら の サイ ト を ご 参照 くだ さい 。 
https://Www.nag0Va-U.4C.jD/aCademics/scholarship/index.html 





教育 推進 部 052 一 789 一 2175 

日 本 学生 支援 機構 の 奨 学 生 支 援 斉 nu-jasso.Ioan[aladm.nagoya-u.aC.jD 

SS 半 了 1m リ 

学 金 に 関す る こと 折 学 支援 係 ※ 問 い 合わ せ 前 に こち ら の サイ ト を ご 参照 くだ さい 。 
https://Www.nagoya-U.4C.jD/4Cademics/scholarship/index.html 


052 一 789 一 2173 
教育 推進 部 gaku-sien2[a]adm.nagoya-U.aC.jD 











字 計 宿 全 に ー だ を 2 
和合 3 人 3 て 生 文 撲 課 ※ 問 い 合 わせ 前 に こち ら の サイ ト を ご 参照 くだ さい 。 


だ を ッ 作 マ を 7 
学生 総務 係 https://www.nagoya-U.aC.jD/academics/campus-life/ 
housing/index.html 





052 一 789 一 4756 

障害 の ある 学生 へ の 支 | アビ リティ 支援 | osd[algakuso.provost.nagoya-U.aC.jD 
援 に 関す る こと せ ンタ ー ※ 問 い 合 わせ 前 に こち ら の サイ ト を ご 参照 くだ さい 。 
https://www.gakuso.Drovost.nagoya-U.aC.jD/OSd/ 














生 素 旋 国 編 万 
、 入学 機構 | 名 古屋 大 学 


名 古屋 大 学 入学 試験 事務 室 





〒464-8601 名 古屋 市 千種 区 不老 町 D4-4(100) 名 古屋 大 学 本 部 内 入学 試験 事務 室 
TEL.(052)789-5765 FAX.(052)789-2188 E-mail. nyuusi@adm.nagoya-u.acJjD 


